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『ニューヨーク市庶民図書館設置に関する指示書J

Bray, Thom己s. Directions ffor ye use & 

prescr、at1on〔sic〕ofye library sent w〔l〕th

his excellency the Earl of Bellamontto new 

york in . .'¥merica. London, 1698 : I e folio. 

本文書は、米国における公共図書ー館の起源を

示す文書であ り、米国図書館史研究の第一級の

資料として極めて重要である。

トーマス ・プレイ (1656-1730）は、英国協

会の宅職者で1696年米国メリーラント主教代理

に仔ぜられ植民地に赴任し、伝導r.';lfi)Jに従事し

た。ブレイは、文書伝導の必要’Itーから80の教区

図書館、庶民図書館なとを設立したが、本文書

は、そのひとつ、ニューヨークの庶民図書館設

置に関する彼の指示書で彼自身の手による写し

（下記資料に翻刻）である。

こうした庶民図書館は、深〈民衆に桜きした

；＋：・国公共図書館の原型となり、ヨーロソパ図書

館史の大著『図書館史J(Memoir of libraries) 

i. h ；~L<fi内，

を著したエトワーズ （EdwardEdwards）をして、民主的で、慈愛に溢れた住民サービスに関し

て英国の公共図書館は、米国のそれに比し数段の遅れを取ったと l嘆！己せしめた要因となった。

当該文書には、図書館の設置目的（対象とする利用者）、蔵書の配置と目録の設置箇所、書物の

保管などに関する指示が記されている。

プレイの手による この文書は 正本各一通が英国サイオンコルレ ッジに架蔵きれている こと

が判明 しているが、クラウス書店によれば本文書はその草杭であると判断されている。

〔参考資料 Keep, r¥.B. The library in colonial New York. New York, De Vinne Pewιa, 

1909. 197p.〕

( i~そ 川 雅俊）
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H川

メディア一一人と人とをつなぐもの

益決麓~M
f前三田メディアセンタ一所長l
t法学部教授 J 

4月から私の名刺が変わった。初対面の人と名

刺を交換すると， きまって相手から 「この 『メ

ディアネット所長』というのは何ですか？」と訊

かれる。名刺を出した私としては， 「大学設置基

準など国の法令上の地位としては図書館長にあた

るものですが」と前置きをした上で，今日におけ

る大学の研究・教育支援手段が多元化しているこ

とと．慶慮義塾においてはそれを一つのネ ット

ワークとして組織化する道に踏み出したことを，

いつも説明しなければならない羽田になる。

私の説明はシドロモドロで，われながら要領を

えないものであるが．それにもかかわらずほとん

どすべての場合，相手からは， 「さすがは慶臆，

時代を的確に先取むしていますね」という趣旨の

反応がかえってくる。大学関係者に限らず，官庁

や企業で働いている人々にとっても，情報化の波

の到来は切実な実感なのであろう。

ただ，相手に説明すればよく判ってもらえると

しても，名刺の交換の際にいちいち説明しなけれ

ばならないということは， 「メディアネ ット所長」

という私の肩書が，それだけ世間的には新しく，

珍しいということをあらわしているわけである。

その意味でも，慶照義塾におけるメディアネ ット

の設立は，まさに 「時代の先取り」であると同時

に，パイオニアとしての実験という意味をもつも

のといえる。

いかに時代の要請という必然性が背景にあった

としても，パイオニアとしての実験には苦労と危

険がつきものである。特にわれわれの場合，研

究・教育情報センターおよび大学計算センターの

廃止とメディアネ ットの新設という， 一時点を

画した組織の切替えにもかかわらず，慶慮義塾の

研究・教育のいとなみは，一瞬の切れ目もなく継

続して行われなければならないということが大前

提になっている。つまり，われわれは，不断の継

続・発展の中で組織およびシステムの革新を実施

しなければならないという，困難な使命を負って

いるわけである。

この 「継続と革新」という一種のアンビパレン

スをのりこえる途はただ一つ．その組織を動かす

人々が柔軟な創造力を発揮するということであろ

う。そして，組織とはまず何よりも人間の集まり

なのであるから，そこに属する人々が柔軟な創造

力を発揮するためには，目標を一つにする 「人の

和」が最も重要な要素にならざるをえない。

「柔軟な創造力」という点では，もはや還暦を

過ぎて，いってしまえばアルツハイマー氏病寸前

の私自身は失格である。私にできることといった

ら．新しい組織における 「人の和」をできるだけ

はかつて行くことだけである。そのこととの関連

で，私自身が自分の新しい名刺をつくづくと眺め

たとき， 「メディアネット所長」という肩書に，

私なりの思い入れが生まれる。

メディアは 「媒体」と訳されることが多いよう

であるが，語源的には「中間にあるものJという意

味であろう。この中間者が介在することによって，

もともとは見も知らぬ他人同士であった人々の聞

に関係が生まれることになる。その意味で，メディ

アは「人と人とをつなぐもの」といえるのである。

この場合，メディアを通じて他人同士が関係を

もつのは，他人と関係をもちたいという人々の主

体的な意思を契機とするものであって，決して，

メディア自体に人々を結びつける意思があるわけ

ではない，という点が見のがされてはならないと

思う。つまり，メディアネットが所期の機能を発

揮するためには，情報の発信者と受信者一ー とい

うよりも，むしろ相互的発信者一ーの，お互いに

人間同士として接近したいという主体的意思の昂

まりが必要なのである。

そうだとすれば．そのメディアをつかさどる組

織においてこそ，意思主体としての人聞に対する

あたたかい眼が，まず第一の要素になるものとい

うべきであろう。

- 1一
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日吉メディアセンターのー断面

し みずし・うゅう

清水周裕

（日吉メディアセンター所長1
商学部教授 ／ 

本年4月1日，メディアネ ット計画に基づいて

日吉情報センターと日吉計算室が統合され，日吉

メディアセンターという，日吉キャンパスの研

究・教育プログラムを 「図書資料とデータベース

を含む非図書資料」及び 「コンピュータ資源と情

報処理技術」の提携を通じて支援する機関が誕生

しました。この組織再編成は先見の明のある改革

であり，日吉キャンパスの研究・教育環境と学術

情報環境を，いかにして来るべき超高度情報化社

会 ・超高度国際化社会に適合させて行くかという

緊急問題の解決に，資するところ大であると言え

ましょう。メディアネ ット計画の策定と実現に寄

与された多くの方々に，生みの苦しみとは無縁の

まま， 4月1日付けで，その成果のみを享受する

形で当センターの管理運営に携わることになりま

した者と致しまして，心から敬意を表したいと思

います。

さて，当センターは， 『図書館情報サービスJ
『情報メディアサービス』『情報システムサービ

ス』の三つの業務を遂行することによって，従来

日吉情報センターと日吉計算室が行ってきた図書

館サービスとコンビュータ・サービスを継続提供

するばかりでなく，日吉キャンパスにおける新し

い研究プログラム，新しいカリキュラム等を支援

する訳ですが，これらの業務の今後の課題につい

て第一線の責任者の方々の報告書等を基に，その

一端を御紹介したいと思います。

『図書館情報サービス ．資料マネジメント』の

分野においては. (1）図書館・研究室目録情報の

コンビュータ化の作業，つまり，目録データの

「目録サブシステム」（KOSMOSく全塾統合図書

館システム＞の構成要素の一つ）への新規書誌

データの入力（1993年2月以降受入れた図書館・

-2 

研究室の全資料）とそれ以前の図書館・研究室の

洋書，研究室和書の全書誌データ， 1980年以前受

入れた図書館和書の書誌データの遡及入力を進捗

させ， OPACくオンライン閲覧目録＞ (KOSMOS 

の権成要素の一つ）の完成を早める必要性，（2）研

究者及び学生からの資料要求に能率的に応ずるこ

とを可能にしている 「発注・受入れサブシステ

ム」（KOSMOSの構成要素の一つ）を，書店と

のオンライン接続等を導入することによって更に

発展させる必要性，（3）当大学の図書館ネットワー

クの中で 「学習用コレクション」と位置付けられ

ている日吉図書館の学生用コレクションを，重要

資料の遡及収集を行うことや，各学部のカリキュ

ラム改定に即した，また多様な利用者（帰国子

女・留学生・障害を持つ学生等）に適した選書を

行うこと，日吉設置の外国語科目に対応する洋舎

を充実させとこと等によって，また同時に，開架

式書架の収容能力が限界に達している現実を踏ま

えて，コレクションの再評価・再編成（不要な図

書の除籍．改訂版に対する旧版及び内容が現実に

そぐわなくなった図書の除籍または保存書置への

移動など）を恒常的に行う体制を整備することに

よって，更に充実度の高い均衡のとれたコレク

ションにする必要性，が認識されています。

『図書館情報サービス：資料サービス』の分野

においては， (1)本年度から実施されることになっ

た研究室図書長期貸出制度を更に発展させる必要

性，（2）本年度から試行期間に入ったリザープ・

ブック・サービス制度を可能な限り拡充する必要

性，（3）既に高い充実度を示している AV資料コレ

クション及び逐次刊行物コレクションを．前者に

ついては他の非図書資料との均衡や授業との関連

性を考慮すξことによって，後者についてはパッ

クナンバー・非図書の収集にも力を入れることに

よって，更に一層充実させる必要性， （4）マノクロ

フィルム版外国語新聞コレクションの充実を図り

一一本年度はマイク ロフィルム版ニューヨーク・

タイムズを購入一一学生からの外国語新聞閲覧要

求に応える必要性，（5）学生利用者の好評を博して

いる図書館利用者指導（新入生オリエンテーショ
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ン，ライブラリー・アドウ．ェンチャー，図書・新

聞・雑誌の捜し方セミナー， CD-ROM／オンラ

インデータベース・セミナー）やライブラリー・

シアタ一等々を，更に魅力あるものにする必要

性，（6）学生利用者との接点を確保し一一昨年度，

「みんなの声」ポストを新設すると共に館員バッ

ジの使用を開始ーーその拡大を図る必要性，（7）学

生利用者のモラル向上のための指導を通じて，更

に快適な図書館利用環境を確保・提供する必要

性，が認識されています。

『情報メディアサービス：情報サービス』の分

野においては， (l)CD-ROM及びオンライン・

データベース一一現状では，前者は，書誌（圏内

版・海外版）と新聞記事等（圏内版）に関するも

ののみ，後者は，全塾的にアクセス可能なもの及

び昨年度研究者向けにサービスが開始されたカレ

ント・コンテンツ一一ーを一層充実させ，情報検索

サービスを大幅に拡充する必要性，（2)CD-ROM

検索専用パソコン及び OPAC専用パソコン一一

現在，前者は3台，後者は6台一一の増設を図る

必要性，が認識されています。

『情報メディアサービス デジタルメディア

サービス』の分野においては，日吉紀要，教材，

教育法等のデータベースの製作及びその提供，マ

ルチメディア教材開発の支援等々が，今後の課題

として残されています。

当センター永田守男副所長が統轄する『情報シ

ステムサービス』の分野一一一KINGSく全塾統合

情報ネットワーク・システム（＝全塾キャンパス

間ネ ットワーク ）＞を基盤とす る全塾メディア

ネット情報システムサービスの日吉部門という性

格を有し， Eっその部門能力の拡充が必須の分野

一一ーにおいては， (1）汎用大型機やスーパーコン

ビュータの専門的利用一一現在は，日吉・矢上

キャンパス間ネッ トワークに依る理工系研究者の

利用が中心一ーを，組織的利用情報・組織的利用

指導の拡充を通じて，文科系・医学系研究者更に

は学生にも可能ならしめる必要性，（2）最新学術情

報のネットワーク上での入手一一現在は研究者の

個人的支援に依存している一ーを，組織として支
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援する必要性，（3）日吉 LANく日吉地区ネット

ワーク＞の構築一一現在調査・検討中一ーを推進

する必要性，（4）研究者によるシステム，ソフトの

開発・整備への協力体制を確立する必要性，（5)

ワークステーション利用環境を整備・拡充する必

要性.(6）パソ コン利用環境一一既に，利用説明，

サービス時間，パソコン機器設置台，ソフト，相

談体制といった面ではかなり高い充実度を示して

いる一ーの一層の拡充を図り，日吉キャンパスの

情報処理基礎教育に対する支援を一段と強化する

必要性，が認識されています。

当センターは，これらの多岐にわたる必要性を

認識しそれらを充たすべく不断の努力を傾けてい

る訳です。その結果，日吉図書館については，昨

年度の入館者数（855,586人）及び館外貸出冊数

(133,003冊）が過去最高を記録すると共に，学

生利用者からは，日吉キャンパスにおける満足事

項の第一位は「図書館が使いやすく，充実してい

る（77.1%）」（第 16回学生部学生生活実態調査）

という回答を得ています。また旧日吉計算室，現

『情報システムサービス部門』についても，その

サービスの充実振りには，研究者及び学生の双方

から極めて高い評価が与えられています。 しか

し， 当センターはこれに満足することなく．教職

員・各学部等とも密接な連携を保ちつつ，当セン

ターが日吉キャンパスにおける研究・教育プログ

ラムの理想的な支援機関となるようあらゆる努力

を払って行く所存です。関係者の皆様の御指導・

御支援を心からお願いする次第です。



し 特 集メデイ九ト発足i平たって

メディアネット・

メディアセンターの業務と運営

l.,J: かわ まさ とし

渋川雅俊
（メディアネソト事務長）

メディアネットのキーワーズ

メディアネ ット規程第2条で，メディアネ ット

は，情報環境を資源として，それを整備・運用し

て義塾の教育研究の展開に即応し，義塾の進展に

寄与すると言う目的が掲げられている。ここで

「情報環境Jと「整備 ・運用」がメディアネットの

ビジョンを描く上で，基本的なキーワーズとなる

が，これらについては，同規程第3条の業務に関

してさらに以下のように規定されている。

メディアネットは，①研究・教育関連情報の収

集，処理および提供に関する業務，②情報関連シ

ステムおよび機器の整備・運用に関する業務，③

教材の開発およびマルチメテeィア環境を活用した

教育と研究活動の支援に関する業務などを行う。

これらの規定から， 「研究・教育関連情報」とそ

の「収集，処理および提供J.「情報関連システム

および機器」とそれらの 「整備 ・運用」，「教材」

とその 「開発J，「マルチメディア環境」とその

「活用」などがメディアネ ットの今後のイメージ

形成のキーワーズとなる。

学術情報サービスの新しいイメージ

ふた昔前，あるいはもう少し前であれば，こう

したキーワーズから， 「情報環境」を書物とそれを

俣管し閲読する施設と，書物やその施設を利用・

活用するための種々の装置，そしてそのための手

順や手続き，つまりサービス，そしてまたサービ

スの裏側にある仕掛けと書物を収集・組織・保管

して，それを提供することを担当する職員（資質

とスキル）の総体と考えたかもしれない。
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ひと昔前ならば，それは書物に限らず，デジタ

ル資料や各種の視聴覚資料と，そうした資料を保

管し，利用する設備と施設，そしてまたそうした

資料を特定大学の施設内だけでなく，広く利用で

きるための各種の設備や装置，つまりサービスと

サービスの裏側にある仕掛けと職員の総体という

のが，そのイメージだったかもしれない。

ある人は，これに加え，デジタル化された情報

の処理と利用のために，コンビュータと通信回線

を基盤として．それらを身近で利用できる機械設

備とそれらの利用技術と，それらを効果的に利用

するための手順や手続きなどのすべてを整備し，

それを提供するために配置されている職員などを

包含するものの総体と考えたかもしれないっ

義塾においてこれまでにここまではほぼ実現し

得た。その状況をかいつまんで示すと図 1のよう

にまとめることができょう。

しかし，近年の情報技術の急激な変化を経験

し，またいま教育研究と情報のかかわりの棄密化

を目前にするとき， 「書物」（拡大された書物の概

念に含まれる諸々の資料）と 「コンビュータ」に

よって形成される情報環境の整備にのみ傾注する

わけには行かない。

教育研究の現場からは，従来の図書館サービス

や計算サービスに加え，より細密なサポートを期

待してその環境を効果的に運用することが求めら

れている。教育研究が期待する具体的なサポート

とは，たとえば，特定教科目の授業に関して， シ

ラノfス，テキストブック， OHPトランス ペアレ

ンシー，スライド， VTR，パソ コンベースの統

計・グラフなどを作成・提供してくれる。学会等

で研究発表や講演において，効果的にプレゼン

テーションができるような道具立てを提供してく

れる。さらに，その仕組みが，学会誌の全文テキ

ストデータベースの構築とその検索システムを作

成することにかかわってくれるとか，数値解析や

統計処理において最も適切なソフトをノfッケージ

にしていつでも提供が受けられ，さらにそれらの



利用について援助が得られる。テレビによる国際

ワークショップの運営についても担当するとかい

ろいろであるが，メディアネ ットは， こうした

個々の要求が実現されることを目標とする仕組み

として発足した。

図書館情報サービスと情報システムサービス

メディアネ ットが目指す情報環境を一言で言う

ならば，‘書物も情報もコンビュータ（情報処理法）

も’である。この環境を運用する業務は，現段階

では， 「図書館情報サービス」，「情報メディアサー

ビス」．「情報システムサービス」からなっている。

メディアネットにおける図書館情報サービス

は，書物を収集し，それを組織し，保管しておい

て利用に供すると言う伝統的な図書館サービスを

基本にしている。新しい体制への移行期における

問題があるとはいえ，このサービスとそのための

技術・技法などについて義塾では，十分に成長，

成熟している。

また情報システムサービスについて，義塾はこ

れまでも，コンビュータとネ ットワークを中心と

して整備された基盤に基づき，利用者がそれらを

活用して教育研究を進められる基本的なサービス

を行ってきた。しかし，技術革新が急進なこれら

の分野では，他の情報伝達手段（衛星放送，

CATV，デジタル無線通信など）も整備しながら

今後も新しい情報機器や情報処理技術を取り入れ

ていく必要があり．広範な情報利用要求のある部

分に直接対応すると同時に，図書館情報サービス

と，次に述べる情報メテ・ィアサービスの展開に，

今後極めて重要となる。

情報メディアサービス情報

情報メディアサービスは，メディアネットの構

想、の中で初めて設定されたものである。これを一

言で言うならば，図書館情報サービスと情報シス

テムサービス，つまり，拡大された概念をもっ書

物とコンビュータによって形成される情報環境を

基盤とし，それらを統合的に，有機的に運用して

学生や教員・研究者の個別的なデマンドに応える

特集 メディアネット発足にあたって

サービスである。

確かに従来の図書館サービスにもレファレンス

サービスや利用者教育に関する諸々のメニューが

あり，これらも審物を基盤としての個別的なデマ

ンドに応えるサービスであったが，新しい仕組み

でのサービスは，収集された既成の情報の運用に

終始するのではなく．メディアネ ットに整備され

た（整備されつつある）情報環境をフルに活用し

て，利用者の要求に応じて情報を，生産したり，

加工（再生産）し，利用者の情報入手活動を支援

する，と言うものである。

この種の，ある意味では学術情報の入手にかか

わるコンサルテーションサービスは， レファレン

スサービスのように． 「資料を集め，それをまと

めてしまっておき，利用者が必要とする時にはい

つでもそれを提供するJと言う旧来の図書館サー

ビスの付加価値として発展してきたものと，情報

処理教育の進展に伴って， 「計算機資源の整備と

その運用」と言う従来の計算機サービスの付加価

値として発展してきたものと考えられるが，「書

物も情報も計算機も」と情報環境を拡大させよう

としている義塾では，今後は付加的な価値にその

意義を見いだすのではなく，教育研究サポートの

中核として多面的に発展される必要がある。
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デジタルメディアサービス一一支援サービスの鍵

情報メディアサービスは，従来の図書館サービ

スと計算機サービス（コンビュータファシリティ

とオペレーションサービス）を足して 2で割った

ものでも，それらのサービスのはみ出した部分を

ひと括りにしたものではなし、。むしろそれは．義

塾におけるメディアネット構想の成否を担うもの

である。とくにこの業務の中にメニューとして設

定された 「デジタルメディアサービス」が重要な

鍵となっている。

デジタルメディアサービスは業務規定の中で，

教材の開発およびマルチメディア環境を活用した

教育と研究活動の支援に関する業務と規定されて

いることを請けて設定されたものであるが，これ

については，いまその実施に向けた必要な準備を
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進めている段階であり，十分な成果の上にたって

サービスの内容を具体的に示すことができなし、。

しかしそれでもこれまでに，大学計算センターが

開発を進めてきた「大型計算機統計ノfッケージの

手lj用システム」（SASインターフェースシステ

ム），情報センタ一本部事務室が行ったCD-ROM

版学術論文フルテキストデータベースとその検索

システムの開発，あるいは湘南藤沢メディアセン

ターを中心として開発が進んでる「インターネッ

トデータベース・インターフェース」や 「VTR

企画・撮影・編集技法セミナーJなどに，少しづ

っその芽が現れてきている。

メディアネット運営の基本方針

メディアネット機構は，メディアネット本部と

各地区のメディアセンターからなっている。目標

達成と業務の運営はすべて，三田，日吉，医学，

理工学，湘南藤沢の各メディアセンターで行われ

fことになる。各センターは，各キャンパス特性

（教育研究分野 ・プログラムの違いなど）に応じ

て設定し．業務を計画し，サービスを実施する。

それと同時に，各センターは，それぞれがもって

いる情報資源．あるいは情報環境を以て，他セン

ターを通じて，他キャンパスの教育研究も支援す

る。つまり，このような運営方式により，全塾の

情報資源，情報環境の統合化を図り．そのプロセ

スにおいて，メディアネ ット本部は，全塾的に等

質なサービスの提供と， 均質な業務遂行を促進す

るのに必要となる調整機能を果たすことになる。

こうした管理運営の方針は．義塾では，真新し

いことではない。こと情報関連業務においては，

旧研究・教育情報センター機構の発足に際してこ

うした方針が採用されており，また，旧大学計算

センタ一機構でもそうした方針によって全塾的な

管理運営がなされていた。

こうした制度的な管理運営方式は，メディア

ネットの発足までに大学計算センターが整備して

きた「全塾統制育報ネ ットワークシステム（KINGS

NETWORK SYSTEM）」が基盤となって．業務

上の全塾的統合や各センターの相互補完関係を促

進しやすい状況となっている。

このネットワークシステムは，電子メールを含

め，研究情報の交換，情報の取り込み，学内情報の

学外発信のメカニズムとして機能しているが，こ

の仕掛けに通じて．前述の SASインターフェース

システム， MEDLERSなどデータベースの学内

DB化とその全塾的利用が図られ，さらに現在「全

塾図書館システム（KOSMOS）」も稼働している。

メディアネットの今後

メディアネットの今後については，過去 1989

年以来，この計画の推進に当たり検討された幾編

かの構想提案舎があり．諸々の提案がなされてい

るが，ここでその全容を明細に説明することは困

難である。本誌紙面の制約のこともあるが，その

第一理由は，これまでにいろいろな観点から検討

が加えられてきた構想が，いま，それを実現する

仕組みとしてメディアネッ トと各地区メディアセ

ンターが発足したばかりであるからである。

情報センターが発足して 23年，大学計算セン

ターが発足して 14年いろいろな展開があった。

その経過をたどってみて，発足当初はそれぞれの

その後の発展を誰も到底予測することはできな

かったが，いまこのことは明瞭に言える。

それぞれの関係職員が個々に，また一団となっ

て， 「情報環境を資源として，それを整備 ・運用

して義塾の教育研究の展開に即応し，義塾の進展

に寄与する」と言うこのたびの役割を，あるいは

書物を中心として，あるいはコンビュータを中心

として，その時々の状況に応じてより良いサービ

スができるように創始工夫し，努力してきた。そ

の成果がメディアネッ トにつながった。
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とすれば，関係職員は今後もその一点に向かつ

てこうした活動を続けてし、かなければならなL、。

もしいまこの段階で，これからのことを想定する

ならば，メディアネット構想、を示す以下の構図を

拠りどころとし，塾生や教員・研究者のニーズを

敏感に察知し，フューチャーピジョニンク’を心が

けながら，より効果的に教育研究をサポー卜する

ことを誓約することが最も必要なことであろう。
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普遍性，対話性，移動性

一一慶慮義塾のコンビュータ一一

みの たに ちおひこ

蓑谷千且彦

（メディアネ ツト副所長）
経済学部教授

情報センターと計算センターが1つの組織に統

合され，メディアネットとなった。職員の数，建

物の占有面積，予算，所長室の格段の差，どれを

とっても計算センターが情報センターに飲み込ま

れた感じがある。いや，こんなことを言おうとし

ていたのではなかった。計算センターの名で呼ば

れていたこれまでの組織は，外部にはコンビュー

タというハードのお守り役のように思われていた

が，すでにそのような組織ではなかった。

共通基盤を整備し分散処理の方向に進むこと

をにらみながら，これまでに計算センターは次の

ようなことを実行してきた。プログラム ・ライブ

ラリーの整備， NEEDSデータファイル検索シス

テム（KUDB）の完成，社会科学支援のための

SAS利用システム （KUSS,Keio University Sas 

system for Social science，別名 Uma（馬） に

をShika（鹿）にもできる Keio Universityの

SASシステム），日j_Iテレコンのデータサービス

（かつて JETROACEのデータサービスもしてい

た），BITNETのあっかい，マニュアルの整備

等々を実施し，研究室，事務室のパソコンの端末

接続を図ってきた。そして，今，慶慮義塾におけ

る研究 ・教育 ・事務の情報サービスを円滑に行う

べく，計算センターがメディアネ ットとなったこ

とは Iつの期を画する出来事である。

これからの慶臆義塾のコンピュータ利用環境に

何が求められているのであろうか。普遍性．対話

性，移動性の三つの観点を述べてみたい。

普遍性の内容は多岐にわたる。まずソフトの互

換性である。ハードはそれぞれのメーカーが独自

性を主張し，同じ機械が作られるということはあ

りそうもなし、。ハードがそうならばソフトに互換

性をもたせ，どの機械でも動くオペレーティン

グ・システム（OS）をもとうとする方向に，大

型コンビュータもワークステーション（WS）も

パソコンも動いている。

共通のソフト開発環境でなかったために．閉じ

ような計算をするプログラム開発に．日本でそし

て世界でどれほど多くの時間と人と金がこれまで

費やされているかを考えると全く資源の無駄遣い

をしていると思わざるを得なし、。大型コンピュー

タから wsまでを同ーの OSでという UNIX，パ

ソコン DOS/VのWindowsの世界， これらは共

通のソフト開発，共通のデータ・ファイル，共通

のシステム運用への動きである。長く，厳しい

ハード競争の果てに，ようやく OSでメーカーの

枠を超えた共通基盤ができつつある。

普遍化の第2は，誰でも，いつでも，簡単にコ

ンビュータを利用できるようにすることである。

コンビュータの素人化であり． パーソナル化と

いってもよい。一部のマニアックな人聞がキー

ボードを叩き，ネクラな雰囲気でコンビュータを

使う時代ではなし、。かつて NEEDSデータをテー

プで購入し， 一部のコンビュータに詳 しいユー

ザーのみがテープを使っていた時代があ てた。

NEEDSデータ検索システムの完成によって， さ

まざまな分野の経済時系列データを，端末機ある

いは研究室のパソ コンから，画面の指示に従って

簡単にデータを検索し，自分自身のデータ・ファ

イルを作ることができるようになった。
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先月末に公開した SASシステム（KUSS）も，

日本の大学では最初の，誰でも， ノマソ コンのよう

に対話型で使えるコンビュータ利用システムであ

り，約4年間にわたって富士通と共同で開発して

きたシステムである。6月末の説明会には学生 ・

院生約40人の参加があった。 7月初旬には三田

の教員を対象として説明会を開いた。いや聞こう

とした。部屋に入り切れないほど参加者が押し寄

せたらどうしようという心配をよそに， 参加申込

みは一一0人！であった。笛吹けど汝踊らず‘。三

田の教員が鈍感というより，講義，ゼミでデータ

処理や統計解析の必要があるカリキュラムになっ



メディアネット発足にあたって

ほど労力を現在使っていることだろう。特に処理

の前のデータ収集に膨大な時聞を要している。現

状で，ラ ップト ップにモデムをつけて通信回線に

接続し，移動性を実現しでも大してメリ ットはな

い。汎用機に誰でも，簡単に，いつでも，対話型

で使えるデータ・ファイルが用意されており，あ

るし、は ROMカードでデータ・フ ァイルを利用す

ることができる状況でなければ移動性のメリ ット

がなし、。ダウンサイジングにはこの移動性と，そ

してもちろん普遍性，対話性が伴わないと，文字

通りパーソナルな狭い，普遍性のない領域にのみ

情報処理はとどまってしまうであろう。

ここに 1つのシステムを描いてみた。このシス

テム図のかなりの部分はすでに実現している。問

題は使いやすい利用環境をっくり，広い意味でソ

フトが充実することであろう。

汎 問 機

・共通のOs 
．プログラム・

ライプラリー

．データ・7ァ

イJレ

図
書
館
・
研
究
室
・
教
室
・
事
務
室

E
E
 

特集
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ていないということであろう。

誰でも簡単に，そしていつでもという普遍化へ

の方向は，もちろんまだこれからメディアネ ット

としても取り組むべき多くの課題が残されてい

る。今の KUDBやKUSSで自己満足しているわ

けではない。とくにフロッピィや CD-ROMで市

販されているデータ・ファイルの利用の仕方につ

いてはまだ誰でも簡単にという状況ではない。

次の課題は対話性である。対話形式で，しかも

双方向の対話形式でコンピュータが利用できるよ

うになれば，そして双方向の対話に（感情は無理

としても）判断を入れて利用できるようになれ

ば，冷たい美人というコンピュータのイメージも

少しは違ってくる。教室で，学生が汎用機に接続

されているパソコンと対話形式で授業を受ける。

計量経済学でいえば，構造方程式のパラメータ推

定，マクロ計量経済モデルを

テストし，そのモデルを使っ

て政策シミュレーションを行

う，あるいは産業連関表を

使ってシミュレーションをす

る。これらを対話形式で行な

い，教師はその意味を説明

し，講義を進めていく 。文字

からではなく視覚でモノをと

らえようとする今の学生には

このやり方が良い。双方向コ

ンビュータ，パソコンや ws
を使つての相手との対話，

ネットワークもこの対話性の

中に入るであろうc

3番目の課題は移動性であ

る。会議室で，教室で，研究

室で，図書館で，桜の木の下

で，簡単に対話しながら，

ラップトップでさまざまな情

報を呼び出し，処理をするこ

とができればと思う。分析の

ために必要な情報を収集し，

加工し，計算することにどれ

日ー
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト



各地区メディアセンターの計算室

r;b＜ た もり お

永田守男

（日吉メディアセンター副所長）
理工学部助教授

今年の春にメディアネットがスタートしまし

た。この組織に属する各キャンパスのメテ・ィアセ

ンターについて，コンビュータやネットワークの

但面から紹介することが私の役目ですが，個人的

な昔話から始めさせてくださし、。

私が現在の勤務先である管理工学科の学生だっ

た頃，昭和40年代の話です。当時．慶目撃義塾で

全学的にサービスをしているコンピュータは2台

だけでした。1台は三田の IBM製， もう 1台は

小金井（理工学部の前身の工学部が当時あった

キャンパス）の東芝製のマシンで，これらは演算

能力からすれば今のファミコン程度のものだった

と思います。それでも，日本の大学，特に私立大

学で研究と教育のために自由に使えるコンビュー

タを持っているところはない頃でしたので，他大

学の人達からうらやましがられていました。先輩

の大学院生や助手の人達が，一般サービスの終

わった時間に交代でやりくりをして使っているの

を見ることがよくありました。教員や大学院生で

も，ファミコン程度の機械を，使いたいときに使

うのでなく．前もって時間調整をしてからでない

と触れることができなかったのです。

そうした不便をかこちながらも，この 2台の存

在は．塾と学界にとって大きな意味があったと，

今になって分かりました。三田で実証的な学聞が

継承できたこと，理工学部に大学院の独立専攻と

しての計算機科学専攻を開設できたこと，湘南藤

沢に環境情報学部を創設できたことなどは．直接

あるいは間接に， この 2台と結びっく出来事で

す。これらに関わった教員と職員の中核メンパー

のなかには，あの 2台で始まった歴史抜きには考

えられない人達が少なからずいるからです。さら

に付け加えれば，鳥居泰彦塾長は IBM機を三田

に導入したときの中心メンバーの 1人であったと

聞いています。

それから 20年余が経って，今年大学に入った

諸君を，日吉メディアセンターの教育用パソコン

室で 300台を超えるコンビュータが待っていま

す。湘南藤沢メディアセンターには全部で600台

位の数のワークステーションがあります。矢上

キャンパスでは，研究室が所有するものを含める

と700台以上のワークステーションが動いていま

す。三田と匹谷キャンパスは現在整備中ですが，

それでも多数のパソコンなどが学生に開放されて

います。しかも，これら 1台ずつの能力は塾に昔

2台しかなかったマシンの 100倍位はある伝ずで

す。そのうえ，これらの多くがネットワークで結

ばれています。さらには， 三田に大型コンビュー

タが1台，日吉に大型コンビュータとスーパーコ

ンビュータが各 1台，湘南藤沢に大型コンビュー

タが2台という具合に，より大きな計算やデータ

ベース検索¢需要をパックアップしています。ま

さに時代の変化を感じさせます。これらの整備と

メディアネ ットの開設にあたっては，計算セン

ターの元所長で前担当常任理事の藤沢益夫教授と

前計算センタ一所長の下郷太郎名誉教授お2人の

御尽力が大きかったと思います。職員諸兄姉の努

力も勿論見逃せません。

さて，現代の学問の研究と教育においては，そ

れぞれの専攻分野によって考え方と方法論が大き

く異なっています。総合大学では，その違いが各

学部に集まる教員と学生の資質および生活習慣に

反映されることになります。塾においては，キャ

ンパス ζとの特性として．そうしたものが現れる

わけです。人文 ・社会科学の持つ人間と社会への

深い興味が三田の雰囲気を作り，一般教養の幅の

広さと学生の年齢とが日吉の若さを醸し出しま

す。日々進歩し続ける科学技術が矢上の活気を作

り出し，診療の現場と離れることのない医学が，

研究と教育の場としての四谷の人達の生活に大き

な影響を与えています。新たな歴史と学問とを創

造しようとする熱気が湘南藤沢キャンパスそのも

ののように感じられることでしょう。
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このようなキャンパスによる特性の違いは，学

生と教職員の特質として現れるだけでなく，そこ

で研究と教育とをサポートする各地区のメディア

センターの特徴に反映されるわけです。そのこと

を，各地区の計算室を紹介しながら具体的に説明

してみたいと思います。わたしたちのラウンドト

リップを三田キャンパスからはじめましょう。

三田の丘の中央に図書館と大学院棟が向かい

合って建っています。この大学院棟に計算室（地

下）とパ、ノコン室（ 2階）があり，計算室には朝

9時から夜9時までサービスしている大型コン

ビュータとパソコンとがあります。

人文・社会科学では，大きな計算パワーを使う

よりは，いろいろなデータベースを活用すること

が多く，複雑な手順を経ないで必要なデータを検

索できることが望まれています。そこで，数年前

から，三田計算室では，メニュー方式で経済デー

タベースの日経NEEDSから検索でき．そのまま

統計パッケージの SASシステムにつなげて統計

処理ができるソフトウェアを，メディアネットの

蓑谷千恩彦副所長が中心になって開発してきまし

た。また，この SASそれ自体をメニュー方式で

利用できるソフトウェアも開発しました。このよ

うなソフトウェアは，これからの三田でのシステ

ムの一つの方向性を示すものでしょう。

パソコン室は，講義やゼミなど，多人数で説明

を受けながら使えるようになっています。都心に

あるキャンパスの宿命で，場所がなく，台数は他

地区に比べて少ないのですが，稼働率は高いよう

です。そのため，パソコン教室の増設計画が現在

進行中です。また，ここでは，パソコンそのもの

の教育以外に，たとえば英文ワープロを使った英

語の講義も行なわれています。

三田の研究者は，パソコンと大型機を主に使っ

てきたので，キャンパス内ではこれらのための

ネットワークが設置されていました。最近になっ

て，ワークステーション利用の希望も出はじめた

ため，新研究室棟と大学院棟内にワークステー

ションをつなげられるケープルも引きました。ま

た，海外の研究者との連絡のために BITNETの

特集 メディアネット発足にあたって

電子メールサービス，外国から受け入れている研

究者のための IBMパソコンやマ ッキントッシュ

の設置なども数年前から行なっています。このよ

うに，研究と教育のインフラストラクチュアは揃

いつつあるので，さらに補充していくことと，本

当の意味で使いやすい環境を作り上げていくこと

がこれからの課題でしょう。

次に，日吉です。藤山記念館と第7校舎のそれ

ぞれ地下に計算室があります。全キャンパスを通

してハードウェアを一番多く抱えているのが日吉

計算室です。ここの大型機とスーパーコンビュー

タの主たる利用者は，光ファイパーで直結してい

る矢上の教員と大学院生ですが，合計で320台あ

るバソ コン室は日吉の大勢の学生で毎日賑わって

います。特に，藤山記念館の地下に新しく開設し

た120台のパソ コン室は，月曜日から土曜日まで

の講義時間帯のほとんどすべてが情報処理の入門

教育に使われています。もう少し小さな部屋で

は，その先のプログラミング言語の教育も行なわ

れています。これらの科目のレポート作成のため

にも多くの学生がパソコン室に出入りしていま

す。こうしたコンビュータそのものの教育が普及

すれば，その他の多くの科目でコンビュータを道

具として使う教育が始まることが予想されます

が．このことへの対応はこれからの課題です。

日吉では，語学を中心に文科系の先生方が多い

ので，大きな計算よりもパソコンの利用で間に合

うタイプの使い方が主ですが，理科系の専門家も

いらっしゃいます。そこで，パソコンの活用を中

心に置きながら，日吉計算室では，昨年の秋から

ワークステーションのサービスを開始しました。

これによって，少し大きめの計算をする研究の需

要に応えられるようになりました。これからは必

要に応じてキャンパス内のネットワークの整備を

検討することが考えられます。

日吉計算室のビッグユーザーは，矢上の教員と

大学院生です。その矢上キャンパスを次に見てみ

ましょう。矢上の研究室，実験室の電気が何時に

なっても消えることがないように．昼夜を問わ

ず，各研究室のワークステーションやパソコンを
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通して，大量の計算が必要なプログラムが光ファ

イパーケーブルで日吉に送られてきます。特に，

修士論文などの研究がピークになる 11月以降に

は，日吉の大型機とスーパーコンビュータは終夜

運転をしています。ワークステーションなどの性

能が向上した結果，一般的な計算に大型機を使う

ことは減ってきましたが，理工学のなかには．精

密で大量の計算そのものが重要な研究分野（流体

力学など）があるので，計算パワーの提供は続け

なければならないでしょう。

矢上キャ ンパスには，日吉の大型機とスーパー

コンビュータを使うための設備のほか，学部の専

門課程の教育周共同施設として，計 80台のワ ー

クステーションを備えた教室がありますが，ここ

も各学科の講義と実験でかなりの稼働率です。さ

らに．各学科と各研究室の保有するワークステー

ションが700台を超え．それらが自然発生的にで

きたネ ットワークにつながっているので，間違い

なく 電子メ ールが届くためなどの管理が大きな問

題になっています。もともと理工学部では，各学

科と研究室ごとにそれぞれ装置を購入してきまし

たが，こうしたネ ットワークにつながるものの管

理には共通の方式を考えようという動きが出てき

ましfこ。

四谷には，研究教育用の大型機はなく， 三田と

日吉のコンピュータにアクセスできる装置があっ

て．衛生学教室の地下の四谷計算室がそのサービ

スを行なっています。数年前から，このキャンパ

スの高度な情報化を目指す委員会ができ，その報

告書が発行されました。これまでのサービスと，

こうした動きに連動する形で，北里記念医学図百

館にワークステー ションが設置さ れました。ま

に 学部学生と看護短大生のためのパソ コンがそ

れぞれ置かれ， 学習のために使われています。

ネッ トワークなどの本格的な整備は，これからで

しょう。

なお，四谷には，メディアセ ンターとは別に病

院の情報システム部があって， 医療サービス用の

大型機を動かしています。

湘南藤沢では，メディアセンターが他地区に先

駆けてM （ミュ ー）館に設けられました。ここ

は，キャンパス全体が時代の要請に合ったノンテ

リジェントキャンパスを指向して新しく作られた

ところです。特に，このメディアセンターは，未

来のネ ットワーク社会を学生が経験できる場所と

して位置づけられています。そのために． 学生が

利用するのに便利な所にあり，理工学部では自然

発生的にできたワークステーションのネ ットワー

クを初めから設置するなど，意欲的な取り組みが

なされています。教室にも 「情報コンセント」と

呼ばれるも¢が付いていて，学生が任意で購入す

るラ ップト ップコンビュータが接続できます。

これらの施設を利用し， コンピュータそのもの

を教える以外の科目の中で、コンピュ ータを活用す

る試みも随所に見られます。こうした実験が，三

田や日吉に与えた影響は少なくありません。た

だ，ワークステーションをはじめとする機器の技

術革新は著しいので，これからも先進性を保ち続

けるための努力は物心両面で大変になることが予

想されます。

ここまでにお話ししてきたように，現在の塾の

コンビュータとネ ット ワークの設備は， 圏内は勿

論のこと，匡際的に見てもト ップレベルにありま

す。しかし，それらを生かすサービス面と広い意

味のソフ トウェアという観点で見ると，アメリカ

のト ップクラスの大学に比べてまだ努力の余地が

あるように思います。投入する資金とスタ ッフの

人数の違いがその大きな原因ではありますが，一

定の条件のもとで，より一層使いやすい環境にす

べく更なる努力が続くことになります。

また，技術革新の激しいこの分野では， レベル

を維持する¢に一刻の猶予も許されません。「ダ

ウンサイ ジング」と 「マルチメディア」が最近の

キーワー ドになっていますが，この傾向はさ らに

加速しそうです。それも，特にこの数年のうちに

大きな変化がおきそうな予感があり ます。今まで

のコンビュータの使い方に捉われない新しい波が

押し寄せてきそうです。それは．既存のコン

ヒ。ュータとは違うマシンかもしれません。これま

でのコンビュータは，残念ながら人間にとって優
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しい機械とはいえませんでしたから。

私の考えでは，これからのマシンは，処理能力

がこれまでのコンビュータ以上になるだけでな

く，特殊な人間でない普通の人達が常識的に使え

るものとなると思います。特別なリテラシーなど

を必要としないのが理想です。その上で， CD-

ROMなどが自由に使え，通信なども楽にできる

ことでしょう。このように考えると，このマシン

は，従来の書籍の役割の一部をその中に持ち，人

間の知的生活の中で， これまでの書籍やコン

ビュータを合わせた以上の存在になるものと思わ

れます。こうなれば，メディアセンターが．単に

図書館と計算センターとを合体した組織であると

いう以上に大きな意味を持つことでしょう。確実

にかっ慎重にこうした潮流を見て，それに迅速に

対応していくことが， これからのメディアセン

ターに望まれています。

特集 メディアネット発足にあたって

今年の新入生は，日吉でも湘南藤沢でも，自分

が使いたいと思うときに待たずに手元のコン

ビュータを使えるはずです。必要になれば，他

キャンパスの大型コンピュータもそこから使うこ

とができ，外国に電子メ ールを出すことも可能に

なってきました。こうした状況は，日本の多くの

大学では，まだ必ずしもあたりまえになっている

わけではありません。真に先進的な環境にいるこ

とによって，機械に振り回されことなく，上手に

機械を利用して落ちついた，思考のできるひとが育

つのだと思います。このような至極当然のことを

忘れずに，塾のメディアネ ットの情報処理環境

は，いたずらに新しい機械を追い求めるのではな

し将来の日本あるいは世界で大きく羽ばたく塾

生のための知的生活環境の整備といった観点か

ら，これからも充実され続けることでしょう。

「一一一一一一ーイ三田図書館・情報学会月例研究会）一一一一一一一－・1

第74回（平成5年7月3日） 発表者慶慮義塾大学図書館・情報学科大

「政策課題としてのメディアネ ット」 学院生

発表者渋川雅俊（慶慮義塾大学メディア

ネット事務長） これらの研究会は，非会員にも公開している。

第75回（平成5年9月25日） また，年刊の機関誌Libraryand Information 

「開版節用集の諸相について」 Scienceは，個人会費（年額￥3，α）（）），機関会
発表者関場武（慶慮義塾大学文学部教 費（年額￥5，α>O）を支払った会員に送付され

授・斯道文庫長） る。

第76回（平成6年1月下旬） 学会への入会，機関誌等に関する問い合わ

「図書館の利用指導（仮題）」 せは，慶慮義塾大学図書館・情報学科事務室

i 発表者未定 (TEL 03-3453-4511 内線 3147）で受け付け

i第竹田 （平成6年3月下旬） ている。 ｜ 

し宝士二三竺ご竺こ竺空土一一一一一一一一一一一一一」
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湘南藤沢メディアセンターにおける

データベースシステムについて
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和
藤南湘

1. は じ め に

現代社会において，必要な情報を正確に，素早

く得ることへのニーズが社会全般に広がってい

るコこのニーズに応えることは，政策やビジネス

の分野ばかりでなく，教育や研究の分野において

も重要な課題である。これをサポートするために

データベースの存在がクローズア ップされてきて

いる。例えば通産省は，各国政府（日本・米国－

EC等）発表の貿易統計 (IFS統計，BOT統計等

を含む）の巨大なデータベースを利用して， EC

や米国からの自動車等の貿易黒字批判に対する日

本側の正確な情報を政策担当者に提供している

（但し，このデータベースを部外者が検索するこ

とは認められていない）。こうした社会情報をふ

まえた上で，本塾のデータベースも早急に整備す

る必要があると考えられる。そこで本稿では，湘

南穣沢メディアセンターにおける，データベース

の構築や提供について，現在の状況を，将来的に

目指していることを踏まえながら紹介する。

2. 湘南藤沢メディアセンターでのデータベー

スシステム構想

データベースということを考える時には， 2つ

の点について，注意する必要がある。

1つは，データ事態の問題である。教育，研究

という視野からみると，データベースにとりこむ

データには，以下の点が要求されると考えられ

る。

・基礎的データであること。

この例としては，経済学の分野で言えば，

OECDやIMFが提供するデータなどがあげら

れよう。すなわち，基礎となるデータは国際機

関や政府などによって作成されたデータであ

り，国際的な視野で採取されているばかりでな

く，これを利用することによって，各種の経済

モデル等を正確に作り出すことができる。

－出所に信頼性のあるデータであること。

時勢の正確なデータの収集及び作成には，多量

の人と多額の資金を要する為，民間企業では著

しく難しいからである。それゆえ，国際機関・

政府機関などによるデータが収集されることが

望ましL、。

2つめとしては，データベースシステムの問題

である。通常，データベースシステムに要求され

ることは，素早く．正確で，フレッシュな情報を

提供できることであり，これは，大学という側面

を考えてみても当てはまるであろう。しかしなが

ら，湘南藤沢キャンパスにおいては，これだけで

十分であるとは言えなし、。なぜならば，当キャン

パスには， SFC-CNS（湘南藤沢キャンパス，

キャンパスネ ットワークシステム）と呼ばれる，

大規模なキャンパスネットワークが張りめぐらさ

れており， 学生や教員は，様々な情報を手元にあ

るワークステーションを使って処理している。さ

らに，このキャンパスネットワークは，圏内・海

外の大学研究所等へも直接接続されているもので

ある。このような環境下での利用を考えると，湘

南藤沢メディアセンターが提供するデータベース

が持つべき機能条件としては，以下のような点も

考慮されなければならないであろう。

－社会科学分野のデータベース提供については，

ユーザーが自分のワークステーションよ ち検索

を行い，結果をダウンロードし，ワークステー

ション上において加工・分析し作表を行な

い，地図情報なども組み入れて，論文・レポー

トの作成を支援できること。

・グラフィ ックデータや音楽等のデータのデータ

ベースも提供する。ユーザーは．データをノfイ

ナリー形式でダウンロー ジし，ユーザー側で

フィルターを通すことによって，実際の画像や

音楽の形式にし，教育や研究に利用すること。

これをマルチメディアデータベースと呼ぶ。
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・論文等の書誌情報については，必要な論文の一

部を持ってきたり，送付してもらうサービスを

受けることを可能にすること。

・研究成果に関するデータで，これからも研究と

して，内外での利用の高いものをデータベース

化すること。

・圏内及び海外に提供しうるデータベースシステ

ムであること。これは，日本が国際的に圧力を

受けている，情報の公開という障壁に対して，

日本におけるデータベース公開の先駆けになる

と思われる。

以上のような点を目指すデータベースシステム

を湘南藤沢キャンパスで実現するためには， 2つ

の大きなポイントを考慮すべきである。

2. 1 INTERNETのデータベース利用

先に述べたように，データベースシステムとい

うことを考えるとき，蓄積されたデータというも

のは非常に重要である。本に置き換えて言うなら

ば，このデータは，本の中に警かれている内容に

等しい。本の価値が内容で決まるように，データ

ベースも蓄積されたデータで価値が決まる。従っ

て，個々のデータベースにおいて，データの保

全，管理，更新等に多大な労力が要求される。こ

のような個々の優れた内容をもっデータベースは

いくつも存在するが．それらのすべてを包含し

た，巨大なデータベースシステムを単一の機関が

構築することを考えてみよう。そのためには膨大

な経費と時聞を費やすことになる。ところが，

棟々な機関が作成するデータベースを，相互に共

有することによって，こうした巨大なデータベー

スシステムを作り出すことと同じ結果が得られ，

人と資金と時間の節約になる。

湘南藤沢キャンパスのワークステーションは

INTERNETを通じて，海外のネットワークに繋

がり．そのネ ットワークに有料無料の数多いデー

タベースが存在している。そこで，上記のような

利用形態を実現するために，この INTERNET上

にあるデータベースの利用をサポートするシステ

ムを構築することを提案する。

特集 メディアネット発足にあたって

例えば，ある経済データが欲しいが，湘南藤沢

キャンパスには，図書としてもデータとしても存

在しない，と言う場合に， INTERNET上に，そ

の経済データが存在すれば，データを直接自分の

ワークステーションから検索することができ．そ

のデータを使って，分析等を行なうことができる

ようになるのである。

2.2 人工知能を応用したデータベース検索シ

ステム

大学のインハウスデータベースや， INTERNET

上のデータベースをユーザーが利用する場合に，

次のような問題点がある。

まず第一にデータベースを選択すること自体が

問題となる。データベースを利用する際には，自

分の要求するデータがどのデータベースに含まれ

ているか，という知識がなければ，データベース

を選択することすらできなし、。例えば DIALOG

のように 300以上のデータベースの中から最適な

データベースを選択して適切な検索をするという

ことは非常に難しL、。まして， INTERNETにぶ

ら下がっている無数のデータベースではなおさら

である。

さらに，データベース毎に，検索システムが異

なっているため，検索コマンドやインターフェー

スも全く異なっており，ユーザーは各々のシステ

ムみの利用に成熟している必要が生じてしまう。

これを解決するためには，ユーザーが，データ

ベースの選択や，検索方法，検索コマンドを意識

しなくてもデータベースの利用ができるように，

コンピュータ （すなわちシステム）が構築される

ことが必要となる。この際に， システムが持つべ

き特徴は，どのようなものを考えればよいのだろ

うか。たとえば，図書館で資料を探すとき司警は

どんな接し方でアドバイスをするのであろうか，

ということを考えてみよう。機械が人聞に近づく

とは，ユーザーの質問にただ答えを出すだけでは

ない。データベース検索システムは，人間に相談

を受けるような多様な対応ができ，ユーザーが親

しみやすく，そして質問が正確にかっ容易にでき
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るシステムが要求される。

これを実現するためのひとつとして，人工知能

の手法を応用したデータベース検索システムの構

築を提案する。これは，データベースの所在およ

びデータベースに含まれるデータの知識などを，

知識ベースとして構築するものである。例えば統

計の方式や特性等の知識，及び専門分野の知識

を．知識ベースとして構築することにより，これ

らの知識ベース群と推論エンジンにより多彩な推

論を行なうことができる。また，ユーザーと協議

しながらデータベースを選択し，自動的に接続

し．検索を行ない，ユーザーの要求するデータを

提供できる。もちろんこの知識ベース自体．慶磨、

内及び圏内海外データベースの所在やそのデータ

の専門知識．またそれを支援するためのその分野

の専門知識の巨大なデータベースである。この知

1sa 

JAPAN TRADE DB 

partner country: Japan code 

Commodity: HS code 

Source: Ministry of Finance 

search: SQL 

EC CODE 

meat: 02 

beef: 0201 

pork: 0203 

SQL 

partner country: CNT= 

commodity: CMY= 

＼ 

isa 

isa 

definition 

1sa 

識ベース群を意味ネ ットワークに構成しておく

（図1）ことによって，大学の誇るオリジナルの

データベースとして学生の教育にも利用可能であ

る。また研究対象として数多くの各方面¢知識

ベースを作股することにより，知識ベース自体の

充実も期待できるであろう。

3. 湘南肱尺メディアセンターにおけるデータ

ベースの現状・データについて

筆者は， 93年 4月から湘南藤沢キャンパスで

データベース関連の業務に従事しているが，残念

ながら．湘南藤沢キャンパスでのデータベースの

開発は，未だスタート地点から離陸していないと

いうのが実情である。しかしながら．データベー

スシステムを構築するのは．一朝一夕に出来るも

のではないため，ひたすら日々を調査や設「に孤

JAPAN CODE 

Korea: 101 

China: 103 

Hong Kong: 108 

definition 

DEFINITION 

Japan code: it make. 

HS code: this code is 

SQL: this is method of. .... 

1sa 

EC TRADE DB 

partner country: EC code 

Commodity: HS code 

search: SQL 

図1 フレームの意味ネットワークの表現

（出典：野村玲子・伊藤貸康推論型データベース検索支援システムの試み

情報処理学会第 46回（平成5年前期）全国大会講演論文集4210 (1993)) 
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軍奮闘している状態である。

さて，湘南藤沢キャンパスでの教育内容や，立

ち上げまでの期間等を考えると，経済分野での

データベースの活用の効用が大きいと思われる。

そこで，現在は，この分野のデータ拡充を最優先

にして， OECD,IMF, WORLD BANKの経済

統計をデータベース化するための設計を行なって

いる。

また大蔵省発表の日本貿易統計に慶臆独自の知

識ベースを加えて．これを INTERNETを通して

海外へ提供するデータベースの候補としようと考

えている。現在．日本関税協会の協力も得，エキ

スパート システムとして UNIX上でのシステム

となる知識ベース及びデータベース設計の着手を

検討している。

さらに，大和総研から，経済 ・金融のデータを

提供してもらえることになった。これは．当面大

和総研が開発した PMSという検索・加工システ

ムを，湘南藤沢キ f ンパスの IBM3090上に搭載

しエンドユーザーに提供するものである。しか

し将来的には．検索システムを独自に開発し，

データ，システムともに， UNIX側への移植を計

画している。その準備作業として，現在， LISP

を使って．系列コード検索システムを開発してお

り．これによって.20，ぽ泊以上に及ぶ系列コー

ドが簡単に，検索できるばかりでなく，人工知能

を応用して，例えば 「ポートフォリオモデルを作

成したい」という情報要求に対して， 最適な系列

を自動的に選択し検索することが可能になる。

4. 湖南藤沢メディアセンターにおけるデータ

ベースの現状・システムについて

次に，先ほど述べた．人工知能を応用した検索

支援システムについて，その内容と，将来展望を

紹介する。これは，筆者が所属していた，東北大

学工学部情報工学科伊藤研究室において試作され

た， 「人工知能の手法を応用した国際経済統計

データベース選択・検索支援システム」を基にし

て開発したものである。伊藤研究室により誌作さ

れたシステムが持つ機能としては，以下のような

明叩特集メディアネット発足にあたって

点があげられる。

1. 推論については，演縛的推論を行なう機

能。

2. 検索の実行が失敗に終わったときに，デー

タベースの次候補を推論する機能。

3. 独立する複数の項目から複数のデータベー

スを選択する必要がある場合には，項目毎に

並列して推論を行ない，結果を結合して，

ユーザーに選択に至った理由を述べ，確認す

る機能。

4. マン・マシンインターフェースより直接

獲得した処理の項目を知識ベースに取り込ん

で，推論をおこなう機能。

5. ユーザーの希望する情報がいくつかの

データベースから検索してそのデータを処理

して得られることが推論され，複数のデータ

ベースを検索したデータを計算した情報の場

合推論及び検索を並列に行ないその検索した

データを処理してユーザーに返す機能。

この伊藤研究室のシステムの機能のうち， 1. 

および2.の機能を具体的に紹介する。

ユーザーの要求に最適なデータベースを選択す

る機構

プロダクシ ョンシステム（エキスノfート システ

ムの手法の一つで，条件にマッチすれば実行を行

なうシステム）を用いることにより，金融，貿易

等の各項目のルールの知識ベースに適用して演緯

的な推論を行なう。一番最適なデータベースの候

補を選択したらユーザーインターフェースに渡し

て， 選択したデータベース及ひ理由を提示して，

ユーザーの確認をする。もし他のデータベースを

希望するときは，次の候補を選択にし、く 。すべて

の探索が終了して選択するデータベースが見つか

らない時の処理としては，データベース化されて

いないが資料として存在する資料等の名前や問い

合わせ先．圏内で閲覧出来る場所の住所や電話番

号を提示して，ユーザーに適切なコ ンサルタン ト

をする。

以上の機能の試作実行例を次ページに示す。
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（実行例）
問 1> (apply-rule-base 'start short-term-memory' trade) 

My select DB is Japan-trade-DB 

Reason is that item is trade and report-country is Japan 

Reason is that item is trade and partner country is USA 
＊・・・＊市$車場＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

,f you want seach DB start: s 

if you want s。mequestions ab。utthe DB: q 

if you want another DB: a 

>a 
you real want another DB?: yes or no 

> yes 
My select DB is USA -trade -DB 

Reason is that item is trade and report-country is USA 

Reason is that item is trade and partner country is Japan 
＊訓ド刻民事権刻臨調. ＊車場事車 線 別 院 事 ＊

(d:l奥野村路子 ・伊厳費康雄論型データベース検索支媛γステム

の主主み情報処理学会第46回（平成5年内ii1JI）全国体会講tiii議文集←

210 (1993)) 

＼ 

4.1 湘南藤沢メディアセンタ一知識ベースの

実例

さて現在，人工知能を応用した検索システムに

ついて，現在湘南藤沢メディアセンターでは，開

発途中であるが，一部パイロットケースとして，

出来上がっている部分があるので，ここで紹介し

ておきたい （図2）。

この図は，先に述べた大和総研データを，ワー

クステーション上から検索しているところを表し

ている。右の小さなウインドウ上では， IBM3090 

の端末としての画面が表示されている。一方．左

の大きなウインドウ上に展開されているのが，こ

の知識ベースのインターフェースである。ウイン

ドウの中央部にある 1～7の番号の部分が，現在

使用可能なデータベースの選択メニューである。

ユーザーは， ここから，自分の希望するデータ

ベースを番号で選択することによって，データ

ベースの利用を開始することになる。

例えば，ここでは，大和総研データベースを選

択しているが，この後必要な系列番号を選びなが

ら検索することになる。系列コードが選択される

と，そのコードをカ ットアンドペーストすること

により， IBM3090画面に写すことができる。の

みならず．そこで．表示される種別コードについ

国

ては，知識ベースにより，内容や意味が表示され

るようにする予定である。

4. 2 おわりに

これらの設計により，一応のデータベースシス

テムの体制は整うものの問題は少なくなし、。つま

り，どの世界でもデータベースシステムは， 10

年先を見据えて設計しなければならないと言われ

ていることである。暫定的な設計をしてしまうと

データベースの組織的管理（データの更新や変

更）が，不可能になってしまうため長期間活用可

能な，運用できるデータベースシステムとすべき

であるが，そのためには多くの日数と費用を必要

とする。私は．今まで価値あるデータベースを人

工知能の検索システムによってユーザーに使い易

くすることを研究してきたため，これを実現でき

る機会を与えられたことに感謝すると共に，今ま

での経験を生かして慶臆義塾におけるデータベー

ス構築に力を尽く していただきたいと思ってい

る。

参考文献

(1) Vladimir LIFSCHITZ, LOGICAL FUN-

DATIONSOF DEDUCTIVE DATABASE, IN-

FORMATION PROCESSING 89, G.X.Rit 

(2) J.W.LIρYD, LOGIC AS A FUNDATION 

FOR DEDUCTIVE DATABASE SYSTEM, 

INFORMATION PROCESSING 89, C.X.Rit 

(3) Robert Kowalski, Logic for Problem お l-

uing, Artificial Intelligence series The Com-

puter scie:1ce Library NORTH HOLLAND 

(4）長尾真知識と推論， 14ー岩波講座ソフトウエア

科学 (1988)

(5) 日本情報処理学会情報処理技術の応用に関する

調査報告書， Ol-R007日本情報処理開発協会

(1991) 

(6）野村玲子・伊藤貨獲推論型データベース検索シ

ステムの試み，情報処理学会第 46回全国大会講演

論文集（1£93)
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メディアネット発足にあたって特集

>(tap-pr、tnt (dat也ase-sfcj))
In!！義~データベースシステムへょ うこそ

始めますか ? [ yes『 閣］

> yes 

1 MEDLINE （医学文献データベース）
2 MAC:,AZINE （雑誌データベース〉
3大和総研データベース系列検索システム

；騒慰霊鰐こがゴ
『i~~智弘治議fデータベース

その他の醤号等

番号を選んで下さい．
（終了 e) 

> 3 
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データベースの実例 （パイロ ットケース）図2

第 l回（平成5年5月17日

於三田メディアセンター）

大賀裕 「ネットワークについて」

大西啓三郎 「自分を 120%活かす

右脳刺激法」

第2回（平成5t6月21日

於三田メディアセンター）

一一一一一一j

落合啓一 「KOSMOSのデータ

ベースとデータ」

第3回（平成5年7月12日

於 三田メディアセンター）

柴田由起子，種目昭彦 「KOSMOS 

書誌データベースについて」

r 一一一一一一一一一（メディアネット研究会）一一一一一一一一一「

報告者

報告者

報告者
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The Future of the Library is Here 

ドロシー・グレゴア

（カリフォルニア大学 ） 
パークレー校図書館長j

広田とし子訳

これは．第72回三田図書館・情報学会月例会及び第

2，； 回 KULIC研究会他での講演を全訳したものであ

る。

図書館内外の学識者たちは，長い間 「情報世

代」や 「電子図書館」について技術的な問題を述

べてきた。本日，私が話題にしようとしている所

謂 「大学図書館」では，情報の組織化や伝達のた

めの機械化が進行し，電子媒体の文献やデータが

増加し，ネットワーク化によって，世界中の情報

資源が利用可能になってきている。様々な理由に

より，この 「大学図書館」を 「電子図書館」と呼

ぶことはできないが，来るべき未来のための蔵書

やサービスの明芽を含んでいるという点で， 「未

来の図書館」と呼ぶことはできるだろう。そし

て，我々大学図書館を運営する者にとっては，現

在， 20世紀末をにらみながら蔵書とサービスの

再構築を行なっている現在の図書館，この図書館

こそがすなわち未来の図書館なのである。印刷媒

体と電子媒体の混在した現状，その中での様々な

管理上の試み，未来の図書館はまさにこの中にあ

るのだ。

複雑で高価な情報技術色利用者の本当のニー

ズに合わせて利用しようとした結果．伝統的な図

雷館は，非常に革新的なアプローチを強いられて

きた。利用者の側からすれば， 電子メ ディアのイ

ンパク トは，図書館サービスの変革というよりは

情報環境の多様化としてとらえられている。ほと

んどの大学図書館が，大学という非常に保守的な

機関の一部であるということも，また忘れてはな

らなし、。図書館と同様に大学では，広範な技術導

入のための大規模な資金獲得はむずかしくなりつ

つある。これは，古い大規模大学において特に言

えることである。技術の浸透はむしろ小規模な大

学において迅速かっ広範に進んできた。

他のサービス機関と同様に，図書館も潤沢な資

金があってはじめて実のあることができる。もの

ごとの選択と優先順位の決定は常に必要なことだ

が．今まで¢我々は，たいてい何かを加えるため

の選択を行なってきた。最近は逆に代替手段の選

択や運営縮小のための選択をしばしば行ってい

る。これは，最もむずかしい選択である。情報技

術によって非常に多くの機会を提供された結果，

我々は運営上の必須要素に細かく気を配ることを

余儀無くされている。希望通りに図書館の予算が

増え，技術的な革新ももっとゆるやかで充分把握

が可能だった時代に我々は図書館の運営管理者と

して育ってきた。しかしもはやそうではない。

1990年代の利用者にサービスを提供し， 21世紀

の大学図書館を設計するとき．我々は館としての

図書館と，壁のない電子図書館の双方をみすえな

ければならない。本日の試みはその両方の図書館

を同時に達成しようとするものである。本日は，

現在米国の大学図書館で進行中の図書館の再構築

について，お話しする。そして，現在日玄で起

こっていることについて同様に討論し，この非常

に困難な状況をのりきっていくためにお互いに情

報交換していくことができたらと思う。

最初に蔵書について見てみよう。デジタ，レ形式

の情報が増えていくことは疑いの余地がなL、。し

かしまた，印刷形態の資料が続いていくことも同

様である。事実，印刷媒体の資料は世界中で増加

している。TheCenter for Research Libraries 

の今年の年次大会に提出された論文の中で， Otto

Harrassowitzの Knut Dorn博士は，西欧の

国々．その中でも特にドイツでおこりつつある出

版の爆発的な増加傾向について，数値をあげて説

明している。（I】 Bowkerの年次統計によれば，米

国の出版点数57，αm点に対し，同時期のドイツ

は70，αm点eこのぼった。Dorn博士によれば， 今

世紀の終わりまでにドイツの出版物は年間関，αm
点に達する見込みである。欧州統合やコミュニズ
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ムの衰退による東欧の余剰エネルギーが出版の増

加をもたらし，同様の状況が電子出版界にも起き

る可能性がある。

米国の大学図書館が直面している財政問題を説

明するためにカリフォルニア大学サンディエゴ校

の図書予算の例を紹介しよう。過去5年の聞に州

の図書予算は28%増加したが，購入冊数は28%

減少した。これは，全く心外なことである。 1991

年，我々は逐次刊行物の購読を $290，αm解約し

たが，同時期カリフォルニア大学ノぜークレー校は

$400，α）（）解約した。両大学とも今年度再び計画

的な解約を行う予定であり，パークレー校では．

1992/93年度の予算を 15%カットするよう要請

されている。初期の頃，我々が購読中止した雑誌

は，それほど重要なものではなかった。しかし，

永久にそうであるはずがない。我々は利用度の高

い図書を買うために雑誌の購読中止を続けるよう

なことは最早できなくなってきている。というの

はPeggyJohnsonも指摘しているように， 「購読

力低下の結果，どこの蔵書も類似したものになっ

てしまい，その結果，国全体としてみた場合の蔵

書の深みがなくなってしまう。」からである。ω

では，利用者に雑誌文献へのアクセスを確保し，

国全体の蔵書構築を進めるためには他にどのよう

な方法があるだろうか？

我々は資金聾得の新たな方法を模索している。

5年前に私立大学ではすでにかなり広範囲な資金

の募集活動が行われていた。カリフォルニア大学

のような公的機関でももちろん寄付は受けたが，

財源確保のための積極的な活動ではなかった。し

かし，今はちがう。資金獲得は，カリフォルニア

大学の図書館長や私の最も重要な責務となってお

り，そのためにパークレー校の図書館には渉外担

当のスタッフが他に3人いる。来年度の我々の目

標は寄付金活動によって， $1，α）（），α）（）を図書予
算として撞得するこである。

また，我々は ILLサービスや調査サービスを

申し込む外部の利用者に有料サービスをすること

によって，コストの一部分を負担してもらうよう

にしている。サンディエゴ校では， PLUSプログ

特集 メディアネット発足にあたって

ラムを開始した。当初， PLUSは科学技術系の図

書館に限定されていた。サンディエゴ校の科学技

術関係コレクションは$77，α凧αmを越え，パー

クレー校のコレクションは $429，α見α却にもの

ぼる。これらは，誰もが認める立派な 「資産」な

のである。迅速なサービスはカリフォルニアに多

数ある科学系研究開発機関にとっても，充分評価

できるものである。

有料サービスには二つの目的がある。一つは図

書館に収入をもたらすということ。もう一つは従

来充分にサービスを受けていなかった利用者層に

サービスを提供するということである。しかし，

これは図書館本来の利用者である学生・教員への

サービスを阻害することでもある。有料サービス

を受ける新しい利用者層は，図書館によりよい

サービスをさせるよう刺激を与える。また．サー

ビスを受けるだけでなく，寄付者となって図書館

に資金をもたらすこともある。

数年来，図書館は分担収集について話し合って

きた。最近，我々はこれを非常に具体的なレベル

で行っている。蔵書の中で雑誌がもっとも予算を

圧迫しており，かっ雑誌論文はネ ットワークを通

して FAXや文献複写サービスによる原報入手が

可能となってきているため，主に雑誌コレクショ

ンについて，分担収集作業を行っている。カリ

フォルニア大学の中では，タイトルごとに責任を

決め，著作権に気を配りつつ，分担収集を行って

いる。それ程利用度の高くない雑誌については分

担が可能である。規定の中には，参力団官へのFAX

による原報の提供も含まれており，これにより利

用者は 24時間以内に雑誌論文を入手することが

できる。これは，このサービスの運営上もっとも

重要な点である。従来の ILLサービスでは充分

ではない。

我々は，雑誌の電子版も利用し始めている。

皆さんの中には， MelvylDeweyの名に因んで

MELVYLと名付けられたカリフォルニア大学の

目録を御存知の方もいるだろう。MELVYLはカ

リフォルニア大学のオンライン総合目録で， 9つ

のキャンパスの図書館の全蔵書にアクセスするこ
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とができる。現在 MELVYLには， 7瓜）（），α）｛）タ
イトル以上の雑誌， 13，α）（），α）｛）件以上の所蔵デー

タが収録されており，非常に大きな情報資源であ

ることがおわかりいただけることと思う。全キャ

ンバスの蔵書に加えて，様々な索引・抄録のデー

タベースもシステムにのせられており，電子雑誌

の収録も計画中である。

ほんの数カ月前に，カリフォルニア大学の図書

館はエルゼヴィアと契約をかわした。エルゼヴィ

アは材料科学の分野で40以上もの電子雑誌を発

行しており．この分野ではヨーロッパで最大の出

版社である。これらの電子雑誌はMELVYLに

ロードされ，利用者に提供されることになる。エ

ルゼヴィアの契約には，このプロジェクトの期間

中．印刷体の雑誌の契約をキャンセルしないこと

が含まれている。私は，我々が電子雑誌の利用を

始め，図書館・出版者・利用者がこの新しい媒体

の資料について模索検討するのは，非常に重要な

ことだと思う。出版社は多分我々以上に電子雑誌

の経済的な側面について憂慮していることであろ

う。何年もの間，出版社は雑誌の購読料金を設定

してきた。しかし，オンラインで雑誌の提供が可

能となり．我々が支払いを論文単位で行なうよう

になると，出版者のなりわいの基本が変わってい

く可能性がある。電子雑誌の経済的な側面につい

て学ぶとともに，ダウンロードやプリントアウト

の方法も開発する必要がある。図書館ではなく，

手11用者自身の端末に出力させるようにしたい。も

し図書館内で出力させるのであれば，コピーの

ように有料にすべきであろう。ここでもまた，著

作権は問題である。エルゼヴィアは ASCII形式，

ビット・マップ形式の両方でテクストを提供する

ので，全文情報の検索の実験も行うことができ

る。この三年間の試みによって図書館や出版社が

これらの問題への対応策を見出すことができれば

と思う。

去る 7月1日OCLCとAmericanAssociation 

for the Advancement of Science (AAAS）は

共同で， OnlineJournal of Current Clinical 

Trialsという電子出版物を発行し始めた。この雑

誌は．購読料（出力のためには追加料金が必要）

を支払うことによって利用できる。この出版物は

ビット・マ ップ形式のみで提供されているが，テ

クストを利用しやすくするために工夫がこらされ

ており，索引もすぐれている。さらに， OCLCと

AAASは著者からの入稿後，数日以内に雑誌を

オンライン化する電子システムを開発した。患者

の治療に係わる論文などでは，時聞が非常に重要

な意味をもっ。従って，このシステムは医者や薬

療法などを行う研究者などによって用いられてい

る。我々はこの電子雑誌の今後の動向を見守って

いく必要があるだろう。

出版物の価格高騰と図書館予算削減に女する

最後の戦略としては， Richard Doughertyが

Chronicle of Higher Educationの論文で述べて

いる 「学術雑誌の生産工場」が挙げられるf雑

誌に掲載されている研究のほとんどは大学の研究

者によって行われるものである。研究結果は広く

商業誌に掲載され，その雑誌を大学図書館が高い

価格で購入する。Doughertyは，雑誌出版のプ

ロセスを見直し，学術情報の生産と流通の双方を

大学がコントロールできるように大学出版部の役

割を見直すよう提唱している。カリフォルニア大

学では，印刷媒体と電子媒体双方の雑誌の生産工

場としての可能性を検討しはじめている。

これらが，情報コストの高騰の中で，現物を所

蔵せずに利用者の情報へのアクセスを維持し続け

るための戦略である。皆さんはたぶんこれらにつ

いての文献をご覧になったことがあるだろう。そ

して，これは我々が話し合い続けていることなの

である。従来の我々の収集方針，すなわち利用者

のリクエストに応えて，「万が一のためにJ－ ~、っ

かは使われるであろう」資料を購入するという収

集方針の大きな変更について，さらに検討が行わ

れている。しかし．このように方針変更すること

は可能だが，どのくらい変更するべきなのかにつ

いては定かでない。

これは，私の上司にとっても明確ではない。私

の上司，すなわち ViceChancellor for Academic 

Affairs （学術担当副総長）は，高名な歴史学者
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でもあるo （彼は物理学と歴史学の学位を持って

いる。）彼は，自分の仕事を行うために電子的な

仕組みは必要ないという態度を貫いており，アク

セスの電子化が研究者の生産性を向上させると感

じている図書館員ζ 反対である。彼は，研究者は

最も興味のあるものよりも最も簡単に入手可能な

資料を用いるのだと感じている。学者でも学生で

も身近にあるものを利用する傾向にあるのは．当

然のことである。電子的な手段が設置された時

に，学生に従来のカード目録や印刷体の索引を利

用させるのは非常，こ困難である。たとえ，印席JJ体

の方がより完壁で網羅的だとしても……こうし

て，図書館が完全・こ電子化されるまで，彼の悩み

は続くのである。

現在，私はカリフォルニア大学パークレー校に

おり，図書館の蔵警がいかに外部の人々によく使

われているか，日々ILLによっていかに文献が外

部に送られているかを見ていると，パークレーの

図書館のような古くて膨大な蔵書は，国全体，い

や世界全体の貴重な資源であると思えてくる。そ

うであるならば，その蔵書の維持・利用のために

は，連邦政府からの補助がなければならない。大

規模図書館への特別な助成金が，あまり一般的な

考えではないことは知っているが，最近私はこう

考えている。

さて，未来の図書館へ向けて我々が開発してい

くべきサービスについて見てみよう。

現在・未来の大学図書館のサービスを設計する

ということは，ネ ットワーク環境でのサービスを

設計するということである。ネットワーク化は，

急速に進みつつある。ネットワークで情報資源や

サービスを提供することの重要性が認識された結

果， 3年前に Coalitionfor Networked lnfor-

mation （情報ネットワーク連合）が結成された。

法案がNationalResearch and Education Net-

workの賛同を得て連邦議会に提出された時， 3 

機関のリーダーが協力して連合を結成した。この

3機関とは， Associationof Research Libraries 

とEDUCOM（学術用計算機の国立組織）と CAUSE

（行政用計算機の国立組織）である。これらの組

特集 メディアネット発足にあたって

織の境界線は以前ほど明確ではなく，いずれの機

関でも，図書館員はネットワーク環境での情報提

供の達成に熱心である。この連合の使命は， 「研

究環境を改善し知的生産性を上げるために，ネ ッ

トワーク環境での情報資源の生産とアクセス」を

促進することにある。我々はこの使命のために，

電子ネットワークを利用するのみならず，人々の

ネットワークをも作り上げ，未来の図書館のため

にコンビュータ・センターとも協力してL、かなけ

ればならない。

今まで述べてきたように， MELVYLシステム

には蔵書目録だけでなく様々な抄録・索引のデー

タベースも収録されている。異なったデータベー

スの検索に単一のソフトウェアが用いられている

ので，利用者はただ一つの検索システムを覚えれ

ばよい。我々の目標は利用者の大部分を満足させ

られるくらいの索引類を MELVYLに収録するこ

とである。どのデータベースをロードするかの判

断には，経費と収録範囲との綿密な検討が必要で

ある。現在，我々はMEDLINE(National Library 

of Madicineの提供する生物医学関係データベー

ス）， Current Contents (institute of Scientific 

Informationの製品である ScienceCitation Index 

の一部のコンテンツ・データベース）， Academic 

Magazine Index, Computer Science Abstracts, 

など InformationAccess Corporationのデー

タベース， 5つの全国紙のデータベースをサービ

スしている。また， PsychologicalAbstractsと

IN SPECは間もなくロードされる予定である。

MELVYLのデータベースによって，広範な雑誌、

文献への書誌的なアクセス手段が提供されている

が，原報へのアクセス手段は，それほど進んでい

ない。これは我々が直面している問題の中で最も

重要なものである。

いくつかのカリフォルニア大学の図書館では，

MELVYLに追加のプログラムを加え，利用者が

キーをたたくことによってオンラインで論文の複

写申込や現物貸借の申込ができるようにしてい

る。カリフォルニア大学サンディエゴ校では，こ

のサービスは LibraryExpressと呼ばれている。
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我々が開発した中で最も人気のあるサービスであ

る。LibraryExpressはキャンパスにオフィスを

持ち，現物を受け取れる者ならば誰でも利用でき

る。もし，資料が自館にない場合は，図書館が

ILLもしくは FAXの申込を自動的に開発し，利

用者には，現物入手までのおおよその時聞が通知

される。

MELVYLに収録されているデータベースに加

え，他の図書館のオンライン目録へのゲートウェ

イの機能も提供されている。利用者は“use”と

いうコマンドを入力するだけで，他の目録にアク

セスすることができる。パークレー校で最も頻繁

に使われるのは，スタンフォード大学の目録への

アクセス“useSocrates”である。幸運なこと

に，Socratesの検索システムは MELVYLに類

似しており，利用者は容易に利用することができ

る。しかし，利用者にフラストレーションを感じ

させるような MELVYLとは全く異なったシステ

ムの目録もある。ペンシルヴェニア州立大学のオ

ンライン目録は“use”コマンドでアクセスで

き， MELVYLと同様のコマンド体系で検索可能

である。これは，カリフォルニア大学とペンシル

ヴェニア州立大学が双方のシステムで共通のコマ

ンドを｛吏えるように 239.50リンクのシステムを

開発したからである。他の図書館の目録システム

を．検索システムの違いにとまどうことなく簡単

に使えるようにするために，オンライン目録業者

はZ39.印プロトコルのサポートを要求されるこ

とが多くなっていくだろう。

キャンパス情報システム（CWJS）の開発に

よって，図書館の蔵書以外のキャンパスの情報資

源が提供されるようになり，そのために情報の構

築 ・維持の専門家である図書館員のノウハウが求

められている。このサービスは，コンビュータ・

センターと共同で行われることもあれば，図書館

だザで行うこともある。典型的なキャンパス情報

システムというのは．操作が簡単で，メニュー方

式で，キャンパスの電話番号簿，時間割，辞書，

天気予報，学事日程などの情報が提供されるもの

である。場合によっては，情報サーバーに蓄えら

れる。また，キャンパス情報システムは，ゲート

ウェイ機能によって，学外の情報も提供する。

例えば．天気予報の情報は毎朝ミシガン大学の

サーノイーから提供されている。カリフォルニア大

学サンディエゴ校では， Scrippslnstituito:1 of 

Oceanographyの埠頭で観測される水温および波

の高さについての情報を提供している。これは地

元のサーファーにとっても非常に重要な情報なの

である 1

キャンパス情報システムでは様々な情報源への

アクセスを提供するばかりでなく，異なったログ

オンの方法を学ぱなくても種々の情報源にアクセ

スできるようになっている。勿論，図書館の書誌

データベースもキャンパス情報システムに含まれ

る。

我々は書誌データ，全文データに加えてイメー

ジ情報もネ ットワークにのせようとしている。連

邦政府はかなりのデータを CD-ROMで提供する

ようにしている。例えば， 1990年のセンサスは

CD-ROM版があり，他にも利用度の高い統計

データがCD-ROM化されている。我々 は， CD-

ROMをスタンド・アローンで利用する場合の問

題点をすでに熟知しており，多くの図書館が，複

数の CD-ROMを複数の利用者に同時に提供する

ための CD-ROMのネ ットワーク・システムを登

載している。残念ながら，この分野での成功例を

上げることはまだできないが，徐々にレスポン

ス・タイムも短縮され，複数の利用者が利用でき

るような技術が完成されつつある。他には．光

ディスクの技術を利用したジューク・ボックスの

開発などがある。そのソフトウェアによって，利

用者は興味のあるデータファイルを選び，ハー

ド・ディスクにファイル転送することができる。

サンディエゴ校では，この技術を用いて，ギガ・

バイトに相当する社会科学データを蓄積し，研究

者や学生が利沼できるようにしている。

伝統的に，大学図書館の機能は情報の蓄積と検

索であったが，これは今後も図書館の使命の中心

であり続けるであろう。本目指摘してきたよう

に，データ通信ネットワークを通じての情報提供
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もその使命に含まれるようになってきている。こ

の分野の活動は，ネットワークの整備・信頼性の

増加とともにより盛んになっていくであろう。カ

リフォルニア大学サンフランシスコ校では，医学

中央図書館がより大きな役割を担うようになって

いる。館長の Richard Lucierはこの活動を，

"Knowledge management”（知識管理）と言う言

葉で表現している。彼は，科学者や学者と協力して

知識ベースを権築・維持するためのコミュニケー

ション ・プロセスの最初に図書館を位置づけてい

る。「この KnowledgeManagement Environment 

（知識管理環境）とは情報資源が統合され，検索

と提供システムがあり，システム利用のための教

育とトレーニング・プログラムが完備され，以下

のような要素を備えた上で個別のサービスが展開

される環境のことである。

一図書館蔵書のオンライン書誌データベース

ーイメージ情報を含む全文情報のオンラインで

の提供

一学者 ・科学者の日々の研究成果を反映するよ

うな高品質・双方向の知識ベース

ーピア・レビューの検索ツールと知識ベースの

管理

一地球規模で科学・学術活動を押し進めていく

ための高速なネ ットワーク通信

ーローカル・システム，遠隔の書誌データベー

ス，全文情報，様々な知識ベースなどを検索

できる単一のシステム・インタフェース帥

皆さんは，これが図書館の役割に関する概括的

なビジョンであり，このビジョンは少なくとも医

学図書館の環境でようやく認められつつあるとい

うことをご存知だろう。

Lucierはジョンズ・ホプキンス大学の Welsh

Medical Libraryからカリフォルニア大学サン

フランシスコ校に移ってきた。ジョンズ・ホプキ

ンスでは，館長の NinaMathesonと，遺伝学者

であり OnlineMendelian Inheritance of Man 

(OMJM）の開発に携わっていた VictorMcKusick 

博士と共に活動してきた。分子遺伝学の分野は

非常に発達が早く，この分野の研究者は最新の信

-25 

特集 メディアネット発足にあたって

頼できる情報を得ることに非常に敏感である。

OMIMは，データベース自身であると同時に

データベースを構築するためのシステム，データ

ベース頒布の手段であり，また，印刷資料のもと

になるファイルでもある。OMIMは多くの研究

者の共同作業による賜物である。というのは，こ

のシステムではデータベースに含まれる情報に

個々の研究者がコメントをオンラインで加筆でき

るようになっているからである。それらのコメン

トも含めて正式のデータベースが構築されるよう

な編集のメカニズムがあるのである。知識管理環

境では，図書館システムを提供し，それを管理

し，そして知識の創造者である研究者と協力関係

をとるうちに，図書館は知識のプロセスの最初に

次第に位置づけられていくようになる。

知識の管理という図書館の機能が医学分野で発

展したのは，当然であろう。歴史的に見ても， 医

学図書館及び医学情報の研究は他の分野に比べ，

資金的にも組織的にも恵まれてきたからである。

しかし，そのモデルは，他の分野にも移植しうる

ものである。私は，我々図書館員が 「知識の管

理」という機能を達成するために，資源と専門家

と意志を持つことができるように切に願うもので

ある。

21世紀に近づけば近づくほど，電子メディアが

飛躍的に増加し．時には従来の印刷媒体にとって

変わることもあるだろう。かなりの経済的ショ ッ

クや急速に変化してし、く技術環境にもめげず，図

書館員は未来の図書館へ向けて変革しつつある。

我々の前には限りない挑戦と選択肢が広がってい

る。図書館の未来は今ここにあるのである。
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く三田情報センタ ー＞ 4月20日～5月6日 i 
平成4年 三田誠広畏 i 

8月 13日～9月30日 5月8日～5月 15日！

塾員の著作に見る太平洋戦争展 松永記念公開講座「環境と美学一芸術と技

8月25日（大学説明会） 術の間」資料展

高校教科書に見るクラ シック展

10月 1日～10月15日

切手と書物展

10月 19日～10月30日

高畠達四郎「三田文学」表紙原画展

I …～11月叩｜ 谷川俊太郎とねじめ正一展

12月1日～12月19日

井筒俊彦展

平成5年

i 1月 12臼～ 1月30日

5月17日～6月5日

戸板康二追悼展

6月8日～6月 19日

「童話の絵本 ：むかしといま」展

6月25日～7月10日

没後三十年記念久保田万太郎展

8月 10日～8月16日

学徒出陣五十周年記念塾生たちの 「学徒出

陣」展

8月 17日～8月24日

宮下啓三スケ ッチ展

｜ よく「遊びJ，よく 「学べ」！ 8月27日

i 3月25日～4月 17日 高校教科書に見るクラシック展

l. さまざまな手紙展
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γ一一一一・・－・i_t＿一一明くティールーム＞一 一 一 一 一’一一一’一一1
ならない。 I 
つまり． ジャ ーゴンは単なる符丁ではなし、。ある i ！ E己憶って？ 枠組みのもとに理念化された構成概念であるから． ！ 

I ファイルって？？ その枠組みを共有できぬものが．自分の考え方を変 ! 
I ボリウムって？？？ えぬままコト パだけ理解しようとしても無理があ i 

る。他方．専門家にはその枠組みは当たり前すぎて I 

意識にすら上らなL、から，なぜわからないのかが分 ； 
からない。単にネーミングの問題だと思ってしまう ！ 

I ふ＇＊＊~ ポオノレ から，コトパとその指示内容との対応を教えればわ i 
かるのが当然で，ごく簡単なことだと思う。しかし ！ 
「記憶」はまだしも， コンビュータのなかにファイ i 

ルがあるなんて．素人には想像の外だ。ポリウムな ！ 

んていわれでも．何のイメー ジも湧いてこない。 I 
I ジャーゴン （符丁・専門用語）はどの世界 （業 コンビュータに限らず．私たちの生活に今までな I 
i 界・学問領域）にもある。門外漢にはさっぱり分か かったものが現れ，導入されるということは，単に i 

i らない。だから二れは仲間とそうではないものを 新しい・便利なモノ・機能が生活に付加されること ； 
区別し，連帯を確認するためにも使われる。ジャー ではなL、。生活やものの考え方の楕造自体の変更を ！ 

I ゴンが使いこなせて一人前．資格のあるメンパーと 否応なく迫るものである。これを単に使い方の問題 I 
I 認められるというわけである。 と表面的に捉えるから，さまざまな困難が起こる。

i コンビュータに関するそれはいかにも現代的で． しかも現代社会は新しいものの受容を積極的に促進 i 

機械自体のハイテクイメ ージとあいまってやたら しようとするから，問題を解消する責任は使用者個 . 

I かっこよく思える。それが分からぬわが身が恥ずか 人に帰着することになる。かくて私たちは日常的に I 
! しくすら思える。 先進技術に「ついていかねばならない」という圧力 ！ 
I 他方，コ ンビュータを仕事とするものは，自分た のもと，つらい生活を送ることになるのである。 I 

i ちが日常使っているコトパがジャ ーゴンであること およそ新しい技術は，私たちの生活を豊かにする i 
に気付かなL、。当たり前すぎるから， 「素人」がそ ことを目標にして社会に投入されるはずである。し

I れらを理解することにどんなに苦労しているか，そ かし現実には作業の合理化・効皐を追求するするあ ! 
I のこと自体が全く分からない。 まり．使う側の人間の生活満足は後回しにされ．っ

I 例えば 「記憶」。 これがジャ ーゴンであるとは思 いには忘れさられてしまう。しかしこの最初の目標 i 

えないだろう。「計算機は記憶されたプログラムを 一一ー人間の生活を量豊かにすること一一ーは，人を技術 ’ 
I. 逐次実行する」．これは基本だ。でもよく考えてみ に合わせることの強要では達成され得ないことは自 I 
！ れば，蓄積された電価（や磁気） を状態によって区 明である。前述したように，新設術の受容は考え方 ! 
I g1Jし．それぞれに 1と0を割り当てること．さらに の栴造変換を伴うから，その変化が新技術の習熟と I 

I それらをある規則でバタン化して，その状態を固定 ともに自然におこることがまず重要であるo それに i 
することが 「記憶」であるとするのは．自明なこと よって人々のものの見方・感じ方が豊かになり．生 ' 

! では全く ない。 活に関するさまざまなイメージが聾富になれば，新

！ このアナロ ジーの元である人間の記憶は．そんな しい生活様式が自律的にうまれることにつながる。 I 
i に明確なもので・まい、。変容もするし不正確にもな 新技術の導入が私たちにとって幸福なものになるた i 

る。おぼえているはずなのに時々出てこなかったり めに．このプロセスを重視することが必要だと恩 ！ 
i もする。このような人間の記憶を不完全なものとみ う。 I 
! なし理想型と して完全保存され．常に想起可能な ！ 
i ものを考え．それを効率良く合理的に概念化してメ （文学部助教授） i 
' カニズムで実現したものが計算機の「記憶Jにほか
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さて，皆さんは最近「UNIX」という言葉をよ

く耳にされませんか。もちろん皆さんの中には

「UNIX」についてよく御存知の方もあれば，向

か計算機関係の用語ではあるが 「ワークステー

ション」という言葉と共によく聞かれること以外

あまりわからないといった方まで，さまざまだと

思います。今回は，パソコンやメインフレーム

（大型計算機）を最低利用したことのある方を対

象と して 「UNIXJについての話を進めて行きた

いと思います。

それでは，まず 「UNIX」とは何でしょうか。

簡単に言ってしまうと 「UNIXJとは計算機の

OS （オペレーティング ・システム）の一つです。

皆さん御存知の様に計算機はハードウェアだけで

は動きません。計算機を構成する CPU（中央演

算装置），記憶装置，入出力装置といったハード

ウェアの連係動作を管理するソフトウェアや人間

と計算機のインタフェースとなるソフトウェアが

計算機を利用する上て、最低必要なのです。これら

の機能を司るソフトウェアを基本ソフトとか OS

と呼びます。計算機を利用する際は，必ず OSが

稼動した状態で，様々な応用ソフトを利用した

り，プログラムを組んだりしている訳です。実際

の利用例を挙げてみま しょう。身の回りで一番目

に付くコンビュータは富士通の FMRでしょう

か。この計算機上では MS-DOSと呼ばれる OS

が稼動し，その上で OASYSや LOTUS123と

いった応用ソフトを利用しているのです。それで

はUNIXという OSはどの計算機上で稼動してい

るのでしょうか。各地区のメディアセンターで共

通に稼動しているマシンとして，米 SUN社の

SPARC stationが挙げられます。

それでは，ここで計算機の世界を少し整理して

みましょう。まずハードウェアについては，メイ

ンフレーム，ワークステーション，パソ コンに大

別します。もちろん，この他にもミニコン，スー

ノfーコン，ワープロ専用機等，様々な計算機が存

在しますが，今回は慶慮義塾の環境を中心に考え

この三つに絞り，他は無視することにします。さ

て，この三つのカテゴリの中で区別が難しくなり

つつあるのがワークステーション （以後wsと呼

ぶ）とパソコンです。従来からも wsとパソコン

は卓上型の計算機という点で外観もよく似たもの

でした。wsの方が若干大きいディスプレイが付

いているといった差しか外観上はありません。そ

れではwsと，fソコンを区別する要素は何でしょ

うか。今までは最大の要素となるものは，その計

算機に搭載される OSでした。主に DOSや Mac

/OSといった OSが搭載されている計算機をパソ

コンと呼び， 主に UNIXが搭載された計算機を

wsと呼んで来ました。ところが，現在この区別

に変化がおきつつあるのです。その変化がどの様

なものであるかを述べる前に， UNIXという OS

の世界を．パソコンを代表する DOSの世界と比

較しながら説明していきたいと思います。

まず， UNIXにおいて最も特徴的な機能とし

て，ネットワークを押さえておく必要がありま

す。ネットワークとは，皆さん御存知の様に複数

の計算機をケーフ．ルでつないだ（最近では無線で

つなぐ例もある）形態ですが，実際この形態を利

用してどの様なことが出来るのかということにな

ると以外と知られてないようで－す。まず一番わか

りやすい機能としては，電子メール／ファイル転

送／遠隔マシンへのログイン等が挙げられます。

その他．複数のマシンでディスクやプリンタを共

有したり，複数マシンの CPUを利用 して作業す

るといったことが可能です。これはサーパ／クラ

イアント型のネ ットワークと呼ばれるもので，

ネットワーク上の計算機の資源（CPU，主記憶，

補助記憶，入出力装置等）を最大限有効活用する

ことができます。パソ コンの世界を見てみましょ

う。皆さんの回りにあるパソコンには，大抵2台

にl台又は 1台に 1台といった割合でプリンタが

つながっていますが，それらのプリンタの稼動率

はどの程度のものでしょうか。おそらくかなり低

い水準に留まっているものと思います。これが

UNIX/WSの世界では，ネットワーク上にある 1
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台のプリンタを複数台の wsで共有し，プリンタ

の稼動率を上げることができます。高価なプリン

タを有効活用すると共に省スペース化にも貢献す

る訳です。

次に UNIXの特徴として，マルチユーザ／マ

ルチタスクであることが挙げられます。マルチ

ユーサ．とは， 1台力マシンを複数の人々が同時に

使用できる機能です。パソコン（DOS）は ws
に比べるとハードウェアの性能が低いので， 1台

を一人が占有して使うシングルユーザとなってL、
ます。UNIXのマルチユーザで重要な点は，セキ

リュティです。マシンにアクセスする際には，パ

スワード（暗証）の入力が求められ，登録された

ユーザ以外の使用を禁じます。また，各々のファ

イルには所有者が設定され，所有者以外の人から

のアクセスに対し様々な制限を加えることが可能

です。パソコンの様に一般のユーザが OSを境し

たり，他人の作成したファイルを勝手に読み書き

するといったトラブルを防止することが出来る訳

で、す。次にマルチタスクについてですが， UNIX

ではワープロ・表計算・電子メール等の複数のソ

フトウェアを同時に起動し作業することが可能で

す。DOSの世界では同時に複数のソフトウェア

を起動しておくことは出来ず，必然的に作業効率

が低下してしまいます。

これまで UNIXの特徴を簡単に述べて来まし

たが，ここで先程述べた wsとパソコンの区別の

問題について戻りたいと思います。一言で言って

しまうと，パソコンがwsに急激に近づきつつあ

るのです。今まで UNIXの持つ優れた機能を実

現するには，それに見合った高性能なハードウェ

アが必要であり，かっそれは非常に高価なもので

した。ところが，ここ 1. 2年でハードウェアの

コストパーフォーマンスが急激に向上した結果，

パソコンの世界も UNIXの持つアドパンテージ

を指向する様になりました。UNIXがOSレベル

で標準装備する電子メール等のネットワーク機

能，マルチウインドウ・ベースの優れたヒューマ

ンインタフェース，マルチタスク機能等を， DOS

に別売ソフトをアドオンすることによってある程

度実現できるようになりました。一方では， UNIX

をパソコンに載せる動きもあれば，パソコン用に

UNIXに代わる OSを開発する動きもあり，数年

後には現在の樺な wsとパソコンの住み分けはな

くなると共に全てのマシンがネ ットワークに繋

がった形態で仕事をする様になるでしょう。情報

（データベース）を一元管理し，どこからでも何

時でもその情報にアクセス出来るようにすること

は素晴らしいことです。また，電子メールを利用

することにより，より迅速・確実で活発なコミュ

ニケーションをはかることが出来る様になりま

す。音声や動画を送信することも可能です。そし

て，現在この様なネットワーク・コンビューテイ

ングを最も本格的に実現できる先進 OSとして

UNIXが存在するのです。ただし， UNIXはOS

としての機能が高い分，－£！.他の OSに馴染んだ

方には理解しづらいといった面もあります。ま

た， UNIXを使用するに際しては，ユーサ．登録を

したネ ットワーク管理等をするための技術管理者

を必要としますが，現実にはメインフレームの様

に専任の管理者を置いて運用する例は少なく．運

用体制の面でまだ未熟であると言えます。

最後になりましたが，まだ UNIXを実際に使

用されたことのない方には，是非一度使用される

ことをお勧めします。電子メールを利用するだけ

でもネットワークの素晴しさを実感できると共

に，業務に UNIXを適用していく様々なアイデ

アが生まれてくると思います。計算機の世界はや

はり 「習うより慣れろ」で、す。

．介刀

-29-



情報処理教育

一一パソコン室利用の授業について一一
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今をさかのぼること 6年前，初めて授業を担当

して以来，一昨年まで私はL、わゆる情報処理教育

を目的とした科目を担当したことはありませんで

した。今でこそなんの因果か経済学部の学生のみ

を対象とした 「情報処理入門Jという科目を担当

しておりますが，それまでは外国書文献の購読や

経済学の演習を目的とする科目だけを担当してき

ましfこ。

ですからこのようなタイトルでの原稿の依頼が

ありまして最初は実はかなり当惑いたしました。

本塾には情報科学研究所以来の情報処理教育の伝

統があり，現在においても以前から情報科学研究

所で教えておられた方々が情報処理教育室におい

て情報処理教育に携わっておられます。ましてや

私はコンピュータ・サイエンスの専門家でもなん

でもありません。単に自分の研究の必要に迫られ

てコンピュータを 15年程度使ってきただけの人

間です。そのような私が 「情報処理を教えて数十

年！ 」を豪語される方々をさしおいて 「情報処理

教育」を論じるなどということはおこがましくて

できょうはずがありません。

ただ， パソ コン室を使つての授業は最初に授業

をもったときから行ってきました。必ずしも毎回

というわけではありませんでしたが， 三田・日吉

ともに年に数度， パソ コン室を使った演習を行い

ました。私の担当するほとんどの科目では授業を

効率よく進めたりレポートを提出するためにパソ

コンを使う必要がありました。また科目によって

は毎週一度は学生がパソ コン室に出入りしなけれ

ば単位がとれないような仕組みのものもありまし

た。もちろん受講した学生の中には今までまった

くパソ コンに触れたことのない者も大勢いました

ので，必要最低限のパソコンの使い方を教えなけ

ればなりませんでした。その授業は情報処理教育

を目的としたものではないにもかかわらずある意

味での情報処理教育をしたといえないでもないか

もしれません。

またパソ コン室以外の一般の教室においても講

義でパソコンを使ってみせる，ということをして

きました。その意味ではかなり早い時点からパソ

コン室，もしくはパソコンを使った授業をしてき

たのは確かかもしれません。また現存の施設や機

器をどのように使えば効果的か，というノウハウ

もある程度は蓄積できました。さらにまた現存の

教室，施設や機器ではどのような点が不十分なの

か，どのように増強したら使いやすくなるのか，

という意見は山ほどあります。

本稿では狭い意味での情報処理教育に限定せず

に，授業において，また授業時間外における学生

の利用も含めてパソコン室をどのように活用して

きたか，について私の経験を述べ，そして今後，

現存の設備をより効果的に使うためにどのように

改善すべきかについての私見を述べさせていただ

くことにいたします。

ここではまず私が一般の授業においてどのよう

に学生にパソコンを利用させてきた（もしくはさ

せている）か．について述べることにいたしま

す。

(1) 学生に対する連絡

学生に対する連絡を行う場合．通常は教務部に

掲示内容を示すか，掲示物を渡し，掲示を依頼し

なければなりません。とくに異なるキャンバスに

設置される科目の場合，塾内便で送ると，最悪の

ケースでは掲示までに 2日を要することもありま

す。最近は FAXで送りますので，まだその日の

うちに掲示されるわけですが．教務部の方の手を

煩わせることを考えるとそうたびたび掲示を依頼

するわけにはいきません。また掲示板のスペース

を考えると，それほど細かいことまで掲示に書く

わけにはし、かず，いいたいことの半分もかけない

のが実情です。

そのような不便を解消し，よりきめ細かく連絡

を行うために．メインフレームをホストとしてそ

のデータセットを掲示板のように使うということ
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をしております。掲示板にするデータセット名・

メンバー名はあらかじめ学生に知らせておき，

PERMITまたは ALDによりすべての課題から読

めるようにしておきます。また学生の課題番号が

わかる場合はその課題にたいして LOGONオプ

ションをつけて SENDを発しておき， LOGON

時に「連絡事項」がO日付で改定されている」旨

のメッセージが出ようにしておきます。そして学

生たちは PFDの日本語 BROWSEを使って．詳

細な連絡事項をみるわけです。

その掲示桓には．レポートの提出ルール，現在

課されているレポートの内容・解法のヒント・締

切日，授業のスケジュール，提出されたレポート

に対する講評など，必要と思われる情報を掲載

し，何かあったときにここを探せば伺らかの役に

立つというようにしたわけです。

(2）教材・資料の配付

さまざまな資料を配布する場合，教室で配布

し，実費を徴収するのはなかなか手間取ります。

またコピーセンタ一等で配付する場合には，配付

の要領などの告知や資料の一部修正など機動的な

対応はかなりむずかしいものです。

また外国書文献購読において，学生が分担して

訳出し報告させるとき，その逐語訳に追われてし

まうと授業がなかなか進行しません。しかしそれ

らの訳をあらかじめ学生に配付するのは先に述べ

たような理由によりめんどうです。そこで少し思

い切ったやり方ですが，分担箇所の訳はすべて

FM-OASYS文書または MS-DOSのテキスト

ファイルで提出させ，他の受講者はオンラインで

それらの文書を受け取る，という方法をとりまし

た。そして少なくとも 5臼前までにホストに登録

しておき，受講者はその内容を検討したうえで授

業に臨まなければならないようにしました。

その資料の配付形態については試行錯誤があ

り，科目によって適当なものをみつけるのに時間

がかかりましfこ。

(a) ホストのテキスト・ファイル

これは掲示等と閉じものです。学生はそのデー

タセットを直接ホストのプリンターでプリントア

ウトしたり，そのファイルを FIMPORTで自分

のフロッピィに転送したり，またそれをパソコン

のプリンターでプリントアウトすることが可能で

す。

この形態の場合，配付物の種類によってはいろ

いろな問題が生じます。とくにめんどうなのは 1

バイト文字（いわゆる半角）において英小文字と

カナが混在できないということです。とくに学生

の提出物の場合，ある程度くどく注意したとして

もこの点はなかなかわからず，表示や印刷をした

ときイヒけてしまうケースがありました。

また外国書文献購読の提出物をこの形態で配付

しパソコン室で授業を行ったとき．他の受講者が

プリントアウトを持参せずにホスト接続をして画

面上でみてしまうといったこともありました。

(b) ODM文書

ODM ( Office Document Manager）はホス

ト上での文書管理システムです。文書の作成・編

集をこのシステムですべて行うのはめんどうなの

ですが， OASYS専用機を端末として用いるか，

FMRのODM通信パッケージを用いることによ

り， OASYS文書と ODM文書の交換ができま

す。すなわちこちらでは資料を OASYS文書に統

ーして管理しておけば，学生への資料配付を容易

に行えます。また学生はホストで ODMを起動

し， ODMのメニューで指定することによってホ

ストのプリンターで印刷させて必要な資料を短時

間のうちに入手することができるわけで、す。

これはホストのテキストファイルと違って半角

カナ，英小文字が混在可能ですし．また罫線や改

ページの制御も OASYS文書と同様に扱えるとい

う利点があります。

もちろん欠点もあります。学生が利用可能なパ

ソコンには ODM通信パッケージがインストール

されていないため，学生はこの形式の文書を各自

のフロ ッピィに落とすことができません。 した

がってその文書を元にして新たな修正を加えるこ

とはできません。またホストのプリンターを使う

ため．その分余計に課金されるという欠点もあり

ます。

さらに ODM文書・ OASYS文書閣の変換にお

いて若干損なわれる情報もありますしまた線画

やイメージはほぼ欠落してしまいます。したがっ
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て扱える文書の種類はかなり限られています。ま

た最近は情報処理の基礎教育が充実してきたこと

もあり，現在では次に述べる OASYS文書による

配付を主に行うようにしています。

(c) OASYS文書

OASYS文書はユーティリティを使えば線画・

イメージを損なうことなく MS-DOSのバイナリ

ファイルに変換することが可能です。そのファイ

ルをフリーソフトウェアの LHaを用いて圧縮し，

なおかっ解凍時の自動実行パッチをかませること

により，解凍・ OASYS文書への変換を一つのコ

マンドの投入で行うことができるわけで・す。そこ

でOASYS文書を配付したい場合には次のような

手順をとっています。教員の側ではまずユーティ

リティーを使って OASYS文書をノイイナリ変換

し， LHaで自動実行用のパ ッチファイルと一緒

に圧縮します。そしてそのファイルをホストの

データセットにバイナリで登録しておきます。学

生は逆にバイナリの FIMPORTを使っていった

ん MS-DOSのフロッピィに転送しておいて，

OASYS文書への変換を行う，という手JII貢でOASYS

文書が配付されています。

(d) MS-DOSのバイナリファイル

オンラインでの配付が可能な場合，配付するも

のは文書という形態にとらわれなくてもいいこと

になります。たとえば表計算ソフトを用いた演習

を行う場合．データをいちいち学生に手で打ち込

ませたとした ら，それだれでかなり時閣を食って

しまい，ただでさえも少ない授業時聞を無駄にし

てしまいます。そういった場合，バイナリファイ

ルをホストのデータセ ットに転送しておくこと

で．演習の題材，サンプルデータの配付が可能に

なります。

(3) データ処理を伴う漬習

自由研究などの演習科目では， レポートで大量

のデータをとってきてさまざまな指数を計算した

り．グラフを描いたり，また回帰分析等の統計処

理を行うことを私は学生に要求します。最初はコ

ンピュータを使えともなんとも指示をせずに何も

情報を与えずにやらせると，多くの学生は苦しみ

ながら手計算や電車を使って計算し，グラフも手

書きでレポートを提出します。そのように散々苦

しめた後に， コンビュータを使うとこんなに簡単

なのだということを示してやります。そこで使わ

れるのは主として表計算・グラフ作成ソフトで

あったり，ホストの統計分析パッケージなのです

が，ともかくそれらのソフトを使って十分にお膳

立てをした演習をさせると，意欲のある学生はコ

ンビュータを使ってレポートをこなすようにな

る，というわ寸です。

以上示したような形で学生にコンビュータとか

かわらせるわ寸ですが，情報処理入門は別として

他の授業はコンビュータの使い方を手取り足取り

教えるのが目的ではありません。したがって必要

最小限の扱い方のみ．授業の中で触れるようにし

ています。もちろんそれだけでカバーできるわけ

ではありません。 しかしワープロや表計算ソフ

ト，統計分析バッ ケージなどについては市販の教

科書，マニュアル，参考書が数多く用意されてい

ます。またホストの使い方についても計算室が作

成したマニュアルがあります。学生にはそれらを

読め，とだけ言うことにしています。

そしてそれらの参考書には載っていないこと，

すなわち慶臆だけに成り立つ事項 （パソコンの起

動の方法，各ゾフトの起動の方法など），私の授

業についてだサ成り立つ事項（掲示板の見かた，

資料 ・文書の印刷・入手などの仕方など），そし

て最低限の使い方のルールとマナーについて害い

た資料を用意しています （またその資料もオンラ

インで配付しています）。ですから実際の授業に

おける演習でも，細かいことはその資料のどこそ

こを読みなさいという形で指示しながら，処理の

流れを経験させ，その処理のオイシイ部分だけを

味わわせることにしています。

そのような学生を対象とした演習を行うにあ

たっては実際の操作を学生に見せてやることがで

きる環境が必要です。フロ ッピィの差し込み口や

キーボードの操作とその結果ディスプレイにどの

ような画面が出ているかを同時に見せることがで

きなければなりません。そして学生も同様の操作

が自分の前のバソコンでできればもっとも効果が
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大きいはずです。

しかし現在のところ条件を満たす教室は……残

念ながらありません。三田のパソコン室の場合，

教卓パソコンの画Eは教室の前の 21型ディスプ

レイのみで．これでは学生に見せるには小さすぎ

ます。また日吉の第七校舎のパソコン室の場合も

ディスプレイはあちこちに下がっていますが，こ

れも小型で見づらいことには変わりありません。

またこれらのいずれの教室においても手元操作を

学生に示すことはできません。言葉での説明のみ

となります。

また日吉の藤山記念館の新しいパソコン室はか

なり機能が充実し，パソコンのディスプレイや

キーボードをスクリーンに投影することが可能と

なっています。しかしディスプレイとキーボード

を並行して同時に写すことはできません。 「キー

ボードのここにあるこのキーを押すと，画面がこ

うなる」という説明は， 2画面同時に写してこそ

可能なのですが，そのつど画面切替えスイッチを

押さなければならない現状はかなり不便であると

いえましょう。またキーボードを写すために設置

されているポータプル型の教材提供装置は首を振

ることができず，フロッピィやプリンターをどの

ように操作するかを画面で見せることができませ

ん。接続コードをもう少し長くし．首が振れるタ

イプの教材提供装置にすればもう少し使い勝手が

よくなるはずなのですが……。

また多くのパソコン室では教室内の収容人教を

多くするために，学生が教卓に正対するのではな

く，横向きに座っているため，学生の注意が散漫

になるという大きな欠点があります。

逆に 614番教室などでは， FMRの画面とポー

タプルの教材提供装置の画面の両方を同時にスク

リーンに投影できるため，操作を学生に見せるた

めには最適な組み合わせが実現されています。

（ただしここでは学生に演習させることができま

せんが。）このような教室は，教師がパソコンを

使ってさまざまなプレゼンテーションを行うのに

適しているわけなのですが，現状ではさまざまな

欠点があります。まずパソコンのメンテが行き届

いていません。昨年度，情報処理入門を 614番教

室で行ったのですが，パソコンのメニュー，イン

ストールされているソフトの種類，パージョンと

も一世代前のものでした。さらにこの教室でパソ

コンを使うときには，準備室から教壇へのパソコ

ンの移動・結線から教材提供装置の搬入・結線に

いたるまで担当者がやらねばなりませんでした。

またときどき電源容量が足りないせいか， ヒュー

ズが飛び．講義を中断しなければならなかったこ

ともあります。

不満を言えばきりがないのですが，このように

パソコンが設置されている教室がまだまだ少ない

のは残念に思います。 しかし FM-TOWNSのよ

うに数万円付加するだけでビデオ信号に出力でき

る機種を使えば，ビデオプロジェクタの設置され

ている教室において（ホストの端末としては使え

ないとしても）パソコンを使った授業をすること

は可能になるはずです。またそのような授業が増

えていくことが学生がパソコンを使う誘因になる

のではないでしょうか。

またパソコンをスタンドアロンで使用する場合

は問題ないのですが，資料配付等でホスト接続さ

せようとする場合，使用するたびに課金されま

す。またそれ以前の問題として学生に課題を設定

させるだけでも窓口が混乱するという理由で計算

室の窓口に嫌がられているのが現状です。一人一

課題をもつのが当たり前となり，学生がホストか

らさまざまな有効な情報を引き出せるような態勢

が整う日を私は待ち望んでおります。

［目
凪
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お 先 Ma c ら

あら き すみ t, 

荒 木純夫

今から IO年前，私はノインコ ソクにいた。パ ン

コックに着いてちょうど2週間．パンコ ックから南

東へ約200km，シャム湾沿いですでに始まってい

る天然ガス分離プラントの建設工事現場へ入るため

の準備に追われていた。日本からコンビュータが着

くのを待ち受けていたのである。今のパソコンより

のろくてでかいオフィスコンビュータに，これまた

ばかでかい無停電電源装置。10年一昔とはほんと

うによくいったものである。

そんな工事現場で， どた靴履いてへルメ y トか

ぶって汗だくにな って飛び回っていた私めが. IO 

年後の只今．よもや学生相手に格闘する日々 （あ．

喧嘩して血を見ているわけではありません）を送る

ことになるとは．まさに．神のみぞ知る。今にして

思うと．高所恐怖症の私がよくあんな仕事をしてい

たものだと感慨深いのであるが（うっかりビール 1

本飲んで （AA;)69m悌子を登ると．まあ心臓は強

くなります。さすがに微風でよく揺れる高さ 80mの

煙突は登れなかったなあ，こわくて）． まあそれは

おいといて……。

しかしまあ，学生諸君はいろいろやってくれま

す。

私の主な仕事の一つに， Macintoshという．

知っている人は知っている，知らない人は知らない

（当たり前か！ ）おもちゃ感覚で操作できるパソコ

ンのお守りがある。SFC（湘南藤沢キャンパス）で

は教室の一部屋に 25台． メディアセンター内に 5

台置いてあり．そのほとんどを学生が自由に利用で

きるようになっている。ところが， この 「自由に」

というのが．大変に曲者なのである。

パソコンすなわちパーソナルコンビュータは．そ

の名が示すとおり．本来，個人が 1台を与えられ

て．好き勝手に使うためにある コンピュ ータであ

る。すなわち，使う人が自分の使いやすいようにい

ろいろ操作方法を変えることができる。困ったこと

に， Aさんにとって使いやすいやり方が， Bさん

にとって使いやすし、かというと．そんなことはな

い。したがって.SFCのようにパブリックな環境

でパソコンを使う場合．これが大問題となるのであ

る。

私がタイで 1年半にわたって愛した（AA;) ~ 

フィスコンビュータの場合． コマ ンドという．要す

るに呪文をキーボードに向かつてたたいてやらない

と利用することができなL、。ところが Macintos:i

の場合画面はデスクト yプと呼ばれ．アイコンと呼

ばれるフォルダーやファイルやゲームソフトやごみ

箱などの絵記号が表示されている。これらのアイコ

ンをマウス（本当にねずみみたいな形をしているか

ら．こう呼ばれています）で選んでカチカチ ッとマ

ウスのボタンを 2回押してやると．何も教わらな く

てもプロ グラムは走るわ，フォルダーは聞くわとい

うことができてしまう。また，アイコンを選んでボ

タンを押したままにすると．デスクト yプ上をアノ

コンが移動し．それをごみ箱のアイコンに重ねてボ

タンを離せば，簡単に捨てるすなわち削除してしま

うことができるコ同じようなやり方で．自分の好き

な操作方法に変えることも自由自在である。さらに

Macintoshで動くプログラムには楽しいものが多

いときている。

こんな代物を．ちゃんと操作方法もマスターして

いない． 「動物的」好奇心だけで行動する学生の群

れの中に放り込んだらどうなるか？磁の群れの中の

羊のようなものである。

重要なファイルは消すわ，勝手に操作環境は変

えるわ．動かなくしてしまうわ．それはそれはもう

大変である。アメリカでは，まず教育の現場から

Macintoshが普及していったなんて， とてもとて

も信じられない。彼の地ではいったいとうやってい

るのであろうか？

この一文を書いている時点で．もうすぐ学生はレ

ポート提出のピークを迎える。これからしばらくの

問．いったいどうなることやら。まさに 「お先Mac

ら」な，今日 この頃の私めなのである。

（湘南藤沢メディアセンター） ! 
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図書館へのささやかな要望

一一30年をふりかえってー一一

いそ 自 はおひで

磯野直秀

（経済学部教授）

光陰矢の如しで．塾の図書館とのつきあいも

30年近くになる。初めて足を踏み入れた頃はた

だの 「図書館」だったが，やがて「研究教育情報

センター」と名が変わり，この春には機構改組に

伴って 「メディアセンター」になった。

そんな折， 「図書館への要望」を本書に書いて

ほしいとの注文が舞い込んだ。だが．江戸時代か

ら明治前半の日本動物学史を調べている私は，先

端的コンビュータ・システムなどとはおよそ無縁

の身。「人選を誤ってますよ。私は古典的な一利

用者にすぎないんで，全体を見渡す話などとても

無理です。図書館には随分助けられたから，そう

いう話を雑文風に綴って日頃感じていることを語

るくらいしか出来ませんよ」と返事したのだが，

それで結構との返事，そういう事情を承知の上で

以下の拙文を読んでいただきたい。

学外者への公開制度

塾の図書館を初めて利用したのは 30年ほど前

と冒頭に記したが， じつはその頃の私は慶臆に籍

があったわけではなく．東大の大学院で動物学を

専攻している身だった。研究分野はウニの発生生

化学で，研究の盛んな領域だったから外国の文献

が続々と出る。ところが東大の理学部動物学教室

は貧乏所帯で，やや特殊な雑誌になると見当たら

ない。すぐ側の医学部図書館には大概の雑誌が

揃っていたが，同じ大学でありながら学生証では

入れてくれない。特別の入館証一一大きな木札

で，たしか焼印が捺してあったーーが必要で，そ

れも教室の割当はたった 2枚，その両方とも使わ

れていることが多かった。そんなわけで困ってい

たとき，助手の人が教えてくれた一一「慶臆の北

里記念医学図書館は，誰でも入れてくれるよ」

と。

そんな夢みたいなことがと疑いながら訪ねてみ

ると，嘘ではなかった。入口のノートに所属と氏

名を記入するだけでOK, しかも無料。こんな有

難いことはないと，それから何度となく足を運ん

だ。

もっとも，北里図書館を毎月，いや月に 2度も

3度も訪ねるようになったのは，大学院を終えて

都立大学に就職した後の 1972年（昭和 47）から

だった。その頃，月刊誌 『自然』に 「ミニスコー

プ」という欄ができて，自然科学や環境に関する

最新情報を要約した記事を，毎号 10本ほど載せ

るようになり，私も毎月 2～3本の寄稿を頼まれ

た。そうなると，何よりも頼りになるのは著名な

週刊科学誌“Nature”や“Science”の空輸最新

版だが，都立大学の台所は火の車で，空輸版など

とんでもない。結局，救いの神は北里図書館だっ

た。しかもここには，もちろん医学系誌も数点が

航空便で入っていた。いつも新着誌を抱えこんで

読みあさっていた学外者の私に，文句一つ言われ

なかった当時のスタッフには，御礼の言葉もな

し、。
やがて，偶然にも 1977年（昭和52）に塾の経

済学部に転じて生物学を教える身になったが，こ

の仕事はそれからも続き， 『自然』が廃刊になっ

た1984年（昭和59）までお世話になった。

医学部の北里記念図書館だけではなく，塾の図

書館すべてが外部に公開されていると知ったの

は，日吉に来て大分経ってからだった。『慶慮義

塾図書館史』（1972）によると， 三田の旧図書館

建設にあたって寄付を募ったとき，趣意書に 「学
とど

生の研究場たらしめるに止めず，之を公開して世

間の公益に資する」とうたったのが始まりで，

1912年 （明治45）の開館とともに， 5銭払えば

誰でも自由に閲覧できるようになり，この公開制

度は今日まで続いているとある。最近は，一般図

書館が所蔵しない図書に限るとの制限があるらし

いが，公開の精神には変わりはない。この制度の

素晴らしさ・有難さは中からは見えにくいだろう

が，四谷を筆頭に，恩恵を蒙っている人々は意外

に多L、。出来るだけ枠を緩めながら，この方針を

今後も続けてもらいたいと，恩恵、を享受したかつ

ての学外者は願っている。
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なお，いま通信教育生で図書借出が許されるの

は，卒研生と夏期スクーリング受講者だけだが，

上記の精神からすると，もう少し幅を広げてもい

いように感じる。いろいろ難しい点があることは

わかるが，まずは夜間スクーリング受講者にも門

戸を聞けないだろうか。

宝の山の旧分類図書

日吉に来て数年後，私は試験管を振るのを止め

て日本の動物学史に転じ，明治初頭の近代動物学

導入の頃を調べはじめたが，困ったのは資料だっ

た。動物学関係なら古巣の東大動物学教室が所蔵

していたが．それ以外のものは所蔵機関も少ない

し，所蔵されていても借り出せない。北里図書館

h 明治本は手薄。もとより，文系の三田には皆

無だろうと思いこんでいたが，そう期待しないで

『鹿臆義塾図書館和漢図書分類目録』の第 5巻

(1942）を手にして鷲いた。1879年（明治 12）に

東大が創刊した日本最初の邦文大学紀要 『理科会

粋』全7冊のうち 6間，滅多にお目にかかれない

『博物雑誌』や 『進化原論』，『生物始源』等々 ，

旧分類図書には素晴らしい明治本がずらりと並ん

でいた。昭和前半までの動植物図鑑ι旧帝大系

を除けば，これだけ揃っている例は珍しい。

それからは， 三田へ行けば旧分類図書を収めた

旧図書館書庫にもぐりこみ，棚を眺めてうろつく

のが習慣になった。そのうちに，内山下町博物館

（東京国立博物館の遠い前身）の 『博物館列品目

録』（1881）や， 『東京書籍館書目』（1876）， 『教

育惇物館図書目録』（1881）， 『東京図書館和漢書

分類目録』（1886）などの掘出物にも出会った。

後むの和装本を含め，旧分類図書は文字どおり宝

庫といって間違いない。

1986年（昭和61）春，進化論の日本への導入

を追っていた私は，庄内の松森胤保という人物の

著作を見るために酒田の光丘文庫へ足を運んだ。

そのとき，胤保が明治初年に描いた『両羽博物図

譜』59冊に出会ってその資料的価値の高さに魅

了され，未調査に等しいこの図譜と人物を調べよ

うと心に決めた。そこで，帰京するとまず，彼の

他の著作のありかたを知るために『国害総目録』

を聞いたとたん，目を疑った。地元の図書館を除

くと，記載されている写本はたった 1件，その所

蔵先がなんと三田の図書館だったのである。三田

へ飛んで行って書名カードを繰ると，また驚い

た。1点どころか，数点も写本があったからだ。

だが，地元と少数の動物学史家以外には知るれ

ていない胤保の著作を誰が写したのか。和装本書

庫で実物を手にして，写し手が胤保の年下の友人

羽柴雄輔（庄内考古学の草分け）とわかって謎は

解けたが，新しい疑問が出てきた。何故，それが

三田に所蔵されているのか。 『慶慮義塾図書館史』

を調べて，その疑問も氷解した。羽柴は晩年，塾

図書館の筆写生だった。初代監督（館長）の田中

ー貞教授が，同郷のよしみで老境の羽柴の面倒を

みたのである。そのためか，和装本書庫には羽柴

個人の著作に加え，彼が筆写した維新前後の庄内

資料が少なからずあって，郷土史研究には欠かせ

ないというし，私の仕事にも大いに役立った。

和装本書庫の和漢書は，明治本を一段としのぐ

宝の山。最近はもっぱら江戸時代の刊本や写本，

清時代の中国の博物書のお世話になっている。

三田には，星文庫 ・望月文庫 ・幸田文庫など，

世間に広く知られている文庫のほか，江戸時代の

医家曲直瀬家文庫や対馬の宗家文庫をはじめ，

数々の貴重資料が所蔵されている。斯道文庫や北

里記念、図書館にも，和漢洋にわたる指折りの文庫

がいくつも収められている。しかし，福津文庫以

外の宝の山は，学内でも意外に知られていないよ

うだ。

図書館を発展させていくためには，蔵書や機器

の充実はもちろんだが，塾の図書館の素晴らしさ

が広く認識されることも大事ではないだろうか。

いまのところ，少々PR不足の感がある。

図書館の展示のこと

あれは 1989年 （平成 1）の 4月だった。学部

会議があって三田へ行ったが，会議まで多少時聞

がある。暇つぶしにと図書館に入り，ふと展示

ケースに目を向けて，飛び上がるほと、ひ．っくつし

た。江戸時代の見事な彩色図譜，それも外国産の

鳥獣ばかりを描いた図譜が陳列されていたから

だ。題名は『唐蘭船持渡鳥獣之図J.この出会い

が私の研究方向を大きく変えてしまった。
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を三田へというコースも考えられる。各地にキャ

ンパスが分散したいま，そのような交流のもつ意

味はけっして小さくないだろう。

展示は図書館の大切な役割のーっとかねてから

考えているので，より一層の発展を今後に期待し

fこし、。

ついでに一言。『唐蘭船持渡鳥獣之図』の調査

に当たって写真撮影が必要だったが，それで困っ

た。三田の図書館には嫌影室がないのだ。自最影用

スタンドはあるが，本館AVブース室の片隅に置

かれているので，モノクロ撮影はともかく，カ

ラーの場合は天井灯が邪魔になる。それにシャ ッ

ター音は結構うるさL、から，ブース利用者がいれ

ば，気兼ねしながらの撮影になる。この最新の図

書館に専用の撮影室がないとは，夢にも思わな

かった。どう考えても，奇妙な話である。

情報の普及役

今の学生は本を読まないが，同情する面もあ

る。なにしろ出版物過剰の時代， しかも同類の書

物が少なくなL、。どれを読んだらいいのか，入口

で迷ってしまうのである。そこで，私の授業では

テーマごとの 「文献案内」を配る。数行程度で内

容や特色を紹介し， 10冊前後を挙げる。多少は

役立つようだが，授業で出会う学生は年にせいぜ

い数百人，これはという本はその他の学生にも紹

介したいが，手段がなし、。おそらく，かなりの数

の教員が大同小異のリストを配り，同じような思

いを抱いているにちがいない。

情報の保存だけでなく．情報の普及も図書館の

江戸時代の長崎には，蘭船や清船が珍禽奇獣を

しばしば持ち込んだ．。そういうときは，代官や町

年寄をつとめる高木家が御用絵師に絵を描かせ，

幕府に送る。御用の有無，つまりその鳥獣を江戸

に運ぶかどうか問い合わせるためである。そのと

き高木家で残した控図計225点を集成したのがこ

の図譜で，動物学史や日本文化史の世界ではまっ

たく未知の資料だった。展示終了後に調べると，

じつに正確な絵図で， しかも日本への渡来がいま

まで知られていない種類が数多く含まれていた。

この図譜の出現で，従来の渡来動物史は全面的に

書き直されることになったのである。

こうして起一級資料にめぐりあったから言うの

ではないが， 三田の図書館ではいろいろ興味ある

展示が聞かれる。切手や古貨幣の展示は誰にとっ

ても面白いし．文豪の原稿や書簡なども眼のあた

りにすることができる。ところが， 三田でいまと

んな展示が聞かれているのかが日吉ではわからな

い。パンフレット類の一隅に時々PRするそうだ

が，目立たない。大きなポスターを数カ所に貼る

くらいのサービスがあっても悪くはあるまい。展

示は飾り物ではなし、。私のような発見もあるし．

いろいろな形で触発されることもあろう。見逃し

てはもったいなレ展示が少なくないのだ。

また，展示の種類によっては， 三田に続いて日

吉や藤沢キャンパスでの展示はできないだろう

か。三田を知らずに過ごす理工系，医学系や藤沢

の学生も， 三田の誇る文化財や資料を目にしたい

だろうし，それは広い視野を育てるという教育的

見地にも合致する。もちろん，日吉や四谷の資料
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重要に役目だから，ここは一つ図書館がまとめ役

になれないだろうか。つまり，個々の教員の推薦

リストを時々集約して配布すれば，広範囲な活用

が可能になる。生協とタイアップする手もある。

そさすれば，ある学生は読みたい本を図書館で借

り，別の学生は生協で求める。生協は利益を得る

から，編集は図書館・印刷は生協と分業すればい

い。この名案（迷案ワ）は加何なものか。

東京大学出版会の PR誌 『UP』は．数年来4

月号をそれに近い試みに当てている。これは，教

員にアンケートして「新入生にすすめる本」「最

近読んで面白かった本」それぞれ数点を理由付で

答えてもらい，数十名分の回答を掲載するもの。

みすず書房の 『みすず』にも同様な特集がある。

いずれも好評という裏には，出版物過多による選

択の悩みがあるにちがいなし、。とすれば．そうい

う情報提供を図書館も始める時期に達しているの

ではないだろうか。

図書館にはいま一つの情報提供も求めたい。そ

れは，図書館自身の PRで，まずは先に挙げた

数々の著名文庫や，稀観書・貴重書の紹介であ

る。『塾』各号の裏表紙見返しには貴重資料の紹

介が20年も続いているし，かつては 『三色旗』

に 「塾の稀観書Jの題の連載があった。これを

放っておくのはもったいなL、。まとめるのは難し

い話ではないだろうし，塾図書館の略史や著名文

庫の解説も加えればなお良し＇ o そのようにすれ

ば．図書館への理解もより深まると思う。おまけ

に，まとめ方によっては，市販も期待できる。

ざっくばらんな意見交換の場を

昨今は種々の問題が山積している。一つは，保

存図書館となる山中湖資料センターにどのような

図書を移動するかの件。選択を誤れば，資料が生

かせなくなるどころか，研究の障害にもなりかね

ない。利用者の声を充分聴いた上で，いやがうえ

にも慎重な検討を要するのである。

日吉については，上述の件とからむが，遠から

ず満杯になる図書館4階の研究室資料や，各教室

蔵舎の処置の問題があるし，自然科学系では欧文

雑誌の足早ゃな値上がりが大きな悩みの種だ。

一方，学生のマナーの件もある。閲覧した本

を，元の棚に戻さずに，手当たりしだい近くの棚

に放りこんでおく 。日吉図書館では， 1階レファ

レンスルームの辞書・事典の乱れは目を覆いたく

なるほど。2・3階にあるべき書籍も参考図書の

あちこちに投げ込まれている（日吉図書館前の中

庭でも同質の事態が起きている。食堂から持ちだ

した食器類がいたるところに散乱し，ゴミ箱に捨

てられでさえいる）。良識に訴えるだけではもう

限界で，何らかの技術的対策をとるしか仕方がな

いと思わせる。

このような諸問題については，図書館と教員の

あいだできめ細かく意見を交換していくことが当

然必要だが．率直に言って，最近はそれが旨く

いっていないように思える。全塾レベルの研究教

育情報センター協議会，個別には日吉情報セン

ター協議会などが存在してきたではないかと言わ

れるかもしれないが，その両方の委員をつとめた

経験からすると，年に 2回か3回の委員会，それ

も毎回昼休みの 1時間の会議では，事細かな討議

はとても無理である。これらの組織はやはり最終

決定機関であって，それ以前に実質的な意見交換

の場がいま求められている。

また，話してみると，図書館側・教員側それぞ

れに，相手へのちょっとした要望や苦情がいろい

ろあるのだが，交流の場がないために事がうまく

運ばなかったり．こじれたりしているように感じ

る。当然だが，図書館側と教員側それぞれに見方

が違い，また盲点もある。現場の生の声を出し

あってこそ，互いの理解も深まる。

一つの手として，図書館ごとに館員と教員との

ざっくばらんな懇談会を，非公式にでも時々開い

たらどうだろうか。そこで．上述のような大きな

問題だけでなく，先ほど記した展示会や読書案内

の件，あるいは本の選定のことなども取り上ヴて

いけばL、ぃ。そうして意見や知恵、を出しあえi;f,

実際的な方針も生まれ，新しいアイデアも出てく

るにちがいない。それを扱み上げて公式の協議会

に生かしていくことができょう。

図書館は，教育・研究の両面で大学を育ててい

く大事な土壌c館側と教員側が協力しあって使

いやすく優れた図書館を作りあげていこうではあ

りませんか。
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慶慮義塾における

レファレンス・サービス

一一歴史と現状一一

ひがし だ まさ よし

東回全義

（三田メディアセンター調査役）

前 史

昭和26年 （1951）といえば，慶慮義塾図書館

（今の旧館）が戦災の壊滅状態から復興して 3年

目を迎えたばかりであった。この年の四月，日本

図書館学校が慶慮義塾大学に開校された。今の文

学部図書館・情報学科の創草である。アメリカ人

ばかりからなる教授陣によ って講義がなされた。

教室は，現在の図書館新館が建っている位置に

あった木造二階建校舎の一階，そして図書館学校

レファレンス・ルーム（今の図書館・情報学資料

室の前身）は，図書館の中にあった。現在の福沢

研究センタ一事務室があるところである。やはり

アメリカ人 Taylor女史がレファレンス担当で

あった。しかし図書館レフ ァレンス・ルームは

まだなかった。

同じ年の七月，文部省主催による図書館専門職

員養成講習．第一回指導者講習会が東京大学で開

催された。この期間中に3回の図書館サービス研

究集会が催され，その第二回が慶臆義塾大学日本

図書館学校で聞かれた。約 100名の参加者があっ

たうち慶臆の館員が10名いた。この日に Cheney

教授がレファレンス ・サービスについて講演し

た。受講生の一人であった志智嘉九郎は， 「彼女

の受講生に与えた影響は大きかった。彼女は必ず

しも優れた理論を持っていたわけではない。また

明解な講義を以って受講生を魅了したというもの

でもない。Referenceというものが，図書館の不

可欠の serviceであること，そして librarianship

の根本をなすものがservice精神であること， こ

れを彼女は身をぶって受講生に示した」I）とその

感銘を述べている。慶磨、の参加者も同じ思いで

あったにちがいなく，すぐに図書館の中で議論が

起こり，反対論者もいたようであるが， Cheney

の指導もあって，図書館にレファレンス・ルーム

を設置する計画がすすめられた。

昭和27年，日本図書館学校第一回卒業生であ

る井出翁がレファレンス・ライブラリアンとして

就任， レファレンス・ルーム設置の具体的準備を

すすめた。業務を開始したのが九月，現在の旧館

小会議室がレファレンス・ルームであった。四方

の壁面をレファレンス・ブックが占めていた。補

佐役に毛利信吾がなっているから．最初から二人

の専任制であった。

啓重度の時代

前年， Cheneyの講演が感銘を与えたとはいえ，

実際のレファレンス ・サービスについて，当時の

図書館員にとってもわかりにくいものであり，ま

して学生にとってはさらに未知なるものであった

であろう。井出の役割は．図書館におけるレファ

レンス・サービスの意義色 学生に対してはもち

ろん，図書館員に対しでも訴えることであった。

彼は部屋を出て階段上の踊り場あたり，当時まだ

ステンドグラスは戦災から復興していず，透明ガ

ラスであったが，それと向き合うあたりで，閲覧

室に出入りする学生にレファレンス ・ルームへの

呼び込みをしたという話が，伝説的に伝えられて

いる。その5年後，私自身が学生としてそこを通

りかかるのであるが，やはり入りにくかったとい

う記憶がある。なんでもその部屋の本は，そこか

ら持ち出しできないらしいということくらいしか

知らなかったのである。 レファレンス ・ブック

は，旧分類の害庫から抜き出してきた約 1200冊

であった。

井出は一年で慶癒を退職，その年に発表した手

記 「大学のレファレンス」によれば，何よりも給

料が安く，そのため 「人の量と質の面に大きな制

限を受けて」おり， 「経済的不安が勤労意欲を消

極的にさせている事は否定出来なし、」2）と述べて

いる。

昭和28年，井出の後任として河野徳吉が就任，

後に私が伊東弥之助さんから聞いた話では，害庫

からレファレンス・ブック を抜き出してきでは，

レファレンス・ルームに配架することに熱心で

あったとのことである。この年の六月に河野は
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「第一回読書調査」と題した様式をガリ版刷で作

り，その月一ヶ月間のレファレンス・ルームの利

用状況を記録した日誌を残している。毎日すべて

の項目が記入されているわけではなく，曜日によ

る人数のばらつきもあるが，大体の様子はうかが

い知ることができる。それによれば，平日の入室

者はおおよそ 30～40名，そのうち質問書を提出

しているのは， 10～20名である。ほとんどが学

生であって，院生 ・教職員の入室記録は，この月

1～2名にすぎない。

この年の 11月，私立大学図書館協会総会にお

いて河野は 「綜合大学に於けるレファレンスサー

ビスについてJ3）研究発表をした。やはりレファ

レンス・ブックへの関心が高く，その選択・受

入・評価・目録作業が主要論点であって，学生と

の接点については，質問書を 「明確に記載しても

らうだけ」として，その質問書の様式を提示して

いる。そして当時の慶臆のレファレンスの状況に

ついて，まだレファレンス・ブック が不備であ

り，スペースの狭いことを弱点と述べている。ま

たレファレンス・ワークの相互協力にも言及して

いるが，当時慶臆以外の私立大学でレファレン

ス・ルームを設置しているところはなく，まして

専任者もいない状況では 「望めなL、Jとして，大

学図書館の参考業務は 「今後の大きな問題として

取り残されている」と結んで、いる。

河野も任期一年で慶腔を去り，昭和 29年度は

大谷愛人がレファレンス主任に就いた。平成2年

に哲学科教授として定年退職した人である。この

時期については，記録も文献もなくて実情を知る

由もないのであるが，後年i庄が教員としてレファ

レンス・ルームを使用する場に立ち会った経験か

らすれば， bibliographicinstruction的サービス

に特徴があったのではなし、かと想像される。

この年，初代主任であった井出は ICU図書館

に移り，そこにもレファレンス・ルームを開設し

た。その翌年 （昭和 30）私大図書館協会関東部

会に分科会が発足した。その一つ 「閲覧参考に関

する分科会Jに毛利が参加することになる。やが

てcuから井出も参加して，彼が参考に重点を

置いたレクチャーを行なうようになった。参加メ

ンパーは，は じめ 5名ぐらいだったようである

が，年々増加していって，慶感， ICUに次いでレ

ファレンス・ルームを開設する大学もふえていっ

た。昭和30年早稲田大学， 32年東京大学， 34年

明治大学と立教大学， 35年国学院大学がそれぞ

れレファレンス・ルームを開設した。このように

井出の活躍に特徴的に現れているように， レファ

レンス・サービスという新しい図書館サービスを

身をもって実践したばかりでなく， レファレンス

とは何であるか．何をサービスするのかなどを図

書館員に説いた。そしてそれぞれの図書館で学生

にサービスをすることによって，その意義を学生

に訴えかけていったのである。これは図書館員に

とってはもちろん，利用者である学生にとって

も， レファレンスの啓蒙時代であった。

書誌サービスの時代

昭和30年，丸山信がレファレンス主任に就い

た。その翌年，彼はレファレンス・ルーム運営方

針を決めて．書誌サービスに重点をおくことを打

ち出した。この方針は，その後 16年間の丸山主

任時代の一貫した特徴であったり。

「書誌サービス」とは，利用者に書誌類の利用

案内をするというよりは，書誌類を調整すること

であった。それも利用者の要求に応じて調整する

のではなくて，需要があると見なされた文献目録

を作成することであった。作り方は，日常的に文

献調査をしてカードファイルとして蓄積していく

ことである。どのようなファイルが作られていた

のか，また書誌サービスとしてどんなサービスを

していたのかを，丸山が昭和 38年ごろに集めた

「慶磨、義塾図書指関係資料集」と背文字を付けた

パインダーに拠って見てみよう。

「基本書考図書目録」 レファレンス・ルームに

別置されている参考図書だけではなく，一般書庫

に配架されているものも含めた辞書体目録。つい

最近まで維持されていたが．今は CD-ROM用の

ラックのスペースをつくるために廃止された。

「入門概論書目録」 主題のガイドブックとなる

ものであるから，後に「基本目録」に累積された

ようであるが，同様の事情で今はない。

「書誌の書誌」 レファレンス・ルームに別置さ

れているものばかりでなく．一般書庫にある書誌
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類，新刊雑誌に掲載あるいは連載されている文献

目録類を索引カード化してファイルしたもの，後

には 『日本古書通信』に連載されている 「最近の

誌の書誌」をカードに切り貼りして，主題から

検索できるようにしたものもあった。しかし，こ

のファイルも 『日本書誌の書誌』が刊行された時

点で廃止となった。

「塾関係者著述目録」 おもに専任教員の著述を

カードで目録化したもの。昭和 33年に 『慶慮義

塾百年記念慶慮義塾文献集』として一度刊行され

たが，カード目録は維持されて来た。現在も規模

を縮小した形で存在している。

「逐次刊行物目録」 レファレンス・ルーム発足

当初から懸案になっていた．雑誌室との関係の問

題を持ち越して来たものであろう。昭和45年に

雑誌室が独立した時点で解消したものと思われ

る。

「書考質問カード」参考質問はすべてカードに

いて提出されていた。カードの裏に回答記録を

記入して，主題別にファイルされた。今は凍結状

態であるが，ファイル自体は残っている。それら

を今読むと，当時の担当者の苦労がしのばれるも

のもある。

これらのカード目録の種類は，その後も消長を

重ねながら，今は 「塾関係者」のみが細々と維持

されている。こうした変化は，方針における重点

の置きどころの変更でもあったが，そうなるにつ

いては，サービス量の成長にともない，時間・人

員 ・スペースの余裕がなくなってきたことにも原

因している。この時代におけるサービス体制の大

きな変化についても記しておかなければならな

L、。

昭和37年．現在の旧館第三害庫棟が増築開館

して， レファレンス・ルームは，その二階，今の

旧館閲覧フロアがある一角へ移った。現在入庫階

段や給湯室のあるところから，北側の窓までの二

つのスパンを占めて．部屋の広さはほぼ二倍に

なった。担当者数も 2人から 3人となった。その

同じフロアに閲覧出納台．開架図書，雑誌コー

ナ，分類目録があった。図書館内の配置として

は，大閲覧室のさらに奥の部屋ということで， レ

ファレンスの立地としては適切とはし、えなかった
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かもしれないが，パブリック関係の窓口が一つの

フロアに集中していたことは，一面においてメ

リットでもあった。しかし，書架スペースの狭さ

は如何ともしがたく，すぐに満杯となり，常に新

旧のレファレンス・ブックを入替えていなければ

ならなかった。

昭和45年，図書館と研究室の図書行政を一体

化した情報センターシステムが発足した。レファ

レンス・ルームは，第三書庫棟二階の全体を占め

ることになり．さらに新研究室棟三階との聞に連

絡通路が架せられ，研究室側フロアにもレファレ

ンス・コーナが設けられた。レファレンス・ブッ

クは，｜日研究室辞書室の蔵書を中心に展開して，

BM (British Museum）蔵書目録や，刊行がはじ

まったばかりの NUC(National Union Catalog) 

も配架されていた。名称、も参考課から情報サービ

ス担当となり，情報センターの最先端サービスポ

イントとなった。担当人員も増加したのである

が， 2年ほどの試行期間の後，メンパーを一新し

て現在と閉じ 4名に落ちついた。

もう一つこの時代にはじまった新しいサービス

として， ILLの前身である「マイクロ写真サービ

ス相互利用」が昭和 36年に発足した九 この制

度は．私立大学図書館協会内で規則を作り，統一

様式を使ってマイクロ写真による文献複写を相互

に依頼するものであった。現在のような複写機が

ない時代で， ジアゾプリン トという複写方式も

あったものの，マイクロ写真の方がまだ簡便だっ

たようである。鹿慮義塾では，協会に相互利用制

度ができる以前から，館内の複写はもちろん，外

部への複写依頼もレファレンスが受付窓口となっ

ていた。因みに昭和40年度参考業務統計の文献

複写は， 52件中8件が海外への依頼であった。

対話から ILLの時代へ

情報センターシステムとなって 2年目，昭和

46年に東田がレファレンス主任となった。当座

は，サービス方針に大きな変更はなかった。た

だ，情報センターは，図書館と研究室の蔵書を合

体したサービスシステムであったから，研究者へ

のサービスを強化するよう，高鳥所長から要請さ

れていた。そしてセンター全体と して 「利用者指



向サービス」ということが強調された。

センターとなってから変わったサービス方法

は，それまで質問書でのみ受け付けていた参考質

問をすべて口頭による対話を通すようになったこ

とである。そのためそれまでの質問書は， 「調査

を必要」とする質問の受付記録あるいは後で役立

ちそうな質問の事例記録に限られるようになっ

た。書誌サービスの時代でも，質問警の確認や簡

単な利用案内では対話もあったようであるが，調

査やその記録のためのデスクワークが主であった

ため，時には利用者の直接の問L、かけを忌避する

こともあったと聞かされていた。そうしたことの

反省から，対話優先への方針転換であった。一

方，アメリカにおけるレファレンス研究の成果も

日本へ紹介されるようになっていて，対話の重要

性したがってレファレンス ・インタビュー技術へ

の注目が日本でもはじまっていたのである。

このインタビュー技術というのは，質問者の最

初の表現は，かならずしも本当の情報要求を表明

していないということを前提にして，個々の情報

要求を的確に把握して，図書館員が利用者と共通

の状況に立つための技術のことである。そうした

上で，図書館員は調査法の知識と技術を動員して

利用指導なり代行検索を行なうことで，個々の要

求を満たすことが基本方針であった。しかしその

結果を測定 ・評価する技術はまだなく，現場にも

その余裕はなかった。

この時期， ILL複写依頼の領域に二つの革新的

出来事があった。一つは．マイクロ写真による複

写ではなく，紙焼きハードコピーが手軽にできる

技術が一般化したこと，もう一つは，海外への複

写依頼において．料金支払いのための外貨使用が

自住化されたことであった。そのため館外との複

写物の授受がスピードアップされ，受付 ・依頼の

件数も年々増加していった。しかし，このサービ

ス業務はまだレファレンスの正式業務ではなく，

研究室側窓口において教員および院生の常連に限

られたサービスであった。これがレファレンスの

公式メニューとなるのは，図書館新館がオープン

した昭和57年であった引。

ニューメディアの時代

新館レファレンス・ルームは，図書館入口のす

ぐ近くの大きな部屋となり，書架も増えて，この

規模の図書館としては理想に近いものとなった。

人員は旧来の4名のままであったが， レファレン

ス件数は年々増加の一途をたどり，やがてーヵ月

の平均レファレンス件数が一千件を越えたあたり

で頭打ちとなった。それも以前は業務のかなりの

部分を占めていた．新刊レファレンス・ブックの

受入れ配架といった補助的業務をアルバイトや非

常勤嘱託に依存した上でのことである。このこと

は現態勢で出来る限界を思わせるものであった。

新館でのレファレンス・サービスの最初の目玉

は，学術情報センターの端末を設置したことであ

る。はじめは LC-MARCだけであったが，次い

でJAPAN-MARC，そして学情参加館が増加す

るにしたがって，文献所在情報のデータベースと

してレファレンス・サービスの不可欠のツールへ

と成長した。それ以外にも外国のオンライン商業

データベースもし、くつか導入されたが．文科系図

書館の環境ではまだ十分に成長するに到っていな

い。それよりも， ここ数年来 CDROMによる

データベースの導入が，利用者を鼓舞する働きを

するようになった。そのことによって手作りの

データベースであるカードボック スを駆逐してい

くことにもな勺た。オンラインは有料ということ

もあって，利用者にとっても図書館員にとっても

緊張が強いられるだけに一線を画するところが

あったが， CD-ROMであれば冊子体に準じて備

えつけのものを利用して．試行錯誤の時間もとれ

るからであろう。

利用者教育は，新館移転後に著しく成長した

サービスであと 九 とくに三田は専門課程がある

キャンパスの図書館だから，専門主題に即した利

用指導の要請が出ていた。そのための対応は，ゼ

ミ単位でグループを組んで，館内の各サービスポ

イントをツアー形式でめぐりながら．図書館およ

び参考図書の利用法を指導することである。これ

も一定の効果はあげているのであるが，年度初め

に集中するためにレファレンス担当者だけでは対

応できない。そこでレファレンス固有の業務とし

てではなく，全館の年中行事的位置付けとして，
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全館から若手館員を動員してツアーの引率者とし

た。このことによって若手の現職者研修の効果を

もたらすという副産物もあった。とくにテクニカ

ル部門の館員にとっては，利用者と接する唯一の

機会ともなった¢であった。

古くて新しい聾題

レファレンスの基本課題は，手l問者の個別具体

的な要求を満たすための援助を提供することであ

る。しかし，これはかなり困難な課題である。担

当者にとっては，二次資料の知識，主題の知識そ

してインタビュー技術がその主なものであるが，

利用者側にとっては，要求を質問として図書館員

に向けてくる信頼感の成熟度が問題となる。 レ

ファレンスのこ¢両側面は，相互に因果関係があ

るので，一方だけが突出していても，その突出し

たレベルでレファレンス・サービスが成立するも

のではなく，むしろ低い方のレベルで成立するの

が普通である。事実，利用者との対話中に図書館

員側が，時間の余裕や自分の知識と技術とを見越

して，利用者の要求に深入りすることを避けるこ

とがままある。このことは，総合大学の専門課程

図書館におけるジェネラル・レファレンスの宿命

かもしれなL、。CD-ROMを指向する学生に機械

操作法の助言をすること以上には，なかなか踏み

込めないところに，この問題状況が象徴されてい

るようである。現在進行中の， ILLのレファレン

スからの一部切り離しが終わった段階で，問題解

決の展望が聞かれるのであろうか。
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変わってきた。綬業の終了前に，その日に講義した I 
内容の中から，事柄を説明するクイズを数回行なっ i I 試験テスト 一…h たノート…らで良い j
訳である。ところがその結果がすこぶる悪く．平均 I 

点はせいぜい 3割程度である。3回ほどクイズを行 I 
i 一 一一 ち なったところで．音を上げる学生が続出するように i 

あさ 〈ら こう

I 朝倉浩ー なってきた。もうこんな問題は止めてくれと言い出 ： 
す者が出て来た。そう，彼ら大学受験終了直後の疲 ! 

i 試験．テスト．あるいはそれに関係するような単 弊した学生にとっては，暗記を積み重ねる事はもう I 
I 語を聞いて，若かりし頃の苦い思い出が．全く心に こりごりの作業なのであるが，かといって事柄を説 I 
i 進らない人は少ないと恩われる。かく言う私ふ朝 明したり，慨を述べたりするための訓練は，ほと i 

目覚めるまで試験の悪夢に廃されることがしばしば んと受けていないのである。 書

！ ある。そのような私が本年度より，何の因果か．数 しかし，前期末試験には穴埋め問甑 O×問題． I 
i 多くの人々に苦い思い出や悪夢を提供する厭な奴に あるいは択一問題の類は出さないことを宣言した。 i 
I なってしま った。すなわち，テスト問題を作る立場 当然のことながる．学生途河からはプーイ ングが起こ っ i 

I になってしま ったわけである。 たが それと同時に授業終了時に質問に来る学生 ; 

今年の 4月より．他大学で非常勤講師として， も非常に増えた。前期最後の 2回位は．教室にいっ ！ 

！ 「化学」という講義を担当している。対象は電気工 までもいると次の授業に差し支えるからと，途中で I 
I 学科と機械工学科の一年生．それぞれm名位であ 打ち切らざるをえない状況にまでなった。そうする I 
i る。彼らにと って化学は専門外であるため，アレル と今度は・はるばる 2時間近くもかけて．酬の研 i 

ギーを発生している学生が多いようであった。そこ 究室にまで質問しに来る学生まで現われた。このよ ！ 
！ で第2回目の講義の際に，授業に対する要望・意見 うな学生には．丁寧に対応することを心儲けている。 i 
I についてのアンケートを行なった。その結果．どの 私としては，学生のやる気を輿させること，そして I 
t ような話をして欲しいとか，どのような題材を取り それを伸ばすお手伝いをすることが，大学教育にお i 
i 上げて欲しいといった要望もいくつかは見られたo いて最も大切なものと考えているからである。 ！ 

ところが大多数を占めたのが， 単位を取得するため どうせ苦い思い出や悪夢をプレゼン卜するのなら． ! 

I には，どのようにすればよいかについてであった。 10年， 20年あるいは30年経った後でも，寝汗をびっ I 
I すなわち，テストは有るのか， 有るのだったらばど しりと煩くほどの悪夢をプレゼン卜したいと思って I 
i ういう問題を出すのか．持ち込みは可かなどについ いる。但し，皆で集まったときに最近互いに見た I 

て教えてほ しいとのことであった。そしてテストを 共通の悪夢について笑いながら語り合い，学生時代 ！ 
I 実施する際には．暗記を必要とする問題はあまり出 の思い出話に花を咲かせることのできるような。 ！ 
I さないで欲しいという要望が，数多く見られた。 I 
I 私としても， 学生の皆さんが講義した内容を暗記 （理工学部応用化学科助手）

して．それだけで終わって欲しくはなかった。それ

！ よりも， 生命現象や環境事象といった自分の身の回 一 ！ 
i……る現象比 突き詰めれ靴学反応 孟重言両 I 
！ が高度に集積した結果なのであるから．そのような ll m恒E，、胃、rl.司 I ． ものを化学的立場より見る目を育てて欲しいと恩つ lt v珂＇1l"'"－一 司 . 

i て山そこで

とし．その代わりに全て’事柄を説明する問題’あ u: ヨ ムdr 
I るいは意見を求める問題とすることをアナウ ンスし 込一一・・ .... I I I 
j た。 s
i 学生達は最初は喜んだが・ しばらくすると機子が i 
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ILL業務の新たな展開

さ とう ゆう

佐藤裕子

（三田メディアセンター係主任1
相互貸借担当 J 

1. はじめに

近年の出版量¢増大や学問の学際化・国際化の

進展により．大学図書館では，自館の蔵書だけで

は利用者のニーズを満たすことができなくなって

いる。このような理由から， 分担保存的な傾向が

進んでいくと. ILLサービスはますますその重要

性を高めることになろう。こうした情勢を捉え

て， 三田メディアセンターでは， 1993年4月に

行われたメディアネッ ト組織改変と同時に，「相

互貸借」の担当部署を新設し，今後の ILL業務

の発展をめざすことになった。本稿では．その担

当の誕生するまでの経緯と，現状，そして今後の

計画なと♂について報告したい。

2. 従来のILL業務と問題点

三田メディアセンターの ILL業務は，情報メ

ディアサービス担当（ レファレンス）を中心に，

かなり早い時期から実施されてきた。しかし， 日

吉 ・理工学 ・医学 ・湘南藤沢の塾内他センタ ー

が，既にNACSIS-ILLシステムを利用している

にもかかわらず，未だに導入に踏み切れていない

など，現在では決して満足のし、く発展状況を示し

ているとは言い難い。

圏内複写依頼（受付）の場合を例にとると．こ

の業務は次のように分担されていた。情報サービ

ス担当→資料課 ・閲覧課→複写担当→総務課とL、

う流れの中で．それぞれの課 （担当） が．受付・

？誌事項確認 ・所蔵調査→出納→複写→検品・発

送 ・料金徴収の作業を順繰りに担当 していたので

ある。このような複数部署にまたがる複雑な運用

は，様々な弊害を生み出していた。例えば，

類 ・ファイ ルが無駄に重複していたり，申込館か

らの進行状況の照会に即座に応じられなかったり

という状況が頻出し，これらは， ILL業務の速や

かな遂行を妨げるのみならず，各部署での本来の

業務を圧迫していた。

一方，海外 ILLについては，ほぼ全過程を情

報サービス担当が行っている。「申込」について

は，現在のところ大部分を郵送で行っているが，

BLDSCの FAX-LINEや DIALORDER, OCLC 

の ILLシステムなど電子的な手段によって．処

理時間短縮をはかる可能性が出てきている。しか

し所蔵確認に時間がかかることや相手国が多数

であり，各国の状況が把握しにくいことなど，そ

の煩雑な業務は圏内 ILLとは比較にならない。

「受付」については．件数が少ない （図1）ため

に，明確に対応が決まっていない。とりわけ料金

については徴収したり， しなかったりと （小額の

場合は換金手数料の方が高くつくため）， その方

法も定まっていないのが現状である。

件数

300 

200 

100 

10 

ゃ J人ゅ／／へ＼ミ4

3 8 11 9 1~ 
ーー・ーーーーー・ー・ー‘ーーー－－・ーーー 噌

l蜘 l捌 I蜘 l似 l抑注
一一巾込 ーー 受付

図1 最近5ヶ年の海外 ILL件数 （三回）

3. 新組織の誕生

しかし 上記の問題点とは裏腹に ILLサービ

スに対する利用者の要求は，年々強まりつつあ

る。

また， FAXを利用した原報の送付やNACSIS-

ILLの導入など， ILL業務を取り巻く大学図書館

界の環境整備は着々と進み，必要な情報の入手に

かかる時間も格段と短縮されつつある。

こうした状況に鑑み， 三田メディアセンターで

は，量的に増大し質的に高度化する利用者の要求

に対応できるサービスが必要となってきた。その

結果．従来4課（担当） に渡って分散していた
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ILL業務の管理・運営を集中化するために． 「相

互貸借担当」を新設した。

4. 現在の ILL業務と問題点

9月現在， 「相互貸借担当」が行っている ILL

業務は，圏内複写依頼（受付）の内の発送・料金

徴収を除いた部分と圏内複写依頼（申込）の一部

である。現在一名の担当者の下で，圏内複写依頼

（受吋）の殆どの過程を，閲覧担当の学生嘱託が

交替で行っている。カウンターや配架などの一般

閲覧業務の合聞の作業ではあるが，蔵書精成を基

本的に理解したうえで着実に行われている。その

結果，処理時聞は担当設置以前と比較すると大幅

に短縮されている。

しかし，依然として残る問題は所蔵調査に費や

される時間である。特に，明治・大正期の資料

は，所蔵確認が十分になされていないままの申し

込みが多いため，予想以上の時聞を費やしてし

まっている。また塾内他センタ一所蔵のものが申

し込まれる場合も多く，こうした場合には更に転

送に時間がかかる。ILL業務全体の速やかな遂行

のためにも，申込館にはでき得る限りの事前調査

をお願いしたし、。

5. 今後の課題と展望

今後の ILL業務を考えてみた場合．圏内複写

依頼（受付）の発送・料金徴収業務と，圏内複写

依頼（申込）を 「担当」の業務にとりこみ，業務

を一元化することが第一の課題であろう。そして

更に発展的に実現すべき課題として， 「現物貸借」

の実現，「海外 ILL」を 「担当」の業務として取

り込むこと， NACSISILLの導入などがある。

現在， 三田メディアセンターと 「現物貸借」を

行っているのは，塾内他センターと早稲田大学図

館のみである。後者は， 1987年に協定が締結

され．それ以来慶慮義塾が週一回 「塾内便」を提

供して．キャンパス聞の配送を行っている。

資料の紛失・破損などの防止，および配送手段

の確保という厄介な条件はあるものの，人文社会

科学分野の単行書の重要性を考えると，今後最も

発展すべきサービスの一つであると言えよう。

（因みに欧州では！FLAの国際貸出協定が 1954年

に制定されており，当センターもその恩恵、に浴し

て現物をしばしば借用している。海外とは貸昔を

行えるが．圏内では行えないというのは妙な話で

ある。）

「海外 ILL－受付」は， NACSIS-IRの海外向

けサービスが充実されれば，その件数は増えるも

のと予想される。速やかに対応できる仕組みを予

め用意しておかなければならなし、。「海外 ILL-

申込」共々，従来からのノウハウを生かして 「担

当」の業務として位置づける必要があろう。

6. おわりに

ILL業務を担当してわずかの時間ではあるが．

その意義や問題点について考えさせられることが

多い。物があふれ，何でも手に入る世の中になっ

ているからこそ，相互協力の原点に立ちかえって

分担収集や互恵互助のあり方を検討すべきであろ

つ。
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理工学メディアセンター

1. はじめに

における相互貸借

ぜい の さ はえ

清 野早苗

（理工学メディアセンター ¥ 
情報メディアサービス担当j

過去3～5年の実績から．理工学メディアセン

ター（以下，理工学MC）の相互貸借の特徴を，

背景も含めながらまとめてみた。

理工学と一口に言ってもカバーしている範囲は

非常に広い。学科だけをみても機械 ・電気 ・応用

化学・計測・管理・数理・物理・化学の8種に及

び，それに大学院の3専攻，生体医工・計算機・

物質がある。加えて，日進月歩の科学技術の世界

である。情報入手にもスピードが要求される。

相互貸借全般については，閲覧・レファレンス

担当の専任3名嘱託l名が，時間を遣り繰りしな

がら処理している。複写の受付から発送までの処

理は専任 l名．兼任2名と学生嘱託2名で行って

いる。

2. 複 写依頼

年間の総依頼件数は約2,200件強。その 3害lj弱

を塾内（主に医学メディアセンター）に依頼して

いる。以下．早大（主に理工）・東工大・国会図

書館 ・国公私大の理工系図書館の順となってい

る。

医学系への依頼は，生体医工学 ・応用化学・物

理学科の生物物理学の研究者から多く出されてい

る。数年前に生体医工学専攻が新設された時期に

この分野の資料を充実させたが，境界領域の研究

に対しては，予算の遣り繰り上，一部分は塾内の

分担収集で補っているといえる。

早大，特に理工学図書館とは， GIVE& TAKE 

の密接な協力関係を結んでいる。複写依頼はもち

ろん調査依頼や手I＿用者の行き来も多く，雑誌の継

続の判断や製本時期の決定等といったような事柄

についての情報交換も頻繁に行っている。

依頼先は，塾内・早大・その他の順で，利用者

の申込みの条件と地域・処理の速さ・料金・依頼

方法・支払い方法等を考慮して決めているが．同

時にできる限り“大量受付館への依頼と，特定

の館への集中をさける”ように心掛けている。

相互貸借の発展には，負担の分散化が不可欠であ

る。自館の都合だけを優先させて，特定館に負担

を強いるような行動は慎むようにしている。

そう心掛けていても，国立の外国雑誌センター

館や旧帝大・国会図書館の場合には，圏内の所蔵

を調べてみたらそこにしかなかったという事が少

なくなし、。理工学 MCでは，その中でも特に，

東工大には大変お世話になっている。

理工学部の利用者が複写を希望する資料は，雑

誌及び図書中の論文が8割強と圧倒的に多い。残

りの 2害lj弱は会議録・テクニカルレポート類・特

許 ・学位論文等である。担当者の苦労の多くは，

この2割弱，その中でも件数にして約200件の会

議録に集中している。

例えばあなたが理工学 MCのカウンターに

立った時“これありますか？”と聞かれて一番

手こずる資料であり．図書館関係者には“グ

レーリテラチャー”と呼ばれて恐れられている

資料である。複写に限らず利用希望が多い理由と

しては，雑誌論文に比べ研究成果の発表される時

期が早いことが挙げられる。しかし，その出版形

態の多種多様さと情報の暖昧さのため，書誌の確

認や所蔵の確認が難しL、。最近．会議や会議録の

調査のツールが充実してきたが，それから漏れて

いるものがかなり存在する。特に大部分が図書扱

いになっている会議録なので，雑誌に比べ所蔵の

確認がしにくい点は他の図書と同様といえる。そ

れにつけても NACSIS-CATの図書所蔵データの

充実が，強く待ち望まれる。

利用者の新しい動きとしては，オンライン検索

やCD-ROM，インターネットでの情報収集が挙

げられる。圏内・国外の区別なく文献情報が入手

しやすくなっているようで，そのリストを持って
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カウンターにやって来る。今年4月に INSPEC

のCD-ROMを導入したが，その検索結果からの

複写依頼も結構多い。閉じものが冊子体で従来か

らあったにも関わらず， CD-ROMで利用が倍増

したという事実は， 最近の利用者像を反映してい

て興味深い。

ただし気になる点として，利用者には網羅的に

判断するのではなく．たまたま目にしたものを欲

しがる傾向がある。特に学生の場合は．“本当に

必要なものを探せているのかどうか”という点

が問題で，複写申込みを一方的に受けるだけでな

く前後の利用指導が欠かせなL、。逆にいうと， 4 

～5月の忙しい時期に苦労して開催している利用

説明会（今年度実績61回，計 462名，主に研究

室単位）の効果が実感できるのはこんな場面であ

る。

3. 複写受付

年間の総受付件数は約 30，αm～34，α氾件で，

とにかく多いことが特徴といえる。内訳は大学図

書館が 1害，rn号，残り 9害I］強がJICST（日本科学技

術情報センター）・一般企業・個人等の大学以外

からの申込みである。これらの大量の申込みを，

至急 ・速達で等の希望に添いながら，できる限り

速いスピードで処理している。

JI CSTからの申込みは，昭和 45～54年までに

同センターから雑誌約 60，α治冊の移管を受けた

ことによるものである。これらは現在でも全蔵書

の2割強を占めていて．理工学 MCの蔵書の特

色の一つになっている。

多種多様な機関や個人からの申込みを受付して

いるため，申込み内容に問題があるものがかなり

ある。参照不完・所蔵していない文献・記入の単

純ミス等々。現物を丹念に見る・ 二次資料を調べ

る・申込み機関に電話で問い合わせる等，最終的

に謝絶又は発送に至るまでに日々苦慮している。

大量の複写申込み・それに関連した学外からの

様々な問い合わせや来館者への応対。増加する一

方のこれらの学外へのサービスを，理工学 MC

の中でどう位置づけるか。情報センターからメ

テeイアセンターに変わって，学内利用者へのサー

ビスを広げようとしているこの時期だけに，当然

人員の問題も含めて，現実的な対応を再考する段

階にきているといえる。

4. 現物貸借

昨年度の依頼件数 76件，受付件数 20件c依

頼・受付共，塾内の4センター及び早大との問だ

けで行っている。ただし国会図書館からは，件数

は多くないものの．図書の貸出を受けている。

依頼をこの範囲に限定している理由は，受付の

範囲を広げられない状態にあるためで，相互貸借

の原則から，現状では“受付の範囲イコール依

頼の範囲”に止めている。

受付については，自館の利用者の利用が多い・

人員に余裕がない・受付した場合には件数が圧倒

的に増える事が予想される等の理由で，今のとこ

ろ範囲を広げる予定はないものの， NACSIS-ILL

では現物貸借もできるようになっているので，全

国の動向には注意している。

5. 海外への依頼・海外からの受付

昨年度の海外への複写依頼件数は 36件。その

うち 25件が B二DSCへのものである。その他は

CASや著者の所属機関の図書館等。圏内で入手

できず諦めるケースはそう多くはないので，これ

以外は国内で入手できたと考えてよい。

海外からの複写受付は年間数件のみ。今までの

ところは，件数・ページ数共に少ないので複写物

は寄贈で送付している。今後件数が増えたり，著

作権に触れる依頼の場合等には新たな検討が必要

になるだろう。

6. NACSIS-ILLシステム

昨年4月にスタートした NACSIS-ILLに理工

学MCは半月遅れで参加した。同システムによ

る昨年度の依頼件数は 355件，受付件数は 545件

である。今年度は依頼も受付も共に増えている。

システムは大変使い易い。処理が容易・入手が

早まった・互いに見える見られる効果は大きく，
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全国的に業務の竺質化が進みそうである。 す重要なものになっていくだろう。

今後の課題としては， ①参加館を増やす②国公

私大聞の支払い方法の簡便化 （徴収猶予許可制度

の改善及び可能ならば抜本的解決を）等。

それにつけても，相互貸借が円滑に行われるた

めには，縁の下の力持ちの存在が大きし、。窓口の

笑顔も長年にわたる書誌・所蔵データの地道な

蓄積あってのものである。

7. おわりに 日頃お世話になっている全国の図書館と，自館

図書館内外の状況から，相互貸借は今後ますま も含めた縁の下の力持ちに感謝したい。

研究・教育情報センター ILL統計
件

相E貸借（貸）60000 ’ 

50000 

40000 

30000 

20000 

10000 

。
霊1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 19伺 1叩 1 1的 2

．理工学 ~ 医学 口日吉 ． 三田

件 相互貸借（借）
6000 

5000 

4000 

3000 

2000 

1000 

。
I 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1伺 1 1鈎2

． 理 工学 ~ 医学 口日吉 ． 二田

注 1) “KULIC”掲載の年次統計要覧より作成。

注2) 塗内の相互貸借は件数に含まない。

注 3) 開設4年目の藤沢メディアセ ンターは除く 。
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医学図書館における相互貸借

平吹佳世子
（医学メデイアセンター
情報メディアサービス担当

1. これまでの経緯

医学図書館における相互貸借は歴史も古く，文

献の流通量も他の分野に比べて格段に多い。これ

は， IndexMedicus等の二次資料やデータベース

が整備されていることにもよるが．医学雑誌・図

書は非常に高額であることから分担収集を余儀な

くされたことにもよる。このため我が国において

は日本医学図書館協会（以下 JMLA）が相互協

力に多大な力を発揮した。JMLAは官立医科大

学図書館協議会の名前で 1927年に発足したが．

これが日本における本格的な相互協力の始まりと

いわれている。その後 1956年に 「相互利用規約」

を出し，相互協力における基本事項を文書化し

た。そして 1976年には詳細なマニュアルを作成

するに至った。マニュアルは 「相互利用マニュア

lレ」の名称でその後2回にわたって改訂され現在

に至っている。 しかし， 1990年に改訂された内

容はすでに実情と合わなくなっている部分が出て

きているため．さらに改訂を検討する時期にきて

いる。また，所在目録の歴史も古く ，JMLAは

1931年に 「医学雑誌総合目録」 を， 1949年に

「医学洋書目録」を刊行した。それそぞれ改版を

重ねるごとに，制作方法をデータベース化するな

ど，形を変えて現在に至っている。「医学洋書目

録」は，今後 NACSIS-CATからデータを取り込

む形での編集をする予定である。

一方通信手段としては，往復はがき以外に 1968

年より TELEXを導入し，相互協力の迅速化が図

られた。TELEXを使用した申込み方法は画期的

であると注目され，その益も大きかったが， 1990

年代に FAXの導入が進むと，その地位が FAX

に取って変わった。 このため， JMLA加盟館の

中でも TELEXの使用を中止する図書館が増えて

おり， 20数年にわたって活躍してきた TELEX

は嚢退しつつある。医学メディアセンターにおい

ても，たび重なる故障などの理由で， 1992年 9

月をもって TELEXの使用を中止した。JMLA

は現在 144館の医学・薬学・歯学系大学及び医療

関係機闘が加盟しており，相互協力が活発に巧わ

れている。しかし，相互協力を最も必要とする病

院図書室が加盟できないため， JMLAは加盟館

規則の改訂を検討中である。

2. 医学メディアセンターの現況

医学メディアセンターにおいて相互貸借の係が

出現したのは 1969年に遡る。 この時すでに，完

備されたスタソフマニュアルのもとで業務を行っ

ていた。受付業務（以下 IN)1名，依頼業務

（以下OUT)1名体制で行ってきたが， 業務量の

増大により今年の4月から INを0.5名増員した。

昨年の年間受付件数は約 13，α氾件で，依頼件数

は約2,200件である。OUTの6倍を超える INの

一日の平均処理件数は80件で， これをほとんど

当日処理している。医学分野の相互貸借で；まス

ピードが最も要求されるからである。ひとつの文

献が人命を左右する場合もある。そのためか，

FAXの普及に伴い文献を FAX送信して欲しい

という依頼が増えてきている。原則的には断って

いるが，慶R短大学のみの所蔵の場合や，ペー ジ数

が多くない場合にはその要望に応えている。緊急

の度合いやケースごとに対応している現状であ

る。しかし，こちらからの要望に応じてくれる図

書館は増えており， FAX送信の要望は今後も増

えていくと思われるので，今後はっきりした対応

を検討しなければならなし、。そのためにはさらに

高性能な FAX機種の導入も必要である。 さら

に， INはこのところ前年比 10%前後の増加率で

ある。このまま増加の一途をたどるのであれば増

員以外の対策も必要である。また，最近の現象と

して従来の Jl¥1LA聞の相互貸借が減少傾向にあ

り， JMLA加盟館以外の相互貸借が増えている。

これは学問領域の拡大が原因ともいえるが，昨年
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4月に開始された NACSIS-ILLの影響も大きい。

3. NACSIS-ILL 

医学メディアセンターでは，学術情報センター

のサービス開始と同時に NACSIS-ILLに参加し

た。1992年度の処理件数は， IN 2,164件， OUT

392件でそれぞれ全体の 15～20%にあたる。今

年になって NACSIS-ILLの占める割合は，参加

館の増加に伴い徐々に増加している。NACSIS-

ILLにおける INの一日平均処理件数は約 18件

で，午前と午後の2回画面のハードコピーを取っ

て処理している。画面コピーは非常に見にくいた

め，本出しなどの作業には慣れが必要である。し

かし雑誌名はフルタイトルの形で記入され，単行

本の場合は請求記号も打ち出されるので調査する

必要がない。ただし NACSIS-CATのデータが正

確に入力されていることが前提である。さらに，

発送終了後に料金入力をするという作業をする。

一括入力が出来るシステムにはなっているが，今

までになかった作業であるため煩雑感はぬぐえな

い。ローカルシステムを導入することにより．本

出し作業用帳票・宛名ラベル・請求書などの出力

が可能となり， II¥の業務が簡便化すると思われ

る。できるだけ早い時期にローカルシステムを導

入することを切に望んでいる。

一方OUTの業務は非常に省力化された。検索

から依頼までが一迫の作業で完了し，依頼したも

のがどの状態にあるかの確認ができるため，申込

み者からの問い合わせにも即座に回答できる。ま

た，到着までの日数も短縮している。しかし，国

立大学への申込みは，徴収猶予許可番号を入力す

る必要があるため，申込みごとに番号を確認する

手聞がかかるうえ NACSIS-ILLの目玉機能であ

る5館転送機能が使えなし、。私立大学の参加が増

えれば5館とも私立大学を選択することも可能で

あるし改善策の要請の声も大きくなるので未参

加の私立大学には是非参加を検討してもらいた

L、。

また，現物の貸借が非常に簡単にできるように

なった。従来， JMLA加盟館以外の図書館から

本を借りる場合， 現物貸借が可能かどうかの確

認をしなければならなかったが， NACSIS-ILL

では貸借可能な図書館のみが検索されるのでその

まま依頼すればよい。医学メディアセンターで

は， JMLA加盟館聞の現物貸借は行っているが，

NACSIS-ILLでは現物貸借を行っていない。こ

のためのアンバランスも今後の検討課題である。

4. おわりに

CD-ROMやオンライン目録が整備され，学内

LANにより研究室からデータベースをアクセク

することができるようになれば，相互貸借業務も

変わってくるだろう 。今年度から開始された

NACSIS-IRから NACSIS-ILLへリクエストする

システムは，これを先取りしたシステムである。

医学メディアセンターではまだテスト段階で，施

行する体制は整っていないが．今後，検討しなけ

ればならなくなるだろう。さらに， INTERNET

や高性能 FAXの出現で，相互貸借をとりまく環

境は著しく変化してきている。ごく最近まで医学

メディアセンター以外は，相互貸借係が独立して

存在していなかったため，相互貸借業務がさ ほど

重要視されていなかった。また， 医学メディ アセ

ンターにおいても，医学という主題によるネ ット

ワークである JMLAの活動の方が優先していた。

しかし今後は相互貸借を図書館の主なサービス

のーっとして位置づけていくために，全塾で相互

貸借業務を見直していかなければならないと思

う。先ずは，相互貸借ワーキンググループを発足

させて， NACSISILLローカ lレシステム導入を

始めとするさまざまな問題を検討する必要がある

だろう。
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日吉メディアセンターにおける

リザーブブックサービス

はかがわかず み

中川和美

（詰戸♂髭タ一）

1. はじめに

リザーブブックサービスとは，授業や研究会な

どで，特定の文献が数多くの利用者に集中的に利

用されるケースに対応するために，要求のあった

特定文献やそのコピーを複数準備し，特定の利用

者グループの利用に供するためのものである。

日吉および三田メディアセンターでは，今年度

より，このサービスの試行を開始することとなっ

た。

今回のサービス試行は，より効果的な授業形態

をめざす学部側の要請を受けてのものであるが，

学部側もメディアセンター側も，まだこうした

サービスの運用に必要なノウハウを持っていると

はいえない。過去にも類似のサービスが実施され

た経緯はあるが，授業の運営に効果的に活用され

たと評価できるまでには至らず．これまでは，こ

のような要求に対しては原則として 「複本」で対

応していた。

また，メディアセンター側の運営上の問題（人

員確保，予算措置，書架ペース確保など）からみ

ても，このサービスを一時期に多くの授業科目に

対して実施することは，まだできない状態であ

る。そこで，ノウハウの確立，運用上の問題点解

決といった条件が確保されるまでは，あくまで試

行期間という位置づけでサービスを行なうもので

ある。

II. リザーブブックサービスの概要

次に，日吉メディアセンターにおけるリザーブ

ブックサービスについて，簡単に紹介する。

I. 受入・整理

リザープブックは，通例の登録作業や目録作業

の対象とはしなし、。資料マネジメントが図書資料

費の予算で発注し， KOSMOS（メディアセン

ター機械化システム）に登録，教員名＋書名のみ

の書誌データと請求記号を付与（OPACでは検

索できないようにしている）して，装備を行なっ

たのち，資料サービスに送られる。

2. 申込方法

授業進行に合わせて，授業内容の一層の理解の

ために読んでおく必要のある文献を 「リザープ

ブック」とする。指定されたリザーブブックは，

翌週ないし翌々週までの受講上，学生が必ず閲読

しなければならない文献に限る。

教員は，学部長を通して，毎年1月末までに翌

年度のリザープブックの申請を行うことができ

る。日吉では各学部で1講座す‘つ， 1講座につき

1タイトルとしている。また， 1タイトルにつき

20部を上限とする。

また，次年度の継続申請の際には，前年度の実

績を考慮して調整を行う。

3. 貸出規則

貸出方法は，館内貸出とオーパーナイト貸出を

併用する。8:45～16: 30 （土曜 14: 30）の聞は

館内貸出のみ， 16:30以降は，館内貸出とオー

パーナイト貸出のどちらかを利用者が選ぶ。サー

キュレーションの管理は KOSMOSで行う。

資料は事務室内の書架に配架し，スタッフが出

納する。

館内貸出は当日の閉館 10分前まで，オーバー

ナイト貸出は，翌日（翌開館日）の 10:00まで

に返却しなければならなし、。

予約および更新はできなし、。

サービス対象は講座を履修している者に限り．

1人が 2冊以上同じ資料を借りることはできな

し、。

4. 罰則

返却期限に遅れた場合は，罰則として延滞金が

課せられる。延滞金は，オーバーナイト貸出どち

らの場合も，翌日 10:00を過ぎると 1時間毎に

10円加算される。
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ill. 今後の諌題

現在はまだ，サービス実施対象が 1講座だけで

も受講者数が少なかったこともあり，カウンター

業務への影響も少なく，まだ具体的な問題点が出

てきてはいない。従ってここでは，今後サービス

を拡充していくと仮定した上で予想される問題点

および課題を述べてみたい。

1. KOSMOSの対応（延滞金の問題）につい

て

リザープブックのサーキュレーションは KOS-

MOSで管理することにしており，館内貸出と

オーバーナイト貸出の機能は持っているが，延滞

金の徴収については，その機能を持っていない。

現在， 「10:00以降は 1時間 10円」という罰則

にそった計算を KOSMOSとは別に手で計算して

徴収し，通常の延滞金と分けて管理している。

サービス実施対象科目が少ない現在は，この方法

で間に合っているが，将来的にはやはり KOS-

MOSで100%管理できる方が望ましい。

2. 出納方式について

現在は，対象となる資料は事務室内の書架に配

架し，スタッフが出納している。しかし，今後，

いくつもの講座や受講者数の多い講座にサービス

を開始するとなると，カウンターでのワークロー

ドが非常に増えるおそれがある。

湘南藤沢メディアセンターで 92年度から実施

している 「指定図書」 制度では， レファレンスデ

スク脇に指定図書コーナーを設け，利用者が自由

に閲覧できるようにしている。今後のサービス拡

大を考えた場合，現在の出納方式よりも，湘南藤

沢メディアセンターで行われている方式を採用し

た方が良いように恩われる。

3. 資料の入手について

現在の出版流通の問題により，出版年の古い図

書は出版社に注文しでも在庫がなく， 書店でしか

入手できなくなっているという状況である。日吉

メディアセンターでも，実際に，該当資料が出版

社になく必要部数入手できない（ 5部の予定のと

ころまだ2部しか入手できていない）ため，サー

ビスの開始を見合わせている講座が 1つある。

今後， リザープブックの対象となる資料を確実

に入手するためには，京員側との事前の充分な連

絡・調整が必要となるであろう。

4. 著作権の問題

リザープブック制度では図書だけでなく，特定

の文献のコピーを用意して利用に供することも考

えている。この場合，コピーをリザーブブックと

して複数部用意するということが著作権法上許さ

れるかという問題をクリアしておく必要がある。

また，このような方法以外に，受講者数の多い科

目では， リザーブブックを大量に用意するより

は，教材として，コピーを学生に販売するという

方法の方が適当な場合もあろう。ただし，このよ

うな場合にも，著作権法をクリアしておく必要が

あるだろう。

IV. 終わりに

リザープブックサービスについては，それに要

する人手の問題，施設，著作権，システムなど，

様々な問題を解決する必要があるように思われ

る。現在サービスを実施している講座は受講者数

が少ないため，活発にサービスが利用されている

とは言えないのが現状である。需要あってのサー

ビスであることを考えると，学生の積極的な利用

を期待したいところである。また．それを運用す

る図書館や教員も，積極的な働きかけをする必要

があると思われる。

今後は多数の講座や受講者数の多い（＝需要の

高い）講座に対しでもサービスを開始できるよ

う，より効率的，効果的なリザープブックサービ

スを目f旨していきたいと思う。
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資料との私的関係

自の め かずみ

布 目和美

収容の仕事についてから．はや丸3年が過ぎ． 4 

年目を迎えている。この間．一体どれだけの図書館

資料が私の前を通り過ぎていったことであろう。約

3万冊の日本語資料．そして中図書．緯図書， さら

には CDやら. LDやら．ビデオテープやらの非図

書資料たちに加え，最近ではアルファベットが使用

された様々な言語の洋書たち。本当に多くのものた

ちが，私のことなどてんで目もくれず整然と私の前

を通り過ぎ，書架へとのみこまれていった。そして

大多数の資料たちが私のことなど全く無視していっ

たのである。……できるだけ見映えのよくなるよう

にバーコードラベルを貼り．時には透明フィルムで

全身をコーティ ングしたり．子供を入れるポケット

を作ってあげたりもしたのに・

ところが，ごく稀に気の合うものがいて（当然日

本語を話すものに限られる）挨拶をかわし世間話

をしていくものもいた。しかし，それもほんの数秒

から数分間の出来事であるため．他のものたちと一

緒に書架へつめこまれてしまったら．もう個体識別

は不可能である。半年後， 一年後に再開することも

たまにはあるのだが．みんな一様に変わり果てた姿

になっている。あんなに清潔で紙にもつやとはりが

あったのに薄汚れ，簸だらけになり．中には蛍光ぺ

ンで育や黄色の刺青を入れられていたり，片腕をも

ぎとられていたり．ひどい時には，内蔵まで切り取

られてしまっている。オリ ジナルは既に亡きものと

なり，代わりによく似たクローンが私に会いにきた

りすることもある。再会できた時の気持ちには，嬉

しさ．懐かしさ，同情，そして怒りが入り混じった

ものがある。社会とは厳しいものだと実感する。だ

から運良く再会できたものには．いたわりの気持ち

を込めて優しく撫でてあげるのである。

中国語・勝国語のものたち。これがわりとやっか

いなもので．特にハングル文字が使用された斡国語

のものはもう割りきって考えるしかなし、。単なる記

号合わせを（そう．知能テストの要領で）している

んだと思い込むようにしていた。中国語のものは，

数十年前の日本を傍衡させるようなイラストなどが

載っていたりして楽しませてくれることもあった。

しかし．それぞれが結構細身で軽量なので，その分

だけ数が多くていつも徒党を組んでやって来た。そ

して大変困ったことに粉っぽい挨を机中に撒き散ら

し．両手の油分と水分を奪い取って行ったのだ。そ

れがなかったら．もっと好きになれそうな感じがい

つもしていた。

以上が3年間付き合ってきたものたちで，同じア

ジア園出身のもの同士，なかなか親しみ易いと言え

ば親しみやすいものであった。

ところが，何と 4年目にして大異変グ 日本語が

全く通じないものたちとお付き合いをしなくてはな

らなくなったのである。英語をはじめ， ドイツ語．

フランス語， ロシア語 etc...アルファベ ットの羅

列，それが一体何の言語で，書名と著者名がどれな

のかを判断するだけで，とんでもなく時聞がかかる

のである。私にとってはもう大変な苦痛である。数

は今までほどでほないのに，異文化の言語であると

いうことが頭痛，疲れ目，燥修の諸症状を引き起こ

し．情緒不安定決態に陥れられたのである。夢にま

で見る有様である。……アルファベットもローマ字

であれば大得意なのに・．．．．．

しかし慣れるということはすごいものだと我な

がら驚いている。次第に頭痛も疲れ自の症状もなく

なり，平気になってしまったのである （鰻修の症状

は多少ぬけきっていないようだ）。最初はどうもお

高くとまっているように感じていたのであるが，最

近ではそうでもなし、。日本語のものより多分に幸セ

者なだけだと……多少は歳もとるが片腕をもぎ取ら

れたり，刺青されたりすることなと，まずないに等

しいという幸せ……そう感じている。まだまだ日本

語を話すものたちと付き合うようにはし、かないが．

ほんの一瞬笑みを浮かべあう程度の関係にはなれた

（ような気がすと）。そこから先へ進むことは慣れだ

けではどうすることもできない。私自身の努力次第

であろう。

（言語こ;-;j；ち；缶）
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スーパーコンビューターを利用して

さわ だ たつ 必

津田達男
（理工学部機械工学科助教綬）

私は棚橋隆彦教授と共に研究室を運営し，教

育・研究に従事している。当研究室では，特に

熱・電磁力がからむ流体現象を対象とし，様々な

角度から研究を遂行している。問題解決へのアプ

ローチとしては，理論・実験・数値シミュレー

ションを適宜組み合わせて，実施している。今回

は，その中でスーノfーコンビューターを利用した

研究を紹介する。直接研究を行っている大学院生

諸君の率直な生の声が，他のユーザー，運営側に

とって有益であると思われるので，彼らに文章を

書いてもらった。各自の研究を通じての感想も含

めて執筆を依頼した。以下にそれを紹介する。

【修士1年A君】

二段階コンプッレション・コーナーにおける衝

撃波反射の解析を行うのにスーパーコンビュー

ターを用いた。この解析は要素数 400×240で

行ったため，研究室のワークステーションでは計

算時聞がかかり過ぎ，結果がなかなかでなかっ

た。ところがスーパーコンビューターを用いる

と，ワークステーションの数十倍速く計算でき

た。計算が速いのは良いが，料金が高いため，あ

まり利用できないのが残念だ。また，要素数400

×240もの計算では JobclassCでは計算が終わ

らなかったため， LONGJOBの新設も考えてほ

しし、。

【博士3年B君】

・使用状況

電磁流体の有限要素解析。その他．非圧縮性流

体の数値解析。

・感想・要望

(1) 計算料金の低減。

(2) ジョブ・クラス（Dクラス）の一般への解

放。

(3）終夜運転の日数の増加。

【修士1年C君】

非構造格子を用いて円柱まわりにおける衝撃波

解析を行った。非構造格子では．格子トポロジー

や領域分割の判断が不要であり，複雑な形状に対

しでも自動的に格子をつくることができ汎用性に

優れている。ただし， FlowSolverに負担がかか

るという欠点がある。FlowSolverは，使用する

コンビューターの能力に依存している。

また，最近の論文では，格子数を莫大にとって

数値解析を行うのが当たり前となっている。よっ

て，高速・高容量のコンビューターは明らかに必

要である。今後，値段についてはもう少し安く

（休み中だけでなく常時半額），容量については，

D classを無制限に解放していただければ幸いで

す。

【修士1年D君】

私は，数値疏体力学を学び，研究している一学

生である。数値流体力学 （CFD）はその学問の

性質から．常に最高速の計算機を必要としてい

る。昨年の私の卒業研究においてスーパーコン

ピューターはふんだんに利用され，多くの工学的

重要な計算結果が得られた。スーパーコンビュー

ター無しでは，研究結果も大きく変わっていたで

あろう。

数値計算をするということを考えれば，最近飛

躍的な進化を遂げたワークステーションを使え

ば．できることはできる。私の研究室にも確か

に， Sunのようなワークステーションカtあるカ:i,

それはあくまでもスーパーコンビューターで計算

を行う準備（メ ッシュ生成やメインプログラムの

パグ取りなど）を行うためのものである。という

のも，実際にワークステーションレベルで計算を

行っていたら．時聞が何十倍あっても足りないこ

とは容易に想像ができるからである。スーパーコ

ンピューターを使用して，計算結果がすぐに見ら

れると言うのは， CFDのよりよい理解とさらな

る向上を目指す上でたいへん重要である。レスポ

ンスが遅いとその聞に多くのトラブルや困惑が生

まれ，問題の本質でないようなところでの大きな

-55-



ミスが増える。また，未知の多くの問題に対する

推測やアイディアなどは，そのような環境では出

にくくなるのである。そういった意味でもスー

ノマーコンピューターは必要不可欠である。

ところで，スーパーコンビューターに関して少

しばかり注文をつけさせて頂くと，まず，稼動時

聞が短い。特に土曜日はもう少し長く稼動して欲

しいものだ。卒論の大詰め期間における終夜稼動

などもできれば，年聞を通じて行ってほしい。

スーパーコンビューターの性能を半分に落として

もかまわなし、から， 24時間計算できる環境にし

てもらいたい。利用料金に関しては，妥当な金額

だと思う。

【修士1年E君】

流体のシミュレーションを行っている我々の研

究室では．数台のワークステーションが動いてい

る。ワークステーションはすべて計算に使うた

め，夏休みが終わった頃から次第に混み始める。

秋頃には大規模，長時間ジョブが大量投入され，

ついには頻繁にシステムダウンするようになる。

一つの計算が一週間か十日もかかることもある。

そこでスーノfーコンビューターだ。 しかし，

スーパーコンピューターは非常に高L、。研究室の

一応の予算で，一人 10万円まで使えるが，時間

に直すとあっという間だ。しかも，パグを取り終

わって信頼できる結果を出さないと先生に個人口

座を作ってもらえない。したがって，それまでは

研究室のワークステーションをスワップさせまく

り，ハードディスクをうならせながらジョブを回

す。私がスーパーコンビューターの口座をもらっ

たのは， 12月の終わり頃だった。

スーパーコンピューターは速かった。研究室に

もベクトル・ ノfラレルコンピュータがあるが．そ

れの 50倍近く速かった。しかし，口座の残高が

無くなるのも速かった。

【修士1年F君】

GS MAC有限要素法を用いて正方形キ岬ピ

ティー内の高レイリー数自然対流熱伝達問題を数

値解析するためにスーパーコンピューターを用い

た。解析に用いたメ ッシュは50×50である。

研究室で使っているワークステーションょっも

数十倍速く計算できるので驚いた。今回は，研究

室で使っていたプログラムをそのまま用いたの

で．まだまだ速くできるものと考えられる。次回

からは，プログラムを改良して実施したし、。終夜

運転日が卒論提出直前に増えたことが大変あつが

たかった。なお，料金については少し高過ぎるの

ではないかと思う。

【修士1年G君】

はっきり言ってスーパーコンビューターの速さ

には，驚くものが有りました。ただ，あまり使用

料が安くないので．大きな jobを回せないのが難

点だと思います。

おわりに

以上学生諸君に書いてもらったように，実際の

スーパーコンビュータ一利用者にとり，最大の要

望は低利用料金・ 24時間稼動につきるようだ。

利用料金についてはメディアセンターでも抜本的

な変更を考えられているようなので，今後に期待

したし、。また．終日運転については，平均稼動率

から考えると M時間稼動の必要性がないものと

恩われる。そこで，何とか閑散時間帯の利用率を

上げる工夫も考えられないだろうか。たとえば，

現在の閑散時間待の利用料金を安くするとか。た

だ，利用者としては使いたい時に使用できる環境

というのが最も望ましいのだが……。とにかく，

高性能なスーパーコンビューターが設置されてい

るのだ冒から，大学の資産として有効に利用できる

運営をメディアセンターに期待していきたい。
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i る図書館も．地下5階まで来れば空席を探す手聞は 返し，地上の世界に帰還することになる。外へ出る ! 
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I 静かな空間である。空調機器の発する微かな捻り声 マルチスクリ ーンに映し出された数字をぼんやりと I 
i も，階上の靴音や電動管庫の低い振動も．仕事を始 眺めていた。 I 

めれば間もなくE聖覚には達しなくなり，音は私から

I しばらくの間切っ隣されてしまうo地下書庫に到着 （経済学部専任講師） i 
I したときには著 d く低下した光のト ーンも．色憾せ I ! fこ雑誌の行聞の紙魚が浮かび上がって見えるほどま I 
j でにいつの間にか回復している。周囲に動くものが

ない所為か，黄ばんだ紙面の明るさが光源となって

まま空間硝たしている。灯りが消えたら．と 」＼ - ! 
! いう不安もこの妙に明るい光の中では現実味を失つ 〉セ・hマ＇／ ；：：：；＿λ ＼ 

． ! てしまう。用心のためにと小型の懐中電灯をいつも 匂ナペア，.' へそご＼ i 
鞄にひそませて，地下5階へと降りていくのではあ ＼ホ る子、ー 、、、ζ 、 i
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アメリカの大学図書館事情

一一エール大学ダーリング文庫を中心に一一

小 松隆二
（常任理事・経済学部教授）

1. 初冬のニューイングランド訪問

アメリカ合衆国東海岸に位置するニューイング

ランド地方の 11月下旬は，わずかに残る紅葉が

辺りに彩りをそえるものの，落葉が路上を埋め，

朝晩は寒風が肌を突き刺す初冬である。

その季節に，古い港町で，エール大学のある

ニューへープンの郊外を，私は3人の同行者とと

もに訪れた。大学から隣町のハムデンに向かつて

車を5. 6分jヒ上させた深い森に固まれた地域で

ある。

その一郭の閑静な住宅街に鉄筋の集合住宅が幾

棟か建っている。とくに趣味がょいというほどで

はないが，木立ちの中に件む赤レンガの外観が落

ち着きを与えている。私たちが訪れたのは．その

中の一軒であった。

同行の3人は大牟田稔（広島平和文化センタ一

理事長），長谷川豊（放射線影響研究所専務理

事λ W.J.シヤール （テキサス大学教授）の諸

氏で， 厚生省関係の用務で原爆・被爆資料の調査

に出向いた途次であった。

窓外に目をやると，木々の閣を透して湖が望め

る。庭には鳥のほか，野ウサギやリスも行き交

う。日本でいえば，まさに高原にある別荘地のた

たずまいである。

その家の二階の部屋で，私たちは，日本にゆか

りの深い老博士を囲んでしばし歓談した。老博士

はエール大学教授を引退して．この森の中の家で

悠々自適の生活である。といっても，夫人に先立

たれ，メイドさんや教え子たちの世話になりなが

らの生活である。

87歳の高齢ながら，われわれの訪問にネクタ

イをしめ，ダークスーツで迎えてくれた。現役時

代のきまじめな人柄と生活ぶりをしのばせるとと

もに，日本からの来客に対する懐かしさや期待の

大きさも想像させる正装の対応であった。

実際に，久し振りの日本からの来訪者に，喜び

を表すように，よく太った大きな身体に盛んに手

振りを加えてとどまるところなく日本時代の思い

出を語り続けた。

1時間ほどの滞在であったが，老教授の独演会

であった。その背後の壁とテープルには，日本時

代の写真や記念品が所狭しと飾られていたことに

も，教捜の日本への思いが感じられた。

2. ダーリング氏とその文庫のこと

老博士の名前はジョージ・ B・ダーリング。氏

は，戦後すぐアメリカ学士院が広島・長崎に設立

した ABCC（原爆傷害調査委員会）の所長を 1957

年から 72年にかけて 15年間も勤めた。ABCCは

今は日米両政府によって運営される放射線影響研

究所に変わっているが，広島，長崎両市民からは

いろいろの意味をこめてよく記憶され続けている

機関である。

ダーリングえは， 『タイム』誌がかつて広島の

特集を組んで．長崎は未来を見詰める街なのに，

広島は過去に生きる街と，広島を批判的にみた

上，被爆の影響についても不正確な記事を報じた

時には，母国の一流誌であったにも関わらず，広

島の立場に立って同誌に敢然と抗議をしたことも

あった人である。

ダーリング玉を訪問したのは，エール大学に寄

贈された氏の文庫 （GeorgeB. Darling Papers) 

を閲覧させて頂くにあたっての表敬のためのもの

であった。氏はエール大学を退く際に，所持する

資料，それも日本滞在の 15年聞を中心にした資

料をすべて同大学に寄贈した。

それがダーリング文庫と言われるものである

が．当該時期からいっても原爆関係の資料がほと

んどを占めることになった。原爆・ ABCC関係の

文書，資料，会議記録，公式非公式の報告書，覚

え書，書簡， パンフレット，新聞・雑誌の切抜き

類（広島関係中心）である。補遣を除いても．整

理箱（ボール箱） 99個，フォルダー数 1,093冊に

もわたる膨大な資料である。

その資料はほとんどが日本関係のもので，その

うち更にかなりのものが日本語の文献・資料であ

。。



る。そんな資料や内容であるだけにアメリカでは

利用されることなどほとんど稀としか思えないの

に．驚いたのは．それら全体がボックスおよび

フォルダーにきちんと整理・分類され，一般の利

用に供されていたことである。その目録を整理，

分類，編集，作成を担当したライブラリアンの名

前も記されているコ雑然とただ積み上げられた未

整理の資料の山を示され，それを自分たちで読み

分け，整理するところから始めるくらいの覚悟も

あったのだが，その必要はなかったのである。

これほど専門的あるいは特殊な資料が，きちん

と整理・保存されていて，利用者はひたすら利用

するだけですむようなことは．日本の図書館では

まず考えられないのではないか。

こんなことで，ダーリング文庫には利用させて

頂く出発点でまず驚き．かっ感激させられること

になった。

この調査旅行中は，日本とアメリカの大学や政

府やその関係者の習に，図書館や文書に対する考

え・位置付けの落差が大きく存していることを教

えられる連続であったが，このダーリング文庫に

接したときはことさらその印象を強くした。

3. ダーリング文庫の教えるもの

調査の目的である原爆関係文書の調査結果は，

共同調査のため．私個人で発表することはできな

いので，そのことはここでは触れなし、。むしろ調

査の過程で考えさせられたことの一端をもう少し

紹介してみたいと思う。

私どもが，最初に訪問したのは，メリーランド

大学のプランゲ文章であった。同文庫は，占領下

日本の占領軍による検閲実態を知りたいものに．

あるいは戦後すぐの地域や小グループによる新

聞・雑誌類を調査するものには．日本にも残って

いない希少で貴重な資料を提供してくれる場であ

る。日本にはおなじみであり，多くの人が利用し

たり紹介したりしている。時には講演・研究会な

どでも取り上げられている（かつて本塾でも，大

学図書館の主催で．シカゴ大学極東図書館の奥泉

栄三郎氏による 「占領下における検閲資料コレク

ション一一プランゲ博士とそのコレクション一一」

の講演が行われている）。原爆関係文書の調査に

も欠かせない文庫であるが．プランゲ文庫につい

ては，周知のことなので． 今回はこれ以上触れな

L、。

続いて議会図書館や学士院などを視察した後，

最後に訪れたのが，ここで主として取り上げてい

るダーリング文庫であった。同文庫は，エール大

学スターリング記念図書館のマニュスクリプト・

アーカイヴ館に所蔵されている。

そのスターリング記念図書館は，エール大学の

メーンとなる中央図書館である。エール大学その

ものが， 1701年に文庫といってよい小規模の図

書館とともに創設されたと言われるだけに，図書

館も大学の歴史とともに古い足跡をしるし，重視

されてきた。

もっとも．このスターリング記念図書館が建設

されたのは，そう古いことではなし、。ジョン・ス

ターリングの寄付によって完成したのは， 1930

年のことである。その中の古文書館にあたるアー

カイヴ館は，独立した大きな棟を占めており，専

用の閲覧室も相当の広さである。それだけでも，

日本の並の大学のメーンとなる図書館にも匹敵す

るほどである。

このアーカイヴ館であれ，ダーリング文庫の例

であれ．もっとも感心させられたのは，資料・文

献の行き届いた整理と利用のしやすさである。

ダーリング関係文書のように整理しにくい書簡，

パンフレッ ト， リーフレット， メモなどの雑資料

を含む膨大の資料， しかも主として日本関係のも

ので，アメリカ人にはそれほど有益とは思えない

資料でも，きちんと整理 ・保存されているし，当

然，それらの目録も作成されている。利用者の多

い資料でも，購入したまま，あるいは寄贈を受け

たまま，いつまでも整理しないで積んだままでい

る日本の図書館とは大違いであろう。

さらにまた，エール大学の資料公開の原則がき

わめて先進的な方針であることにも感心させられ

た。つまり一般図書は各大学や地域図書館でも利

用できるので，そういった他でも利用可能なもの

には閲覧の制限をすることもあるが．むしろエー

ルにしかない貴重なアーカイヴ関係のものは，す

べての人に等しく公開し，利用に供するという方

針である。地域のものにはもちろん，私ども外国

nv 
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人のような余所者にもその原則は適用される。恐

らく日本の常識なら逆の原則に立つのではないだ

ろうか。つまり他にない貴重な原資料や稀観本は

外部には公開せず，どこにでもある書のみ公開す

る在り方である。

ダーリング文庫に保存されている資料の内容

は，会議記録など先に記した通りである。ABCC

時代の会議録などは，後身の放射線影響研究所に

も保存されていないものが多いし，当然のことで

あるが，報告書や個人的な書簡類はこの文庫でし

かみられない。ざっと見ただけでも大変貴重なも

のも相当含まれている。

それらの全資料が補遣を含めると 100個以上の

頑丈なボール箱に収納・保存されている。そのう

ち， BoxNo. 13～47の35箱が，私どもが調査対

象とした原爆・ ABCC関係の資料である。もちろ

んそれらのボックス以外にも，間接的に原爆・被

爆に関わる資料は多数存在しているので，きちん

と調査しようと思ったら， 短期の滞在では無理

で，かなりの日時をかけて取り組むことが必要な

ほどである。

なおスターリング記念図書館には，原爆資料保

存にも参考になるユダヤ人虐殺関係のホロコース

ト・ビデオ・アーカイヴも付設されている。

4. 地位の高い図書館

予算の規模や蔵書数の多さからすれば当然であ

るが，専門ライブラリアンの定員やその処遇状況

をみても，エール大学図書館はじめ，アメリカに

おける図書館の地位がよくうかがえる。

いうまでもなく，ライブラリアンの地位・評価

はきわめて高く ．社会や大学における図書館その

ものの役割や扱いも日本とは比べものにならない

ほど高いのである。

たとえば蔵書数のみみても．エール大学は全体

でおよそ 900万冊余，日本・中国関係だけでも

50万冊余である。学部・大学院あわせても 1万

人もいない学生数を考えたら，日本では例がない

規模の大きさである。日本の大学図書館の学生

数・蔵書数と比較すると，エール大学の所蔵数

は，慶煙草を含む日本の大学で蔵書数の多い上位校

とのみ比較しでも，平均でも 5倍を超える蔵書規

模ということになるであろう。大学自身が，公式

文書類にも，図書館は大学の発展にとって牛枢の

位置を占め，中心的な役割を果たしてきたと説明

する通りの充実ぶりである。

それに，そういった量的整備は，各専門分野の

充実・整備に支えられていることもまた注意を引

く。全体の量的充実に追われている聞は，それぞ

れの専門ごとの充実・整備にまで手がまわらない

のであるが，アメリカの大学では，伝統・歴史の

ある私学のみでなく，州立大学でも，専門分野の

充実・整備段階に入っているところが少なくない

のである。

当然その水準を維持する人員や予算も配慮され

たものになるが，図書館関係者の説明でも財政状

態の厳しい中にも．図書館は経済 （予算）的には

重視されているので，それほど問題がないという

ことであった。

もちろん大学の財政事情も厳しいわけである

が，そのために図書館関係まで動きのとれない抑

制予算ではなく，大学の中ではもっとも恵まれた

処遇を受けているというのである。なんとも羨ま

しい話であり，大学にいるものとして，大学や研

究・教育機関における図書館や文書・資料の位

置・役割を改めて考えさせられたのである。

5. ライブラリアン・専門職の重視

アメリカの図書館の趨勢として，教えられたこ

との一つに． ライブラリアンなど専門職の人たち

が重視され，その地位を高めている点がある。

私が初めてアメリカに滞在した 30年前とは様

変りであったコ当時はアメリカの大学図書館で

も．日本と同じように館長などト ップの役職は教

授で占められていたものである。しかし今はまっ

たく違っている。エールでも，メリーランドで

も，館長も専門部門の長も，ライブラリアン，た

だし博士号を取得したライブラリアンであった。

そこに図書館の総合化と高度の専門化，そしてそ

れを支える専門家の登用の象徴がみられるのであ

る。

エールの図書館でも．かつては他の大学と問機

に館長クラスには大学の教授が兼任で就任するの

をつねとしていたが，今はすっかり変わったこと
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を教えられた。また専門化もすすみ，各部門で内

容の充実 ・整備がすすむとともに，各部門の長に

は民族・人種・国籍を問わず適材を充てるように

もなっている。そのような改革が図書館にとっ

て，ひいては大学全体にとっても大変プラスに

なったという説明もうなづけるものであった。

たとえば，そのような方向は．第一にライブラ

リアンや職員の士気・やる気を高めることになっ

た。天下り機関にみられるようにもともと専門家

でないものや余所者が当然のように天下ってくる

のではなく，それぞれの機関ごとに最も相応しい

専門家が，それも下から育ってきた専門家が上に

立つようになれば，その機関の生命力・息吹もま

た新しいものに変わってくるであろう。

図書館にしても，それをもっともよく知り，情

熱もある専門家が上に立つようになれば，専門

家・専門職，ひいては職員全体の取組み方が変わ

り．士気・やる気を高めるようになること，そし

てそのことが質的向上にもつながることは十分に

推測できることである。

第二に，余所から来るたんなるお飾りの館長で

はなくなったため，むしろ図書館と研究・教育部

門両者のコミュニケーションが積極的にははから

れるようになり，かっ図書館全体も活性化するよ

うになった点がある。専門家なら専門的でテクニ

カルなことに習熟しているのは当然であるが，そ

の上に館長なと‘上に立つ専門家は時代の要請・必

要を知ろうとする意欲や判断する力量を備えてい

ること，ことに総合的・全体的な視野でそうする

ことにも長けている。そのため．研究・教育する

側からのニーズに応えうる部分も大きくなり，図

書館全体としての機能 ・役割の増大にも貢献する

ことになるというのである。

こういった成果が示されるのであるが．ことに

アメリカの場合，国籍や人種に差別を設けず，適

材適所に専門家を配置・配属すること，たとえば

外国を含む地域関係の図書館にはその長なり責任

者には当該地域 ・国の出身者を配置することが当

たり前になっている。エール大学でも，メリ ーラ

ンド大学でも．また議会図書館でもそうであっ

た。実際に，中国関係の専門図書館 ・専門部門な

ら中国人ライブラリアン，日本セクションなら，

日本人ライブラリアンを長に据えるといった具合

である。

翻って日本の，あるいは慶慮義塾の図書館の在

り方を考えるとき，アメリカの最近の状況との隔

たりや相違を教えられる。日本には日本の，また

慶If!には慶臆の伝統，原則，方法があるにしろ，

外国の，それも新しい在り方や方向には謙虚に学

ぶ姿勢も必要であろう。

大学にとって，何が目的であり本質であるの

か，それにともなって何が必要で大切なことなの

かを改めて考えてみると，図書館は間違いなくそ

のもっとも大切なものの一つにあげられるであろ

う。ことに改革，そして質的整備が厳しく問われ

ている大学の現状況を考えるとき．改めて大学に

おける図書館の役割の重要性を確認し，同時にそ

れにいかに応えるかを検討することが，思いがけ

ず大学全体の改革に繋がって行く可能性さえある

のではないかと，思いめぐらしたりしている。

F 一一一一（展示会）ー一一一「

平成4年 11月16日～11月21日

「慶慮義塾図書館開館八十年記念和漢書

善本百選」展

於丸善4階ギャラリー

平成5年2月3日～2月28日

「慶慮義塾所蔵高橋誠一郎コレクション浮

世絵名品展」

於 三越美術館

、－－一－－－－－－－－ー－－－－－－－－ーー…ー・一－－－－－一・・ーノ
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アメリカの一つの大学図書館

一一UCSDでの一年間一一

せき ぐち もと

関口素子

（三回メディアセンター係主任1
資料情報管理担当 J 

I . UCSD ( University of California, San 

Diego) 

1992年6月より一年間，図書館職員海外長期

派遣プログラムにより，アメリカの大学図書館の

現場に身を置く貴重な経験をさせて頂いた。場所

はカリフォルニア大学サンディエゴ校（以下

UCSD）。

カリフォルニア州の州立大学には，研究を主眼

とする Universityof California，高等教育を目

的とする StateUniversity，より広く州民に教育

を受ける機会を与えるためのCommunityCollege 

の三種類がある。そのうち UCSDは8つのキャ

ンパスを持つ Universityof California (UCシ

ステム）の一つであり，米西海岸の最南端，太平

洋を望む環境・ 気候共に申し分のない所に位置す

る。有名な UCLAや UCBerkeleyに較べると

ずっと後発の大学で，創立は1965年， Central

University Library （以下 CUL）が完成し総合

大学の体裁を整えたのが 1971年。若い大学だけ

に図書館機械化には小回りがきき，既に人間の知

的・肉体的作業以外は全てオンラインで処理して

いると言ってよい。文，新技術の先取には全米屈

指の積極性をもっている大学であった。

大学の規模は，教員 ・学生数で慶臆の 3分の 2

程度。蔵書数は慶躍を多少下回るものの，図書館

スタ ッフは約2倍。CULの他，教養 ・理工学 ・

医学等の分館がある点は，慶慮とかなり似た図書

館と言える。

慶懸からは既に4名のスタッフを UCに派遣 し

ており， 全米にあまたある他の学術図書館に目を

向けずに又 UCを見に行くのか……という当初の

危倶も， UCSDの若さと独自性はそれを払拭して

くれるに十分であった。研修の内容も全て自分の

CUL (Central University Library) 

意志で決めることが出来たので， 目録業務を中心

に収書・閲覧・レファレンスを回り，その他の図

書館関連行事には出来る限り参加した。

II. トータルシステム INNOP AC 

UCSDの図書館は前述の3つの分館の他に，国

際関係環太平洋研究図書館 (internationalRe-

lations & Pacific Studies Library以下 IR/PS)

と海洋学研究図書館があり， CULを中心に計6

館で構成されている。医学と海洋学の分館だけが

資料の発注から整理まで自前組織を持っている

が，他館のテクニカル業務は全て CULに一本化

されている。

これら 6館の業務をトータルに支えているのが

Innovative Interfaces Inc. (I I I)により開発され

たINNOPAC（イノノfック）である。このシステ

ムは既に幾度ものパージョンア ップを重ね，かな

り完成度の高いものとして，全米の大学図書館に

普及し始めている。UCSDでは 1987年にこの採

用を決定し，現在は傍目にも大変うまく機能して

おり，どのスタ ッフもかなりの満足度で日々の業

務をこなしている。INNOPACのメインテナ ンス

co 



専門職員も 5～6名おり， HelpDesk 

と呼ぶ窓口を設けトラフ．ルにもすぐ対

処できる態勢が整っている。ネット

ワーク上の端末が224台 （うち OPAC

用75台），他に PC・Macが348台揃

えられており，収書 ・目録部門のス

タッフは一人 1キューピクル内に 1台

という何とも羨やましい環境であっ

た。

INNOPACはシステムの総称であ

り，業務用機能は Pactech, OP AC用

機能は ROGER（大学創設に多大な貢

献のあった教授の名前）と呼び分けら

れている。ここで， このシステムを

Pactechの側面かる簡単に紹介する。

図1が， INNOPACを業務用Pactechとして立

ち上げた時のメインメニュー画面である。選択肢

から一つを選ぶと．それぞれ資格審査がありデー

タの機密性を保たせている。私の場合， S, D, 

c. 0のサブシステムに入る資格を持っていた。

s>SEARCH the catalogはOPACとほぼ閉じ

機能があり， 目録の検索の他に， ROGERの有効

な使い方や主題検索のテクニック．雑誌論文の探

し方，配置コード説明など利用案内情報を提供し

ている。

D>Catalog DATABASE maintenanceは整理

部門のスタ ッフに資格が与えられており， 書誌レ

コードの操作が出来る。同様に， C>CIRCULA-

TION subsystemへは閲覧担当者が入ることがで

＊本涼 INNOPAC-Copyright1990, III＊車窓

本 本 :MAINMENU本本

S >SEARCH the catalog 

D>Catalog DATABASE maintenance 

C>CIRCULATION subsystem 

O>ORDERI:-.lG and receiving subsystem 

M>MANAGEMENT information 

A>ADDITICtNAL system functions 

Q>QUIT 

Choose one (S, D. C. O. M. A. Q) 

図 1

IR/PS Libraryレファレンス・デスク

ち貸出・返却・利用者情報の管理を行う。o>
ORDERING and receiving subsystemは収書部

門のスタ ッフが，発注・受入・図書予算管理を行

う仕組みである。この他に，外部容誌ユーティリ

ティーとして OCLCと接続し， OCLCにデータ

が存在する限りは，発注又は目録の段階でそれを

取り込み INNOPAC中に反映させている。

1993年 5月現在 INNOPACには， 170万件

（数値は概数で以下同様）の書誌レコード， 190

万件の所蔵レコー ド，54万件の典拠レコード，

14万件の発注 レコード， 7万件の逐次刊行物

チェ ック インレコード， 5万件の利用者レコード

が登録されている。これらのレコードに対して，

日々追加・修正を行って図書館業務を遂行してい

る。

III. 新プロジェクト

UCSDの図書館では昨年から今年にかけて，こ

のINNOPACを基盤に二つの新しい試みに挑戦

しfこ。

1) CJK端末

環太平洋地域の研究支援に焦点を合わせている

IR/PS図書館では， CJK言語（漢字系言語一中

国語 ・日本語 ・韓国語）の資料収集にも力を入れ

ている。文それとは別に CULには EastAsia 

Collectionがあり，両者合わせてかなりの量の

CJK資料を所蔵している。大学全体から見れば

勿論 CJK言語を母国語とする人聞はマイノリ
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ティーだが， IR/PSに限れば，利用者の 3分の

lはオリエンタル系で、ある。

ローマ字表記された日本語はどうも読みにくく

ピンとこない，という経験は誰もがお持ちであろ

う。それを解消してくれたのが OPACとしては

全米でただ一台， IR/PSに設置された CJK言語

表示機能付の端末であった。CJK資料の目録作

業では， OCLC-CJKplus端末 （CULの目録部

門に 2台あり）に向かつてアルファベット系言語

同様に全データをローマ字で入力し，更にフィー

ルドごとに行を増やし対応する漢字・仮名・ハン

グル文字を入力してやらねばならなし'o CJK文
字の入力は一文字ずつのローマ字かな漢字変換な

ので，相当忍耐を要する作業である。この苦労を

して入力した漢字・仮名が OPAC画面に表示さ

れ日の目を見るのであるから，カタロガーにとっ

ては朗報である。一旦検索した書誌情報の画面

（ローマ字表示）で displayCJKというファンク

ションキーを操作すると，一転して漢字・仮名の

表示に画面が切り替わり，印刷も可能である。

我々にとっては一見して情報が頭に入るすぐれた

機能といえる。

2) ゲートウェーフィールドテスト

ゲートウェーの実験導入も特筆すべきことで

あった。この仕組みを使うと，スタッフ各人の端

末から， Pactech, OCLC, MEL VYL ( UC全

キャンパス共有の目録 ・文献データベース ）．

lnfoPath (UCSDキャンパス LAN）にアクセス

でき， しかもそれぞれの閉を素早く 簡単に行き来

することが可能になる。これは OCLCが新しく

開発したプログラムで， 1993年 2月より半年間

の予定で UCSD他， INNOPACを導入している

大学図書館3館が試用テストに協力を始めた。

朝，自分のデスクの端末につくと，先ずゲート

ウェー経由で Pactechに入る所から一日が始ま

る。あとは Pactechから容易なキーで操作で，

OCLCを覗いたり， MELVYLに入って他大学の

目録データを参照することも可能である。また，

Info Pathに入れば，図書館の本の貸出宅配サー

ビス（LibraryExpress －教職員・院生のみ利用

可）の申込みも出来てしまう。仕事中にちょっと

飽きたら自分の読みたい本を検索し，請求記号を

控え， InfoPathから LibraryExpressに頼んで

おけば， 2日後にはオフィスまで届けてくれる。

これは余芸とはいえ．便利な使い方の一例であ

る。

OCLCから Pactechへの書誌データのダウン

ロード，且つ OCLCへの所蔵の登録も，近く

ゲートウェー経由で容易に可能になるとのこと

だった。今の ところ OCLCへの接続回線数に制

限があり，ピーク時につながりにくくなる等の改

善の余地は残すが，収書・目録業務で受ける恩恵

は決して小さくないはずである。試用してのス

タッフの評価も，使い勝手に慣れてからは上々で

あった。この試周期間の後，本格導入につなげる

のかどうか， UCSDの判断に期待している。

IV. 21世紀ヘ向けての UCSD図書館

ここまで述べてきた所で， UCSDの図書館はか

なり意欲的に機械化に取り組んでいることが判る

と思う。この精神を裏打ちしている図書館運営方

針が， 1991年3月に具体的に成文化されている

ので紹介したい。

“Library ¥¥."ithout walls: the UCSD Library 

looks to the 21st century＂＝「建物を超えた図書

館へ 21世紀に向けての UCSD図書館」

（ゴール 1 ) 

大学の学術プログラムの要求にあった資料と情

報を必要な時に収集し提供出来ることを保証す

る。

具体案（a）学術的要求の増大や変化に図書館コ

レクションが応えられるよう，より効果的な方法

を作り出す。め）他の研究・専門図書館と効率的な

資源共有を計ること。その計画は，書誌情報と現

物の共有は勿論，書庫共有や資料の破棄も含むべ

きである。（c）資料収集の取捨選択に関して方針を

持つこと。それは利用者の要求と，どれだけの予

算が確保出来るかにかかわる。（d）保存出来る図書

館資料，文すべきものは適切な処置を受けられる

こと。（施行計画では，資料には自館だけの物と

はいえないものも含まれている事と，図書館は国

の保存政策をも担っている事を明確に打ち出すべ

きである。）
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（ゴール 2 J 
UCSDの教職員・学生の研究・教育情報要求に

合った質のよいサービスを提供する。

具体案 （a）学術プログラムとして焦点のあてら

れている研究と図書館レファレンスサービスをよ

り合致させる効果的方法を作り出す。（b）電子形態

の情報へのアクセス手段を拡大する。（c）教職員・

学生のニーズに合わせ，図書館資料の最適利用を

生み出すレファレンスや利用指導プログラムを作

り出し提供する。

（ゴール 3 J 
「建物を超えた図書館」の構築のために動く 。

具体案 （a）学l榊 l用者達の情報要求を上手に異

象化させるよきバートナーとなる。（b）図書館デー

タベースへの遠暢白からのアクセス手段を提供す

る。（c）図書館サービスへの遠隔地からのアクセス

手段を提供する。（d）図書館資料への遠隔地からの

アクセス手段を提供する。（e）図書館サービスとし

て技術的にどんな事が出来るかを探り，吟味し，

そして実行する。（f)コンビュータ資源計画を図書

館サービス計画とかみ合わせる。

（ゴール 4 ) 

図書館蔵書への効果的な書誌的検索手段を提供

する。

具体案 （a）全ての所蔵資料に，直ちに書誌から

のアクセス手段を提供する。

（ゴール 5 ) 

効果的かっ安全に，図書館の資料とサービスを

配置する。（これには，図書館サービスの一側面

である学生と教員双方への学習空間提供も含む）

具体案 （a）大学当局の大学改善計画と協力し，

キャンパス内に資料保管施設を持つ。（b）図書館資

料とサービスの種類・使われる頻度を基に包括的

な施設計画を作り出し実行する。

（ゴール 6 ) 

絶えず変わり続ける図書館に与えられる使命

を．スタッフがしつでも知ることが出来る機会を

保証する。

具体案（a）全てのスタッフに継続学習の機会が

与えられる。（b）質が高く多様なスタッフを採用し

確保する。（c）図書館使命の遂行のため，スタッフ

の能力開発の方法としての目標設定や業績評価を

行う。（d）卓越し革新的な発想、が生まれ易い環境を

作る。（施行計画には意見交換のための経路づく

りを含める。）

（ゴール 7 J 
UCSDの学術プログラムに合った図書館スタッ

フ・蔵書・施設を築くための財政的資源を作り出

す。

具体案（a）包括的な図書館発展計画を立て実行

する。（b）公的私的財源からの資金援助を確実にす

るための努力を怠らなし、。（c）大学の新しい学術プ

ログラムに関する図書館側からの要求として，大

学学部からの支援を求める。（d）カリフォルニア大

学の中で予算面で先に立てる機会を捉える。（e）資

料の寄贈を積極的に依頼する。（f）キャンパスから

離れている利用者へのサービス方針を確立させ

る。

（ゴール 8 ) 

図書館の目指すゴールの達成度を評価すること

によって，図書館の任務遂行をより進展させる努

力を続ける。

具体案（a）図書館運営とサービスの達成度を測

定するための尺度をつくる。新しいサービスを導

入した時には．その評価要素を設定しておく 。（b)

図書館運営とサービスにそれを測定するための尺

度を採り入れ，図書館ゴール達成度と解釈する。

(c）コンビュータ資源計画を図書館運営支援計画と

かみ合わせる。（ω資源の最適利用を図るために予

算配分を評価し監視する方法を作り上げる。

v. 終わりに

一年間の滞在中，常にスタ ッフの最大の関心事

になっていたのが，予算削減問題であった。カリ

フォルニア州は現在非常に深刻な財政難に端いで

おり，その波を最もかぶっているのが教育だと言

われている。冒頭で挙げた州立大学のうち State

p
h
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Ur_iversityでは既に何人もの教捜が職を失い，

UCシステムでも．希望退職や勤務時間短縮を呼

びかけ，ついに 1993年度（ 7月～）から全教職

員を対象に，ただでさえ 3年間据え置きだった賃

金の一律5%カットが実施に移された。図書館

関連予算も例外ではない。退職者の後任補充は債

ならず，一部外注していた目録業務も予算がつか

ず立ち消えとなったコ図書館資料費も 1993年度

より 20%カットとなり，選書担当のライブラリ

アンは誰もが継続購入打ち切りの対象としなけれ

ばならない逐次刊行物の選定に頭を悩ませてい

fこ。

更に，このカリフォルニア州全体の厳しい経済

状態を加実に反映したのが， UCBerkeleyと

UCLAのLibrarySchool閉校のニュースであっ

た。UCシステム全体として規模縮小の必要性に

迫られ，まず矛先の向いたのが LibrarySchool 

だったのであろう。この二校出身のライブラリア

ンが多い UCの各大学図書館からは猛烈な巨匠校反

対運動や抗議の声が持ち上がったが， UCBerke-

leyでは既に新規の学生募集の中止に至ってい

る。UCLAでは ProfessionalSchoolとしての存

続は絶望的となったが，教育学部に一つのプログ

ラムとして吸収され辛うじて残る気配であと。

異文化・異人種を全く問題とはせず，日本から

の研修図書館員を暖かく迎えてくれた UCSDス

タッフから，図書館に対する誇りや勤労意欲を失

わせてしまうようなひどい財政難にだけは陥って

欲しくない，と遥か東京から祈る気持ちである。

r一一一一一一一一一一（制収研究会）一一一一一一一一一一「

第23回（平成4年9月21日

於三田情報センター）

報告者笠谷博之 「大学における教育改革に

ついて」

第M回（平成4年 10月21日

於三田情報センター）

報告者ドロシー・グレゴア 「THE

FUTURE OF THE LIBRARY IS 

HERE」
第25回（平成4年 11月30日

於三田情報センター）

報告者宮本さえみ「日米大学図書館会議に

参加して」

佐藤裕子 「その後のニューヨーク学

院」

第26回（平成4年 12月14日

於 三田情報センター）

報告者原田悟 「外部データベースについ

て」

第27回（平成5年 1月18日

於三田情報センター）

報告者高鳥正夫「慶慮義塾図書館の八十

年」

第却回（平成5年3月22日

於三田情報センター）

報告者斎藤勉「予算・会計・財務とメ

ディアネットスタッフとのかかわ

り」

＼ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，_J
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第 5回日米大学図書館会議私的報告

ひろ た

広田とし子

i三回メディアセンター係主任I
R情報メディアサービス担当 J 

「日米大学図書館会議の事務局を手伝ってもら

いたい。とにかく．今度東大で打合せがあるから

参加して……」と言われたのは， 7月も半ばすぎ

頃のことだっただろうか。はじめて東京大学総合

図書館に事務局打合せのため顔を出したその日，

別室では，会議の正式参加者による顔合わせの会

が行われていた。我々，会議の裏方は総勢13名。

その内訳は東大 11名，早大 1名，慶大 1名。と

は言っても，私が参加した時には，すでにかなり

準備は進められていた。

8月， 9月はひたすら予稿集作成の作業に明け

暮れた。我々の仕事は米国から提出された英文

ペーパーの翻訳のまとめ。逆に日本から提出され

た日本語のペーパーは米国に送られ，米国側の団

員として参加が予定されている日系人 （もしくは

在米日本人）の図書館員たちが，手分けして英文

への翻訳作業にあたった。出来上がったものの体

裁を整え，会議の予稿集（日本語版・英語版）が

できあがったのは，会議も前日のことであった。

一方，並行して，機々な英文の資料の準備，ホテ

ル側との打合せ， レセプションの段取り，交通機

関の手配等々，仕事は山ほどあったが，東大の人

達のたゆまぬ努力により，準備は着々と進んで

いった。そして， 10月6日，会議開催の日を迎

えたのである。

1. 日米大学図書館会議とは

日米大学図書館会議の歴史について，簡単に触

れておこう。戦後の日本は様々な面において米国

の指導を受け復興してきたが．図書館においても

それは例外ではなかった。戦後まもなく，米国の

優れた図書館指導者が来日し，日本の図書館制度

の近代化に努めるとともに，米国国務省の援助に

より．多くの日本人図書館員が渡米し，研修を受

ける機会を与えられた。また， 1962年より日米

聞の教育および文化の交流について話し合う日米

教育文化会識が開催されてきたが，その中で図書

館の問題がとりあげられ， 1969年の第 1回日米

大学図書館会議の開催（於東京）となったのであ

る。

第2回会議は 1972年米国ウィスコンシン州ラ

シーンで．第3回は 1975年京都で開催された。

その後，約 13年の空白の期聞をへて， 1988年に

再び米国ウィスコンシン州ラシーンで第4回会議

が開催された。第3回会議終了後， しばらくの聞

は日米の大学図書館の差が大きく，対等な討議が

期待できなかったためか，なかなか第4回開催の

動きとならなかった。しかし， 1986年のIFLA東

京大会の際，多くの米国図書館関係者が来日し，

日本の発展を見て関心を持ち，それがひきがねと

なって，第4回会議が開催されることになった。

第4回会議の最終コミュニケでは．数年後に日

本でこの会議を開催することが合意された。その

合意に基づき，昨年， 「学術情報への国際的アク

セス拡大のための日米協力一21世紀をめざして」

というテーマのもとに第5回日米大学図書館会議

が．東京において開催されることになったのであ

る。

2. 会識の形式

参加者は，日米双方の組織委員会によって，大

学図書館員及び学識経験者等の中から選出 ・委嘱

される。今回は米国より 30名，日本から 44名の

参加があった。会議使用語は，英語と日本語であ

り，全ての会議において同時通訳もしくは逐次通

訳が準備されている。とは言っても，大半の米国

人は日本語を全く解せず， レセプションや休憩時

間中の会話は予想どおり英語が主体であった。

この会議では，参加者全員が参加する全体会議

において日米双方の講演が行われ，それを受けて

部会に分かれ，さらに部会発表と討議がなされ．

会議の最終日に再び全体会議で会議の最終コミュ

ニケを審議採択するという運営方式がとられてい

る。全体会議，部会にはそれぞれ日米から座長が

出され，さらに部会においては数名の“Rap-

porteur”が指名されており，討議の内容をまと
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め，その結果を最終日にまとめる形をとってい

る。会議終了後， ホテルのロビーでは，各部会の

座長および“Rapporteur”が車座になって，記

録をまとめる光景がそこかしこに見られた。要す

るに参加者全員が日米協力して何かしらの作業を

行わなければならないような仕組みになっている

のである。また，今回の会議ではほとんどすべて

の発表について，予稿集が作成され，参加登録の

際に参加者に配布された。

3. プログラム

会議は 1992年 10月6日から 9日までの 4日間

の日程で開催された。詳細なプログラムとその内

容については，すでに 「大学図書館研究」 41号

(1993. 3）に報告されている。また，公式の会議

録も刊行されているので＼ 詳しくはそちらを参照

願うこととして，ここでは簡単にプログラムを紹

介山個人的に印象に残った発表について感想を

述べたい。

10月6日 （火）

＊フレ・コンファレンス・ツアー

大日本印刷株式会社のマルチメディアスタジ

オ，工場， GGG (Ginza Graphic Gallery ）の

見学。米国側39名が参加。

＊開会式

10月7日 （水）

＊経過報告

「第5回日米大学図書館会議について」

黒田晴雄

「『情報の不均衡』 に関する分析」

Theodore F. Welch 

＊基調講演

「情報技術と社会・岐路に立つ図書館」

猪瀬 博

「図書館と学術コミュニケーション」

W. David Penniman 

＊全体会議

エレクトロニ ック ・キャンパス一一大学図書館

の役割

「日本の大学図書館における電算化の現状と将

来」 清水忠雄

「情報環境の変化とメディアネ ット構想」

高橋潤二郎

「電子酌図書館資料と情報ネットワーク化の技

術一一現状報告」 Clifford A. Lynch 

「キャンパス情報とコンピュータ・システムに

関する技術変革の動向」 Thomas J. Michalak 

$部会

その 1. 資料の保存一ーその課題と技術開発

「資料保存と国際コミュニケーション」

安江明夫

「資料保存一一国際的展望」 Hans Rutimann 

その 2. 図書館サービスと著作権

「図書館サービスと著作権」 浅野次郎

「著作権と学術社会：利用者の権利を保証する

べき図書館の責任」 Nancy H. Marshall 

10月8日 （木）

＊全体会議

部会報告（その 1及びその 2)

図書館における人材の養成

「大学図書館における人材養成一一一利用者の立

場からJ 野口洋二

「日本における図書館専門職員養成の現状と課

題」 田中久文

「大学図書館の人的資源開発 21世紀への問題

提起」 James G. Neal 

「研究図書館における人材養成一一教育と米国

図書館協会の役割」 Beverly P. Lynch 

NACSISデータベースとデータベース著作権の

問題

「NACS!SOJ，データベース一一－NACSIS-CATを

中心に」 宮津 彰

「変わりゆくデータベース保護の姿に関する考

察」 RalphOman 

＊部会

その 3. 私学技術情報一ーその課題と可能性

「日米聞における科学技術情報の流通について」

宮川隆泰

「科学技術情報」 Barbara J. Peterson 

その 4. 日本研究コレクション及びアメリカ

研究コレクション

開



「これがその図書館か？ーーーアメリカにおける

日本研究資源」 Amy V. Heinrich 

その 5. 学術情報の国際流通

発表者欠席のため， StanleyN. Katz氏による

特別発表（図書館員に対する問題提起）

その 6. データベース・ネ ットワーキング

「学術情報データベースとネットワーク一－

NACSIS-IRを中心に」 根岸正光

「データベース・ネットワーキング」

Henriette D. Avram 

10月9日（金）

＊特別講演

「研究図書館の変容」

＊全体会議

部会報告（その3～その 6)

最終コミュニケ

＊閉会式

Stanley N. Katz 

以上が，プログラムである。会議にはあらかじ

め7つのテーマが設定されており．そのテーマに

沿って全体会議および部会が構成された。テーマ

の割り振り方によって．関心の度合いが窺われ

る。エレクトロニ yク・キャンバスと人材の養成

は特に今回はじめて設定されたテーマであり，参

加者全般から強い関心が示され．講演のあと盛ん

な論議が行われた。

エレクトロニック・キャンパスのテーマで米国

側から行われた 2点の発表は，米国のこの分野で

の最先端の現状を知る上で非常に興味深いもので

あった。MELVYLの開発者でもある Clifford

Lynch氏（並みいるスーツの中，男性の中で唯

一， Gパン．ノーネクタイ，長髪という出で立ち

は異彩を放っていた。）からは，キャンパス・

ネットワーク環境の整備，インテリ ジェント・

ワークステーション化， Internetの発展，コミュ

ニケーション資源のネットワーク化など主にネ ッ

トワークに関わる近年の技術的発展についての発

表があり，また，カーネギー・メロン大学の前図

書館長である ThomasJ. Michalak氏からは，大

学図書館がOPAC以降どのような情報サービス

を展開していくべきか先進的な実例の紹介があっ

た。いずれの発表も具体例が多く盛り込まれたも

のであり，メテ・ィアネットの進むべき方向にヒン

トを与えてくれるものと思われる。是非多くの人

に読むことをお薦めする。

NACSISの動向については，米国側から非常に

強い関心が示された。特に Internetを通じてア

クセス可能なデータベースについては（NACSIS

のみならず，全般的な問題としても）様々な場面

において，質問が行われた。

人材養成のテーマの際，米国側から 「日本で女

性の図書館管理職はどれくらいいるか？ 」との質

問があり，日本側からは「今は少ないが徐々に増

える」と遠慮がちな回答があった。確かに今回の

参加者のうち，米国側は女性が31名中 15名とほ

ぼ均衡しているのに対し，日本側 44名中わずか

2名であった。今後この比率が米国に追いつくこ

とを期待したい。

4. 会議こぼれ話

一「インテリは煙草を吸わなLリ のが，米国の常

識かと思っていたが，どうしてどうして。休憩時

間になるやいなや，会議場のロビーはたちこめる

煙で目がいたくなるほと－。 特に女性のヘビー・ス

モーカーの多いのには驚かされた。

ーカリフォルニア大学の各校からの参加者は皆，

最終コミュニケが終了するとすぐに．帰国の途に

ついた。何でも UC全体の予算会議が翌日予定さ

れており，緊縮財政の折り，予算獲得のため

“fight！”しに一刻も早く帰らねばとの言。

一会議の終了した翌日， 5日間詰めっぱなしだっ

たホテルのロビーで我々事務局スタ ッフは，参加

者の出発を次々と見送っていた。帰米する人，関

西で行われるワンデイ・セミナーに向かう人，他

の仕事のために迎えの来る人，様々であった。最

後になったのは．ある 1組のカップルだった。

（夫婦同伴の人は他にもたくさんいた。妻同伴だ

けでなく，夫同伴の人も，なかには夫婦共会議参

加者というカ ップルもあった。）10個近くもある

荷物をタクシーに積み込むのを手伝いながら，

“What is your schedule from now？”と聞いて

みると，何と返事は“Thisis the beginning of 

our honeymoon! ！”でした。お幸せに・
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ブラック・ボックス

よしおか し ろう

芳岡史郎

「あのー．ちょっと質問があるのですが……」見

慣れない顔がのぞく。

「実は，定常的に処理由力している JOBなので

すが．何を処理して何を

出力している JOBなの

か全くわからないので

す。」

時々ある質問だが，い

つもながら同情してしま

う。今まで，外注やアル

バイトで済ませてきたも

のが，突然自分の担当に

なったという。システム

仕様曾も作られていなけ

れば，プログラムドキュ

メントも残っていない。

この処理システムは彼にとって． まさにブラック

ボックスなのだ。

そこで．数十本のプログラムリストの関連を追い

ながら処理フローチャートを書き始める。システム

設計者がすでに存在しないわけであるから．惨めな

謎解きの始まりである。定常的な処理なので．時系

列データの累積や更新にも気を配る必要がある。そ

のため．各プログラムのリンクやファイル状態を細

； かく確認する。この作業は人の家の中を覗いている

； ょうで，あまり気持ちのいいものではないのだが仕

方ない。さらに， システムを逆読みしてオベレー ： 
ションのタイミングを業務サイクルに合わせて確認

チェックする。これを何度か繰返してようやく慨要

理解を終える。こうして，ょうやくブラック・ボッ

クスの中身が見えてくる。

これと同様に．最近各分野でアプリケーションソ

フトが充実し，それほど詳しい専門知識が無くても

プログラムを作成したり．ファイルを作成したりす

ることができるようになった。しかし，アプリケー

ションソフ トがプラ ックボックスでいいとはいえな

い。手は抜いても理解は必要である。既製のプログ

ラムが自分の処理内容と適合しているかどうかの判

断をするくらいはできな

くしたい。

いといけない。

時代が進むにつれて自

立，自覚がしにくくなり

ブラックボックスが増大

しているようだ。システ

ムの処理運用に携わるス

タッフとして． システム

サービスをする側，され

る側の両方の立場の意識

を持って取組んでいきた

いと思う。プラック・

ボックスはできるだけ無

メディアセンターという組織も新しい箱になっ

た。誰にとっても，ブラックではなく，全塾の未来

を感じさせる色に輝く宝の箱となるように希望して

いる。

（医学メディアセンター
情報システムサーヒeス担当）
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資料 I 

メディアネット・メディアセンターに関する書誌 1伺2.8～1993.7 

〔三回〕 〔医学〕

“メディアセンターからメディアネ ットへ” 図書館の 天野善雄 “医学メディアセンターの発足” KEIO医

窓 Vol.31, No.5 p.41-42 (1992.5) 学部病院ニュース No.125 p. 16-17 (1993. 4) 

若桑みどり “心の原く康 ：大学という風景” 千葉臼報 加藤隆一 “信濃町物語 （その 42）北里記念医学図書館

1992. 9. 16 (1)” 慶慮義盤医学部新聞 No. 501 p. 2 (1993. 3) 

孫田良平 “戦中の学生生活・慶慮義塾図書館” 三国 加藤隆一 “信濃町物語 （その 43）北里記念医学図書館

評論 No. 940 p. 96-99 (1992. 10) (2）” 慶慮義盤医学部新聞 No.502 p.2 (1993.4) 

藤森照信 “不思議な出合い十選7 近代日本の絵と建 加藤隆一 “医学部図書館の再建問題について” 慶廊

築：慶R巨大学図書館小川三知のステ ンドグラス ” 日 議盤医学部新聞 No.503 p. 2 (1993. 5) 

本経済新聞 1992. 12.28 p.24 中山隆市 “医学部図書館の再建” 慶康事長整医学部新

守田 一 “諭吉の 「食」に迫る ：料飲三国会創立 40 聞 No.501 p.l (1993.3) 

周年で本刊行” 日本経済新聞 1993.5. 17 p.32 

資料 II 

〔湘南藤沢〕

“〈私立大学図書館協会ニュース〉第53回総会・研究会”

大学図書館研究 No. 41 p. 61---u2 (1993. 3) 

スタッフによる論文発表・研究発表 1992.8～1993. 7 

〔論文発表〕 Paris 1500 12ff. in 4” 日仏図書館情報学会ニュー

〔三田〕 ズレター No.122 p. 7 (1993. 2) 

天野善雄 “日本医学図書館協会の国際的活動” 医学 東回全義 “わが館のフラ ンス奮の中から同 慶慮義塾

図書館 Vol. 39, No. 4 p. 416-419 (1992.12) 図書館 Huygens,Ch.: Horologium oscillatorト

東回全義 “わが館のフランス曹の中から06) 慶謄義塾 um. Paris 1673 161p.” 日仏図書館情報学会

図書館 Renouard,A.-A.: Annales de l’impri- ニューズレター No. 124 p. 7 (1993. 4) 

merie des aides. 2ed. Paris 1825 3vols" 日仏図 東回全義“ホ ップズ 『リヴァイアサ ン』 ロンドン 1651

書館情報学会ニューズレター No.118 p.7 (1992. 年” 挽波土 『主権論』明治 16年 盤 Vol. 31 No. 

10) 3 表紙 p.3(1993.6) 

東回全義 “わが館¢フランス書の中から制度慮義盛 東回全義 “わが館のフランス書の中から伺 慶慮義塾

図書館 Bayle,P.: Dictionaire historique et critト 図書館 Bude,G.: De asse et partibus eius. Paris 

que. Rotterdam 1697 3v. in 4" 日仏図書館情報学 1514 7+172ff. in fol.” 日仏図書館情報学会ニュー

会ニューズレター No. 120 p. 7 (1992. 10) ズレター No. 127 p. 7 (1993. 7) 

東回全義 “わが館IJ;，フランス奮の中から同 慶慮義塾 平尾行蔵 “ジ ャン・フィリ ップ・ラモー 『和声の生

図書館 Vivet,J.: Tractatus de arthographia. 成，または理論的および実践的音楽論』パ リ1737
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年” 塾 Vol. 30, No. 6 表紙 p.3(1992.12) 

広Eとし子 “インタ ーネット一一ーいま話題のネット

ワーク” 現代の図書館 Vol.31, No.2 p.75 81 

〔1993.6)

市古健次 “情報の探し方一一学位論文” 情報の科学

と技術 Vol.42, No.12 p.1163-1172 (1992.12) 

市古健次共訳情報の要求と探索 J.ヴァーレイス編

勤草書房 1993 166p. 

加藤好郎 “慶慮義塾大学： A ・ B ・ C•D-4方式試

験の特徴” 外国人学生のための進学対策ハンドブッ

クアルク 1993.6 p. 89-90 

川上清子 “草と虫とのつきあい” ta監局紀要 No. 

こ9 p. 105 (1992. 10) 

風間茂彦 “図書館（新館）ーーその光と影一一” 慶慮

義甚大学報 No. 236 p. 3 (1992. 8) 

風間茂彦 “全国図書館大会への招待一一図書館ネット

フーク時代と資料保存一一一” 図書館雑総 Vol. 86, 

No. 10 p. 719 (1992. 10) 

風間茂彦 “図書館ネ ットワーク時代と資料保存一一新

たなる展開と広がりをもとめて一一一” 図書館雑総

Vol.87, No.2 p.95 (1993.2) 

風間茂彦 “いじれるようにしたら面白いね一一第 10

分科目に参加して一一” 「年魚市」（愛知県図書館

報） No. 4 p.14-15 (1993. 3) 

風間茂彦 “オ ー・マイ ネ・ホッホツァイ卜（社中公

歓）” 三回評論 No.984 p.97 (1993.6) 

関口素子 “Internationalization of American Ii 

braries: a case study of the Library of Congress 

from 1940 to 1960s’ 1993. 4 8p. 

渋川雅俊 “大航海時代の航海図断片” 盤 No. 175 

表紙 p.3 (1992. 10) 

渋川雅俊 “情報センター職員の海外研修一一義塾にお

ける専門職特定者の在外研修事例（1952-1992）” 盤

監局紀要 No.19 p.10-17 (1992.10) 

渋川雅俊 “変貌する大学図讐館 （座談会）” 大学時報

No.227 p.14-27 (1992.11) 

渋川雅俊 “書物に接し．メディアとコンビュータを駆

使するーー メディアセンター” 慶慮義重盛大学級

No.242 p.3 (1993.4) 

渋川雅俊 “図書も情報も，コンビュータも一一変貌す

る大学園管館” 私学公論 Vol. 26, No. 4 p. 81-87 

(1993. 4) 

渋川雅俊編二十一世紀の大学図書館一一私立大学図書

館協会五十周年配念論文集 私立大学図書館協会

1993. 3 7lp. 

渋川雅俊編 私立大学図書館協会五十周年史一一本文

編.I己録編私立大学図書館協会五十周年史編集委員

会編私立大学図讐館協会 1993.3 2冊

南野典子 “ニューヨーク学院図書室便り” 盤監局紀

要 No.19 p. 86-87 (1992. 10) 

梁瀬三千代 “データベースを理解する” 情報管理

Vol.31, No.2 p.75-81 (1992.8) 

梁瀬三千代 “サーチャー活躍の現場．大学図書館にお

けるデータベース・サーピスと活用法一一一レファレン

ス業務を中心に一一” 情報の科学と伎術 Vo'.. 42, 

No. 9 p. 803 808 (1992. 9) 

梁瀬三千代 大学におけるデータベース利用教育システ

ムのプロトタイプ作成 データベース振興センター編

1993. 3 96p. 

梁瀬三千代 “データベースを理解する” 情報管理

別冊5 p.55-69 (1993.4) 

梁瀬三千代 “利用者教育をデザインする方法” 専門

図書館 No. 143 p.11-19 (1993. 4) 

梁瀬三千代 “書評 「法律情報のオンライン検索」” 情

報の科学と妓術 Vol. 43, No. 6 p. 584 (1993. 6) 

〔医学〕

市古みどり “響評 「看護研究のための文献検実ガイ

ドJ” 医学図書館 Vol 39, No.3 p.340ー341(1992. 

9) 

市古みどり “医学情報センタ ーと UMLS” 整監局紀

要 No.19 p. 101-102 (1992. 10) 

市古みどり “Internetと医学図書館” 医学図書館

Vol.39, No.4 p.362-367 (1992.12) 

市古みどり “第 51主人 ・団体を探す” “第 13章

特殊資料” 医学情報へのアプローチ 日本医学図書

館協会 1993. 1 p. 65-81, 193-204 

市古みどり “「看護の概念モデル」の文献とその検

索．外国文献編” 看護展望 Vol.18, No.8 p.941-

951 (1993. 7) 

村上篤太郎 “慶慮義塾大学医学情報センターにおける

引用文献と複写申込からみた洋雑誌の利用調査’ 第

19回医学図書館員セミナー論文集 p. 55-64 ( 1993. 

2) 

村上篤太郎 “研修への取り組み” 医学図書館 Vol. 

40, No. 1 p. 71-73 (1993. 3) 

村上篤太郎 “第2章 オフィス思考と電子ファイリン

グ．オフィスリ エテラ シーの必要性” 電子ファイリ

ング ：運用妓術の課題と解決電子ファイリング研究

会 1993.6
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西出真紀子 “慶謄義塾大学の新図書館システム KOS- 加藤好郎 “慶慮義塾大学の留学生入試の特徴につい

MOS閲覧サブシステムを中心に” 第27回医学図書 て” アルク主催外国人留学生進学指導 1993.7. 4 

館員研究集会諭文集 p. 158-164 (1993.3) 於アルク

酒井由起子 “医学図書館員と医療情報学” あいみつ 加藤好郎 “大学図書館の将来・慶慮義整図書館を例と

く Vol.14, No. 1 p.15-23 (1993. 3) して” 私立大学図書館協議会東地区研究部会パプ

佐久間公子 “臨床医学図書館員の治療への貢献度” リック・サービス分科会 1993. 7.14 於文化女子大

カレントアウェアネス No. 159 p. 5喝 (1992. 11) 学

舘田鶴子 “異文化のなかの 10カ月” 盤監局紀要 風間茂彦 “日本図書館協会資料保存委員会の活動”平

No. 19 p. 88-89 (1992. 10) 成 4年度大学図書館長との懇談会 1992. 12.9 於国

舘凹鶴子 “複写サービスの裏に著作権あり” 医学情 立国会図書館

報へのアプローチ 日本医学図書館也会 1993. 1 

p.82 

渋川雅俊 “現職者教育の重要性とこれからの図書館情

報学教育” 日本図書館協会研究集会 1993. 3. 17 

於早稲田大学

〔湘南藤沢〕 渋川雅俊 “政策課題としてのメディアネ ソト” 三国

金子康樹 “湖南藤沢キャンバスの CNS”盤監局紀要 図舎館・情報学会第 74月例研究会 1993.7.3 於慶

No. 19 p. 36-39 (1992ド 10) 癒義塾大学

金子康樹 “21世紀の大学図書館 ：大学図書館員の意識

を中心に” 二十一世紀の大学図書館一一私立大学図 〔理工学〕

書館協会創立五十周年紀念諭文集私立大学図書館協 小川治之 “大学図書館における館内利用と館外貸出”

会 1993. 3 p. 47-52 三田図書館・情報学会 1992年度研究大会 1992. 10. 

金子康樹 “大学園管舘サービスの拡大にむけて一一慶 31 於慶謄義塾大学三回キャ ンパス

日復義~大学湖南藤沢メディアセンターの事例一一”

図書館雑鉱 Vol.;37, No. 3 p. 167-168 (1993. 3) 〔医学〕

市古みどり “コンビュータネ ットワークと医学図轡

〔研究発表〕 館” 第 10回医学情報サービス研究大会 1993. 6. 19 

〔三 回〕 於順天堂大学

天野善雄 “東南ア ジア医療情報協力活動の現状と将来 村上篤太郎 “研修への取り組み” 「医学園舎館員の教

への展望” SEAr..l!Cインドネ シア医学園管館員研 育」シ ンポジウム 1992. 10. 1 於慶慮義塾大学医学

修会 1993.2.15 於 ジャカルタ 部第一会議室

天野善雄 “シンポジウム“医学図書館の現状と課題”” 酒井由紀子 “NACSIS-CATと医学図書館” 第27回

第 10回医学情報サービス研究大会 1993.6. 20 於 医学園舎館員研究集会 1992.8.18 於濁協学園セ ミ

II頃天堂大学 ナーハウス

天野善雄 “医学図書館の将来像” 日本洋書輸入協会 佐久間公子 “利用者教育事例発表” 看護図書館協議

セミナー 1993.6.28 於丸善 会研究会 1993.7.24 於自治医科大学

広田とし子 “情報リテラ シー教育は可能か （特別セレ 舘田鶴子 “Present activities of medical libraries 

クション）” 三回図書館・情報学会 1992年度研究大 in Japan ” 5th SEAMIC Technical Meeting on 

会 1992.10.31 於慶原義塾大学三回キャンパス Health Documentation and Publication 於 パ

加藤好郎“慶慮義塾の留学生入試について” 「留学生 ンコ ック

の母の会」主催留学生入試説明会 1992. 9. 6 於 舘田鶴子 “アメリカの医学図曾館事情一一レファレン

YWCA スと利用者教育の観点から一一” 第 27回医学図

加藤好郎 “留学生の宿舎について” 「留学生支援協 館員研究集会 1992.8. 19 於濁協学園セ ミナーハウ

会」主催企業寮提供企業のっとい 1993.6. 7 於如 ス

水会館
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資料 m 

年次統計要覧 ＜平成4年度＞

慶慮義塾大学研究・教育情報センター

I.図書費 ＜平成4年度実績及5年度予算＞

よ〉土1 平成4年度実績 ＜単位． 円＞ 平成5年度予算 ＜単位・千円＞

図書支出 図書資料費 計 図書支出 図書資料費 計

三国情報センター 664,215,289 4,439,865 総8,665,154 6回，回3 18,734 682,417 

図 書 館 351, 765,890 4,439,865 356,205,755 344,394 18, 734 363,128 

学 部． 312,449,399 312,449,399 319,289 31:l,289 

（私大研究設備相当額） (23,005,000) ヨ依 ＊ (23,695) ＊本

日吉情報センター 160 505 452 4, 181,680 164,687,132 165,353 4 177 163,530 

図 書 館 63,217,950 2,316,350 65,534,300 65,115 4,177 69,292 

学 部’ 97,287,502 1,865,330 99,152,832 100,238 100,238 

（私大研究設備相当額） (7,822,000) 本＊ (7,582) ＊＊ 

医学情報センター 151,639,414 10,669,408 162,308,822 151,640 10,279 161 919 

II 151,639,414 10,669,408 162,308,822 151,640 10,279 161,919 

理工学情報センター 148,246,865 2,988,934 151,235,799 162,138 3,614 165,752 

，， 147, 746,865 2,988,934 150, 735, 799 162,138 3,614 165,752 

指定寄付 500,000 500,000 

（私大研究設備相当額） (1,300,000) 本本 (1,339) ホ＊

湖南厳沢 181,355,578 14，お3,271 195,738,849 211 133 14 795 225,928 
メディアセンター

，， 181,355,578 14,383,271 195, 738,849 211,133 14,795 225,928 

f--コ 計 1,305,962,598 36,663,158 1,342,625,756 1,353,947 51,599 1,405,546 

注） ・特別図書費は含まず。

・（ ）内は合計欄に加算せず。

私大研究設備相当額は私大研究設備助成金に相当するよう義聖書が臨時に手当したもの。
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II -1 蔵書統計 ＜年間受入及び所蔵冊数＞

よ〉土訳 単 fT 本 製 本 雑 誌 非図書
メE弘3、 計

手口 洋 計 手口 洋 計 資 料

三 国情報センター 15,843 19,760 35 603 5,872 6,817 12,689 4,310 52,602 

図 書 館 (9,387) (9,213) (18,600) (3,407) (1,602) (5,009) (3,352) (26,961) 

年
学 部 (6,456) (10,547) (17,003) (2,465) (5,215) (7,680) (958) (25,641) 

間
日吉情報センター 12,283 6,099 18,382 1，ぬ4 1,730 3,114 2,0倒 23,500 

受 図 書 館 (10,312) (1,258) (11,570) (1,056) (144) (1,200) (707) (13,477) 

A弓Mー． 剖1 (1,971) (4,841) (6,812) (328) (1,586) (1,914) ( 1,297) (10,023) 
入

医学情報センター 1,613 1,067 2,680 1,472 4,519 5,991 1,133 9,804 
冊

数
理工学情報センター 932 537 1,469 1,332 3,823 5,155 111 6,735 

湘南藤沢 8,407 7,029 15,436 3,635 2,090 5,725 1,000 22,161 
メディアセ ンタ ー

ぷEヨ... 計 39,078 34,492 73,570 13,695 18,979 32,674 8,558 114,802 

三 回情報センター 682,662 731, 142 1,413, 764 180, 714 182,086 362,800 74,823 1,851,387 

図 書 館 (479,091) (420, l 76) (899,267) ( 109,698) (67,376) (177,074) (46,307) (1,122，倒的

所
a弓品ト,. 部 (203,531) (310,966) (514,497) (71,016) (114,710) (185,726) (28,516) (728, 739) 

蔵
日吉情報センター 290,386 147,988 438,374 35,613 46,400 82,013 12,294 532,681 

冊 図 聖書 館 (214,475) (22, 737) (237,212) (22,978) (1,434) (24,412) (4,470) (266,094.) 

$ 部 (75,911) (125,251) (201.162) (12,635) (44,966) (57,601) (7,824) (266,587) 
数

医学情報センタ ー 35,298 37,805 73, 103 54,436 110,985 165,421 3,947 242,471 
累

計
理工学情報セ ンタ ー 51,946 31,387 83,333 39,380 112,497 151,877 902 236,112 

湘南藤沢 52 060 50,923 102,983 8,923 6,835 15, 758 8,781 127,522 メディアセ ンタ ー

~ 計 1,112,312 999,245 2,111,557 319,066 458,803 777,869 100,747 2,990,173 

注 1) 所蔵冊数 （累計） は年間受入冊数から除籍冊数を引いた数値を前年度の累計所蔵冊数に加えたもの。

2 ) 三回情報センタ ー・ 学部には図書館 ・情報学科の製本雑誌を含む。
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I] -2 蔵書統計＜逐次刊行物・タイ トル数＞

よいぞ
カ レ ン ト ／ ンカ レン ト カレント・

／ンカレン ト
手口 洋 5十 平日 洋 計 必cl 計

三国 情 報 センター 5,611 4,307 9 !ll且ー 5,470 3,175 8,645 18,563 

図 書 館 (2,365) (1,021) (3,386) (3,398) (1,681) (5,079) (8,465) 

学 部 (3,246) (3,286) (6,532) (2,072) (1,494) (3,566) (10,098) 

日吉 情 報 セ ン タ ー 1,042 878 
~盟68t

611 1,045 1,656 3,576 

図

ーー

館 (621) (68) (242) (25) (267) (956) 
守ム，，与、 部 (421) (810) (1,231) (369) (1,020) (1,389) (2,620) 

医学 情報センター 1,427 1,747 ム立ι 962 1,507 2,469 5，制3

理工学情報センター 1,153 1,552 ワヴ凸＜：； 2,9倒 5,126 8,090 10,795 

湘南藤沢 769 876 ・~5－ー司、 115 54 169 1 ,814 メテ．ィアセンター

d口'- 計 10,002 9,360 19,362 10,122 10,907 21,029 40,391 

参考データ：非図書資料

一二~一一土訳 種 grJ マイクロ資料 A-V資料 ~ 計CD ROM 

タイトル数 228 119 347 
三国情報 セ ン タ ー

箇 数 3,771 539 4,310 

年
タイトル数 57 339 398 

日吉情報センター
箇 数 947 1,057 2,004 

間
タイトル数 3 168 171 

医学情報センター

新
箇 数 537 596 1,133 

タイトル数 2 4 6 
理工学情報センター

規
箇 数 93 18 111 

タイトル数 34 369 403 
湘南藤沢メテ・ィアセンター

箇 数 520 480 1,000 

タイト Jレ数
三田情報 セ ンタ ー

1,535 7,794 9,329 

箇 数 61,381 13,443 74,823 

累
タイトル数 466 2,898 3,364 

日吉情報センター
箇 数 6,261 6,033 12,294 

タイトル数 21 912 933 
医学情報センター

箇 数 983 2,964 3,947 

タイトル数 21 39 60 
理 工 学 情 報センター

計
箇 数 713 189 902 

タイトル数 193 1.009 1,202 
湘南藤沢メディアセンター

箇 数 6,999 1『782 8,781 
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皿－1 利用統計 ＜貸出及び閲覧冊数＞

ι？と土
館 外 貸 出 館内閲覧 前年度比

教 職 員 学 生 その他 計 一般図書 貴重曾 館外貸出（計）

三田情報センター 15,508 152,874 9,826 178,208 ＊ 1,144 1.09 

日吉情報センター 9,363 117,179 6,521 133,063 * 1.12 

医学情報センター 47,068 15,237 40 62,345 吉区 1.09 

理工学情報センター 2,168 54,151 15 56,334 ヨ依 1.07 

湘南藤沢メディアセンター 72,556 ヨ解 3.08 

~ 言十 502,506 刻ド 1,144 1.21 

本開架のため実数不明。

m-2 利用統計 ＜相互貸借（複写依頼を含む）＞

ι？と土
依頼をうけた （貸） 依頼した（借）

~ 計
圏 内 国外 E十 園内 国外 5十

三国情報センター 3,391 15 3,406 1,021 234 1,255 4,661 

日吉情報センター 627 。 627 252 75 327 954 

医学情報センター 12,371 403 12, 774 1,882 60 1,942 14,716 

理工学情報セ ンタ ー 29,592 。29,592 1,476 36 1,512 31,1倒

湖南藤沢メディアセンター 33 。 33 131 。 131 164 

fヨ. 計 46,014 418 46,432 4,762 405 5,167 51,599 

参考データ：早慶 ILL

支正：；－；亨~で 貸 借

三 回情報センター 803 321 

日吉情報センター 82 78 

医学情報センター 417 11 

理工学情報センター 417 396 

湘南藤沢メディアセンター 7 30 

~ 2十 1,726 836 
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ill-3 利用統計＜複写サービス＞

よ〉と1 学 内 学 外 品Cl、 計
種 _ijlj 

件数 枚数 件数 枚数 件数 枚 数

電 子 コ ピー 4,699 69,464 3,067 45,805 7,766 115,269 
（オペレー ター付）

簡 易 印 席I] 146 143,316 146 143,316 

OHP・スライド作創 28 68 28 68 
三回情報センター 電 子 コ ピー

（セル 7 式〉

マイクロフィ Jレム 6 2,143 49 5,193 55 2,143 

ファクシ ミリ 主444
（金書！（信）

電 子 コ ピー 251,984 
日吉情報センター （セ Jレ 7 式）

マイ クロフィ Jレム 29 491 1 15 30 495 

電 子 コ ピー 46,051 289,847 155,291 819，臼5 201,342 1,109,492 
（オペレータ ー付）

OHP・スライド作製 1,194 5,614 1,194 5,614 
医学情報センター

マイクロフィ Jレム 29 207 29 207 

ファクシミリ 主55
（皇宮？（信）

電 子 コ ピー 294 1,956 28,403 248, 784 28,697 250,740 
（オベレーター付）

OHP・スライド作製 266 956 266 956 

理工学情報センター 電 子 コ ピー 25,888 432,921 1,165 37,717 27,053 470,638 
（セ Jレ 7 式）

マイクロフィ Jレム 66 1,507 9 170 75 1,677 
ファクシミリ

金199 金386
（信） （信）

簡 易 印 属I] 制7 549,603 臼7 549,603 

OHP・スライド作製 26 1,713 26 1,713 

湘南藤沢 電 子 コ ピー 170, 705 17 96 170,801 
メテ’ィアセンター （セ Jレ 7 式）

マイクロフィルム 1,224 

ファクシミリ さ116 長田2
（信） （信）

参考電子コピ一枚数

ぷ万之竺 オペレーター付 セルフ式 ~ 計

三国情報センター 115,269 1,808,997 1,924,266 

日吉情報センター 251,984 251,9倒

~学情報センター 1,109,492 1,109,492 

理工学情報セ ンター 250,740 470,638 721,378 

湘南藤沢 170,801 170,801 メディアセンター

iコI,. 計 1,475,501 2,702,420 4,177,921 
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m-4 利 用 統計 ＜レファレンス・サービス＞

利 用者別

よ〉と1 学 内 者

教職員 学 生

三 国情報センター 2,088 10,082 

日吉情報センター 2,615 4,530 

医 学情報センター 1,447 438 

理工学情報センター 1,177 3,875 

湘南藤沢メディアセンター 90 1,463 

f--コ 5十 7,417 20,388 

業 務内 容 gJ

ぷ~～～土訳 文献所在調査 事項調 査

三 回情報セ ン ター 8,681 545 

日吉 情報セ ン ター 2,256 1,283 

医 学情報センター 2,347 762 

理工学 情 報 セ ン ター 2,590 581 

湘南藤沢メディアセンター 39 10 

~ 5十 15,913 3,181 

ム守孟d与. 外 者 ~ 計

5,352 17,522 

275 7,420 

3,075 4,960 

2,955 8,007 

13 1,566 

11,670 39,475 

利用指導 その他 f--ヨ 計

8,049 67 17,522 

3,881 。 7,420 

1,851 。 4,960 

4,778 58 8,007 

1,511 6 1,566 

20,070 131 39,475 

f一一一一一一一一一一（小展示ニュース 2）一一一一一一一一一一i
iく 日吉 メデイアセン夕一＞ ｜ 

i一 5月17
4月 8日～4月 30日 「女性解放恩想の古典」展 － 

｜ 福津諭吉を味わう 10月 25日～10月羽日 ｜ 
Introduction to Ecology ! 

、ーーーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーーー一ー一一一ーーー一一一一一一一一一一一一J
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資料 IV 

年次統計要覧 ＜平成4年度＞

慶慮義塾大学計算センター

I.利用者別集計

登録課題数 ジョブ処理件数 CPU時間（時間） 出力枚数（ページ）

三 回 日 吉 回 日 τa 一 回 日 a 回 日 a 
教職員研究 447 668 21,451 21,170 79.3 1,034.1 216,896 91,576 

議員業務 620 387 96,811 25,005 161.3 55.7 694,381 204,242 

大学院生 270 229 44,466 20,444 45.9 719.9 184,796 43,533 

学生・生徒 842 1,422 43,261 13,984 36.4 299.8 134,914 37,302 

綬業・実習 2 742 139 12,592 0.1 13.8 10 40,407 

d口"- 計 2,085 3,448 206,128 93,195 322.8 2,123.2 1,230,997 417,060 

1 月別利用集計（三田） M-770/10 

稼動 稼動
手lj 用 件 数 利用 CPU時間 プリンタ

1 日平均 1 日 平 問 出 力 数
B 時間
数 BATCH TSS BATCH TSS BATCH TSS BATCH TSS （千頁）

92年4月 24 357 11,309 7,552 471 315 18.0 19.0 0.8 0.8 124 

5月 24 327 10,045 8,051 419 335 23.5 11.2 1.0 0.5 132 

6月 26 364 10,961 9 312 422 358 20.4 11.1 0.8 0.4 100 

7月 27 354 9,772 7,638 362 283 16.1 9.5 0.6 0.4 93 

8月 20 245 7,189 4,179 359 209 15.3 5.6 0.8 0.3 制

9月 25 314 9,774 6,306 391 252 19.5 7.6 0.8 0.3 102 

10月 26 329 14,919 10,149 574 390 19.9 13.8 0.8 0.5 107 

11月 24 289 11,260 7,555 469 315 11.6 17.0 0.5 0.7 86 

12月 23 306 14,998 8,177 652 356 22.6 12.7 1.0 0.6 123 

93年 1月 20 281 9,449 5,188 472 259 9.8 7.6 0.5 0.4 96 

2月 24 333 4,951 3,929 206 164 6.2 5.5 0.3 0.2 95 

3月 27 444 7,785 5,956 288 221 10.8 8.8 0.4 0.3 87 

合計 290 3,943 122,412 83,992 422 290 193.7 129.4 0.7 0.4 1,229 
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m.月別利用集計（日吉） M-780/10, VP印 E( 7月迄）， M-1600/8 ( 8月以降）．

VPX 220/10 ( 9月以降）

稼動
利用件数 利用 CPU時間

稼動時間
数回 M-780 M-780 M-780 VP SOE M-780 M-780 M-780 VP50E 

TSS ノぜッ チUTS/Mノマッ チ TSS パッ チUTS/M パッ チ

92年 4月 24 282.0 2,980 2,715 589 64 2.8 27.4 0.1 77.2 

5月 24 279.3 4,030 2,724 662 85 8.3 51.4 0.4 70.3 

6月 26 お9.2 5,739 3,083 560 146 9.8 43.0 0.2 245.0 

7月 24 275.4 3,783 2,885 275 226 11.2 49.9 0.1 105.8 

小計 98 1,145.9 16,532 11,407 2,086 521 32.2 171.6 0.7 498.3 

M-1600 M-1航）（） VPX220 VPX220 M-1600 M-1600 VPX220 
TSS パッ チ NQS 非NQS TSS パソ チ NQS 

92年 8月 22 247.1 1,164 1,270 1.5 26.0 

9月 25 304.5 2,439 2,255 266 993 6.4 123.2 45.0 

10月 26 ~09.7 5,082 5,043 469 1,707 12.2 138.1 104.5 

11月 23 ::60.8 5,046 4,375 565 1,388 13.5 130.1 108.4 

12月 23 ::53.0 5,326 4,342 226 1,113 25.0 90.4 72.4 

93年 1月 19 t.89.8 3,865 3,375 423 1,656 27.7 75.2 111.5 

2月 24 t.85.8 1,642 2,853 62 509 4.9 69.4 39.5 

3月 26 311.4 1,651 2,861 132 551 1.9 103.4 76.1 

小計 188 2A62.1 26 215 26,374 2,143 7,917 93.1 755.7 557.4 

合計 286 3,608.0 42,747 37,781 2,086 2,664 7,917 125.3 927.3 0.7 1,055.8 

IV. 計算機利用説明会

課 題 期 日

計算センタ一利用説明会
4/22 

6/26 

TSS利用説明会 （初心者対象）
4/24・5/14・5/19・10/13

6/2・11/6

パソコン利用説明会 ・日本語ワープロ （FM--OASYS)
5/15・6/15・10/15・11/1

5 

パソ コン利用説明会・表計算と グラフ （Multiplan 5/16・6/17・10/16・11/1

& Chart) 8 

バソコ ン利用説明会 ・カード型データベース （情報倶
5/17・6/18・10/17

楽部）

JCL （ジ ョブ制御言語） 説明会
5/20・10/13

10/29 

パソ コン綿末利用説明会 6/30・2/17

日経 NEEDS検索システム利用説明会
6/1・2・3・4・5

10/12・13・15・16・19

-81一

プリン（タ千出頁力） 
頁数

M-780 VP SOE 

39.2 0.2 

44.2 0.1 

41.1 0.3 

37.4 2.1 

161.9 2.7 

VPX220 M-1600 VPX220 非NQS

11.9 

}td瞥 21.5 0.3 

42.5 0.8 

6.6 32.7 0.2 

1.0 36.6 0.1 

5.3 29.2 0.0 

0.5 35.7 0.0 

0.7 41.0 0.0 

14.1 251.1 1.4 

14.1 413.0 4.1 

場 所 参加人数

国 22名

四 谷 2名

回 55名

臼 τa 21名

日 t= ヨ 32名

日 a 20名

日 t= ヨ 18名

回 11名

日 τc"' コ 18名

四 谷 4名

困 63名



課 題 期 臼 場 所 参加人数

UNIX利用説明会（UNIX入門） 6/4・11/7 日 a 2<1名

TSS利用説明会（中級者対象）
6/11・10/15 回 12名

10/31 日 a 27名

BITNET利用説明会 （教職員・大学院生対象） 6/12・10/26 回 6名

データセ ット管理 （カタ ログ）説明会 10/20 回 1名

v.通信教育部生へのコンビュータ講習会

課 題 期 日 場 所 参加人数

日本語ワープロ FM-OASYS 8/11・8/12 回 19名

表計算・グラフ Lotus1-2-3 8/13・8/14 回 22名

f一一一一一 一一一一一 （小展示ニュース 3 J.一一一一一一一一－1
｜く医学メテ’イアセンター＞

1. 古医書シリーズ

（於医学メディアセンター展示ケース）

1. 1. 「解腫新書・解腫約園 ・ターへルアナト

ミア」 1992. 4～8 

1. 2. 「病草紙・新撰病草紙」 1992. ト 12

1的3.4～ 5 

1. 3. 「ボンぺJ，「解腫新書の前と後」

1拘3. 1～ 3 

1. 4. 「医心方J 1伺3.6～ 7 

同時一展示即…3 , I 
2. 新年祝賀会特別展示

（於新棟 11階会議室前） 1993. 1. 5 

・林毅陸塾長，北里柴三郎初代医学部長，北

島多ー第二代医学部長の書

・医学部卒業記念写真帖

(13 14 17 31 32 33 34 叫） I 

＂－・－ ・－・ー一一一－ー一一一－ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一J
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資料 v 

KINGSネットワーク構成図
( 1 9 9 3年 10月）

K町GS:Keio university INteGrated 
information network System 

学術情報センター
｛東京大学
大型計算機センター）



今年の4月から．研究・教育情報センターと大

学計算センターの組織がひとつになり，メディア

ネットとなった。メディアネ ットの下には， 三田

メディアセンター，日吉メディアセンター，医学

メディアセンター，理工学メディアセンターの 4

つのメディアセンターが新たに発足し，平成3年

から既に発足していた湘南藤沢メディアセンター

もメディアネットの下にひとつの組織となった。

メディアネ ットの発足を契機に，この 「ME-

DIAN ET」が，研究・教育情報センターの機関紙

「KULIC」と大学計算センター機関誌 「KUCC」

を合わせて内容を継承したものとして，新たにメ

ディアネ ットの機関誌として No.1からスタート

することになる。

今年は，メディアネ ットの発足のみならず，慶

謄義塾においては，長年塾長を勤められた石川塾

長から鳥居塾長へと変わった新たなスタートの年

である。また，世界情勢が混沌とするなか，米国

ではレーガン，プッシュと続いた共和党政権から

変革をスローガンとする民主党のクリントン政権

編 集 後 記

へと変わり，日本でも，長年続いた自民党政権が

連立政権である細川内閣へと変わった。

このように変化あるいは変革の年に創刊する

「MEDIANET」は，メディアネットあるいはメ

ディアセンターの変化，変革をしっかりと云え，

その行く末をしっかりと見届けるという重要な役

割を果たしたいと思う。

数年前から，「KULICJ，「KUCC」ではメディ

アネット発足を先取りした記事が見受けられた。

今号では，メディアネ ット元年ということで，特

集は 「メディアネ ット発足にあたって」とした。

メテ・ィアネ ットの役割，可能性などを各氏に現状，

あるいは将来的な展望などを中心に述べてもらっ

た。また，その類縁分野も 「UNIX入門」ほか，

いくつか取り上げてみた。

今号から，編集長が渋川から安田へと変わった。

編集方針は特に変わったところはないが， 今後，

メディアネ ットの変貌に合わせて，順次，新しい

内容を盛り込み，より魅力のある機関誌にしたい

と思っている。 （安田博）

編集長日吉メディアセ ンタ一安田樽本編集員三回メディアセ ンター高橋幸久南野典子吉沢

亜季子＊日吉メディアセンタ一 宮国彰郎新井圭子本理工学メディアセンタ一 角田浩子本医学メディ

アセンタ一 平吹佳世子市湘南藤沢メディアセ ンター 杉山良子
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